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サラリーマン時代には 
味わえなかった 
快感があります。 

漁師を目指すあなたのために 
「漁師の仕事をもっと知ってもらいたい」 
全国漁業就業者確保育成センターでは 
各種サポートをおこなっております 

 

●お問い合わせ先 

●業務内容 

http://www.zengyoren.or.jp/ 
syugyo/mobi/index.php
←携帯サイトへはこちらのQRコードよりどうぞ 

STEP 1 情報収集をする 

ホームページ、漁業就業者確保育成センター、イ
ジュウ・インフォ等で漁業についての情報を入手
する。 

STEP 2 自分が希望する 
漁業種類・地域を考える 

生活のサイクル・仕事内容・収入等は、漁業種類
や地域により大きく異なるので、自分にあった漁
業種類・地域を検討する。 

STEP 3 フェアに参加し、 
研修を受ける 

漁業就業支援フェアに参加し、最大６ヶ月間の研
修を通じて漁業の知識・技術を習得すると共に、
漁村での生活に慣れ、地域社会にとけ込む。 

STEP 4 漁師になる 

漁師 への道 

http://www.zengyoren.or.jp/syugyo/index.php

03-3294-9613TEL

03-3294-3347FAX

全国漁業就業者確保育成センターは、水産庁補助事業により運営しております。 

〒101-8503　東京都千代田区内神田1-1-12　コープビル7Ｆ 

全国漁業就業者確保育成センター 

http://www.fishworld.or.jp/fisherman/ryoushi/ 
 

03-3585-6682TEL 03-3582-2337FAX

〒107-0052　東京都港区赤坂1-9-13　三会堂ビル8階 
【沖合・遠洋部門　（社）大日本水産会内】 

【沿岸部門　ＪＦ全漁連内】 

求人、体験漁業情報の提供 電話、面談での漁業就業相談 

漁業就業支援フェアの開催 研修の実施 

携帯サイト 

研修を終了し漁業に
就業する。船舶免許・
漁業無線等の資格
取得を目指し、また漁
協の正組合員になる
べく日々 努力をする。 
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紙面刷新！ 

月600円、年7,200円 

■購読の申込みは市町村農業委 
　員会へお気軽に連絡ください。 
■発行所 
　全国農業会議所 
　〒105-0001 
　東京都港区虎ノ門1-25-5 
　虎ノ門34MTビル 
　電話　03-5251-3910 

　http://www.nca.or.jp/shinbun

（消費税込） 

週刊 

特徴のある週刊新聞 解説に力点をおいたニュース報道と企画編集 

時代に鋭く斬り込む 農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに 

経営に役立つ 経営者マインドと実務情報 

喜びや悩みを共感できる 読者の心に訴える 

深みと味がある 単なる情報で終わらない 

読みやすく親しみやすい 老若男女が楽しく読める 

1
2
3
4
5
6

農業者の視点でお届けします 

金曜日発行 

こ
の
国
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す
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ホームページ 

全国農業新聞は農業者の 
公的代表機関である 

農業委員会系組織が発行する 
週刊の農業総合専門紙です。 

お問い合わせ:全国新規就農相談センター 

主催：全国農業会議所・全国新規就農相談センター・（社）日本農業法人協会・研修農場ネットワーク   後援：農林水産省・厚生労働省 

TEL（03）-3507-3088
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

2007年開催情報 

●入場無料　●入退場自由　●服装自由　●履歴書不要　●家族・友人連れ歓迎 

●農業法人等合同会社説明会 

●新規就農セミナー 

●新規就農相談会 

●農業インターンシップ 

農業法人への就職希望者のために、従業員を 
募集している農業法人経営者と面談できる 
ブースを設置します。 

農業法人への就職、新規に農業を始めるための 
ガイダンス、新規就農者、農業法人就職者に 
よる事例発表などを行います。 

都道府県ごとのブース、受け入れ希望市町村 
ごとのブースなどを設置し、農業を始める 
ための個別相談に応じます。 

農業法人で就業体験を希望する人（学生・社会人） 
のためのブースを設置し、相談に応じます。 

●田舎暮らし相談会 
田舎暮らしを希望する人のためのブースを 
設置し、相談に応じます。 

●チャレンジ！ファームスクール 
合宿形式による農作業実習の概要について 
説明します。07年度生徒募集中。 

新・農業人フェア 新・農業人フェア 
’07

/池袋サンシャイン 　東京　2/10（土） /梅田スカイビル 　大阪　3/10（土） 

時間共通10:30～16:00

A2、A3ホール 10Fアウラホール 

生 産 す る 仕 事って 、カッコ イイ！！ 
ものづくり 

2/10　同時開催 文化会館7階会議室13：30～16：30

田舎に農地をお持ちの方のために農地管理に 
ついてのセミナー、個別相談を行います。 

田舎の農地管理セミナー 



特集2　トップランナーの視野 
 これからの農業 人材育成と中長期的視野がカギ　 
 熊本県南阿蘇村　（有）木之内農園　代表取締役　木之内均さん 

 発想の転換が新たな道を拓く  大多賀山林発、新ビジョン　 
 三重県海山町　速水林業　速水亨さん 

 “いかに捕るか”から“いかに継いでいくか”へ　 
 千葉県　鴨川市漁業協同組合定置部漁労長　坂本年壱さん 

特集1　中国地方の IJUライフ 
　　地域の資源を循環させる農業がしたい　島根県浜田市　（有）やさか共同農場　竹岡篤志さん 

　　高齢化進む産地でピオーネ栽培に挑む　岡山県吉備中央町　てるてるファーム　森田充司さん 

　　一つ一つを味わえる暮らし　鳥取県鳥取市佐治町　金田透さん 洋子さん 

　　木を育てる充実感　山口県　錦川森林組合　小阪満信さん 

　　家族で満喫する贅沢な毎日　島根県　漁業協同組合ＪＦしまね浦郷支所所属　巻き網船団  一丸　武藤康弘さん 

　　ナシ栽培のプロ目指す Ｉターン・セカンドライフ　山口県秋芳町　谷村健次さん 美知子さん 

　　故郷の資料館をUターン館長が再生　広島県庄原市　口和郷土資料館　館長　安部博良さん 

　　中国地方のI・J・Uターン情報 
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巻　頭　言　大地の恵みで生きる――夢？  それとも可能性？　C. W. ニコル　　 
農園歳時記　第3回　百姓ゆえの春夏秋冬の風景　中村顕治 

サイエンス◎キノコって何なの 
　……カビの一種ですね 

農林漁業就業／I・J・Uターンガイド 

農業就業ガイド 

林業就業ガイド 

漁業就業ガイド 

I・J・Uターンガイド 

iju info　サポーター 

農林漁業・ふるさと情報 
海のある暮らしを求めて　高知県黒潮町　大林 博さん　理恵さん 

まずは農業が好きであること　青森県弘前市　（有）ゆめりんご　大高春樹さん 

調理師から転身、大地目指す　宮崎県都城市　（有）新福青果　渡邊克己さん 

経営譲渡で新規就農を！　　北海道鹿追町　新規就農コーディネーター　武者毅男さん 

新・農業人フェアの歩き方 

必要なのは先の先を読む眼　山梨県　北都留森林組合　一戸和仁さん　古田恒也さん 

「海が好きだ」の気持ち一つで飛び込んだ　秋田県男鹿市　武田水産（株）　杉渕勇希さん　菅原槙也さん 

陶芸を通じて自然と向き合う生活　栃木県益子町　小野悦子さん 

クラインガルテンを移住のステップに　長野県飯田市　小野子クラインガルテン 

データで見る新規就農　研修の面から見た新規就農 
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読者プレゼントコーナー 
抽選で5名の方に香川・愛媛の特産品をプレゼント！ 
詳しくは、62ページをご覧ください。 
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巻
頭
言

1
9
5
8
年
の
初
春
、
17
歳
の
と
き
に
、
私
は
カ

ナ
ダ
で
初
め
て
の
北
極
圏
遠
征
に
参
加
し
た
。
私
が

学
校
で
生
物
学
を
教
わ
っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
イ
バ

ー
が
、
博
士
号
を
と
る
た
め
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の

マ
ッ
ク
ギ
ル
大
学
に
い
た
か
ら
だ
。
彼
は
学
術
調
査

の
た
め
北
極
地
方
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

彼
は
最
初
か
ら
、「
現
地
調
達
で
や
っ
て
い
く
」
と

宣
言
し
た
。
こ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
ほ
ん
の
少
し
の
食
料
を
携
え
て
、
未
開
の
地
に
赴

い
た
。
小
麦
粉
、
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
、
砂
糖
、

油
、
塩
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
少
々
、

ジ
ャ
ム
の
瓶
を
4
本
。
こ
れ
で
何
カ
月
か
や
っ
て
い

く
つ
も
り
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
生
き
延
び
る
た
め
に

は
、
二
人
の
う
ち
一
人
が
狩
や
釣
り
、
果
実
探
し
に

専
念
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
な
か
な

か
た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
。

幸
運
な
こ
と
に
、
そ
の
年
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
当
た

り
年
だ
っ
た
し
、
私
た
ち
は
魚
が
豊
富
な
場
所
に
い

た
。
雪
が
消
え
る
と
、
ホ
コ
リ
ダ
ケ
や
ヤ
ド
リ
ダ
ケ
、

そ
れ
に
た
く
さ
ん
の
ベ
リ
ー
類
が
と
れ
た
。
そ
の
う

ち
に
私
は
狩
り
が
う
ま
く
な
り
、
カ
モ
や
ガ
ン
、
と

き
に
は
ア
ザ
ラ
シ
を
獲
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
体
の

と
こ
ろ
、
私
た
ち
は
た
っ
ぷ
り
と
食
べ
、
体
重
が
8

キ
ロ
増
え
、
身
長
が
6
セ
ン
チ
伸
び
た
。
し
か
し
イ

ヌ
イ
ッ
ト
の
人
々
の
助
け
な
し
に
、
こ
の
よ
う
に
冬

を
過
ご
そ
う
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は
飢
え
て
い
た
は

ず
だ
。

大
地
の
恵
み
で
生
き
る

│
│
夢
？
そ
れ
と
も
可
能
性
？

C
・
W
・
ニ
コ
ル

C.W.ニコル

1940年 7月 17日、英国ウェールズ生まれ。
17歳でカナダへ渡り、その後、カナダ水産調
査局北極生物研究所の技官として、海洋哺乳
類の調査研究にあたる。1980年、長野県黒姫
に居を定め、以降、執筆活動をしている。「風
を見た少年」（講談社）、「裸のダルシン」（小
学館）、「勇魚」（文藝春秋社）など著書多数。
1995年7月、日本国籍を取得。2002年、自ら
荒れた森を購入し、生態系の復活を試みる作
業を16年間行い、（財）C.W.ニコル・アファ
ンの森財団を設立。その里山を『アファンの
森』と名付け、再生活動を続けている。
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大
地
の
恵
み
で
生
き
る
こ
と
は
、
簡
単
で
は
な
い
。

で
も
、
な
ん
と
か
そ
れ
が
で
き
た
と
き
は
、
す
ば
ら

し
い
気
分
だ
っ
た
。
私
は
そ
れ
か
ら
何
度
も
北
極
遠

征
に
参
加
し
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

手
付
か
ず
の
自
然
の
な
か
で
生
き
の
び
る
こ
と
は
、

原
始
の
喜
び
と
も
い
う
べ
き
感
覚
を
与
え
て
く
れ
る
。

新
し
い
何
か
に
挑
戦
す
る
こ
と
、
習
う
こ
と
、
成

功
す
る
こ
と
も
、
簡
単
で
は
な
い
け
れ
ど
、
面
白
い
。

私
た
ち
は
昨
年
、
こ
こ
黒
姫
で
、
パ
ー
ス
ニ
ッ
プ

（
ア
メ
リ
カ
ボ
ウ
フ
ウ
）
を
育
て
た
。
丈
夫
で
甘
く
、

土
の
味
が
す
る
根
菜
だ
が
、
日
本
人
の
友
人
や
隣
人

は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
パ
ー
ス
ニ
ッ
プ
は
よ
く
育

ち
、
食
べ
た
人
は
皆
、
気
に
入
っ
た
。
特
定
の
時
期

に
は
、
東
京
の
高
級
ス
ー
パ
ー
で
パ
ー
ス
ニ
ッ
プ
を

買
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
値
段
は
高
い
。
今
年
の
春

は
た
く
さ
ん
植
え
付
け
た
。
今
は
収
穫
の
ま
っ
さ
か

り
で
、
雪
が
降
る
前
に
す
べ
て
終
え
る
予
定
だ
。
収

穫
の
一
部
を
イ
ギ
リ
ス
大
使
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
大

使
は
感
謝
の
手
紙
を
く
れ
た
。
来
週
は
、
大
使
館
の

ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
に
使
う
た
め
の
パ
ー
ス
ニ
ッ

プ
を
箱
詰
め
し
て
送
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
こ

と
が
う
れ
し
い
。

黒
姫
で
は
、
小
さ
な
区
画
に
じ
ゃ
が
い
も
、
ニ
ン

ジ
ン
、
リ
ー
ク
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ピ
メ
ン
ト
、
ナ
ス
、

大
根
、
キ
ュ
ウ
リ
、
そ
れ
に
若
い
ゴ
ー
ヤ
と
自
然
薯

を
育
て
た
。

森
で
は
、
丸
太
に
生
え
た
シ
イ
タ
ケ
、
ヒ
ラ
タ
ケ
、

や
蝶
が
増
え
、
野
原
で
遊
び
戯
れ
る
子
牛
や
子
羊
、

子
豚
も
増
え
た
。
小
川
に
は
ト
ン
ボ
や
魚
、
カ
ワ
ウ

ソ
が
戻
り
、
生
命
が
よ
み
が
え
っ
た
。

環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
訪
れ
る
人
が
増

え
た
。
上
手
に
土
地
を
管
理
し
た
結
果
、
観
光
業
が

開
花
し
た
。
訪
問
者
の
一
部
は
、
人
が
多
く
、
ス
ト

レ
ス
に
み
ち
た
都
会
の
生
活
を
捨
て
て
、
田
舎
に
住

む
。
早
期
引
退
者
の
多
く
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

関
す
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
と
技
術
を
も
た
ら
し
、
農

業
、
林
業
、
魚
の
養
殖
、
茸
の
栽
培
、
養
蜂
、
郷
土

工
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
、
生
活
の
足

し
に
す
る
。

す
る
と
、「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
、

小
さ
な
田
舎
の
町
で
息
を
吹
き
返
し
た
。
人
々
が
集

ま
っ
て
、
野
菜
や
は
ち
み
つ
、
チ
ー
ズ
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
籠
な
ど
を
売
り
、
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
、
友
人

を
つ
く
る
。

都
会
の
仕
事
を
続
け
る
人
も
い
る
が
、
私
は
で
き

る
か
ぎ
り
田
舎
で
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
家
族
と
過
ご
す
の
は
こ
の
場
所
が
よ
い
か
ら
だ
。

「
大
地
の
恵
み
で
生
き
る
」
の
は
、
す
ば
ら
し
い

夢
だ
が
、
実
現
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
、

こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
の
町
で
起
っ
て
い
る
こ
と
に

私
は
可
能
性
を
見
い
出
し
て
い
る
。

事
業
と
し
て
の
成
功
の
決
め
手
は
、
人
を
感
銘
さ

せ
、
楽
し
ま
せ
る
こ
と
だ
。
私
の
場
合
、
ど
ん
な
高

級
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
よ
り
も
、
こ
こ
黒
姫
の
我
が

家
の
ほ
う
が
、
編
集
者
や
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
楽
し
ま

せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
。

ナ
メ
コ
、
そ
し
て
各
種
の
野
生
の
茸
を
採
る
。
も
ち

ろ
ん
野
生
の
「
山
菜
」
も
。
森
の
番
人
で
あ
る
松
木

さ
ん
は
、
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
う
の
が
得
意
だ
（
た
だ
し

襲
っ
て
く
る
熊
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
！
）。

そ
し
て
は
ち
み
つ
以
外
に
も
、「
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
」

の
木
か
ら
最
高
の
蜜
を
採
っ
て
く
れ
る
。
猟
師
の
友

人
が
、
鹿
肉
と
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
も
っ
て
き
て
く
れ

る
の
で
、
家
で
牛
肉
を
料
理
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に

な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
す
べ
て
が
、
喜
び
と
健
康
（
そ
し

て
自
慢
で
き
る
話
題
）
を
も
た
ら
す
。
け
れ
ど
も
、

土
地
か
ら
採
れ
た
も
の
だ
け
で
、
み
ん
な
の
給
料
と

請
求
書
を
ま
か
な
う
だ
け
の
金
を
稼
ぐ
の
は
む
ず
か

し
い
。
私
は
幸
運
な
こ
と
に
、
作
家
と
し
て
の
収
入

が
あ
る
。
だ
か
ら
「
自
然
の
食
物
」
は
、
生
活
の
質

を
高
め
る
、
健
康
的
な
特
典
の
よ
う
な
も
の
だ
。

し
か
し
、
数
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
と
畑
が
休
耕

中
で
あ
る
と
か
、
農
家
が
価
格
を
維
持
す
る
た
め
に

作
物
を
土
に
戻
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
読
む
と
、
若
者
に
農
業
を
勧
め
る
の
は
む
ず

か
し
い
と
思
う
。

過
去
数
年
間
、
私
は
イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
を
め
ぐ
る

旅
を
し
た
。
と
く
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
の
大
き
な

有
機
栽
培
の
農
場
が
あ
る
、
グ
ロ
ス
タ
ー
シ
ア
州
で

と
き
を
過
ご
し
た
。
皇
太
子
の
影
響
で
、
こ
の
エ
リ

ア
に
は
自
然
に
優
し
い
農
法
に
転
じ
た
農
家
が
増
え

て
き
た
。
お
か
げ
で
環
境
は
か
な
り
改
善
さ
れ
、
鳥
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っ
た
チ
ャ
ボ
の
卵
の
美
味
な
る
ゆ
え
ん
は
、
寒
気

の
中
で
わ
が
身
を
守
ら
ん
と
す
る
野
菜
が
糖
度
を

高
め
、
旨
み
を
増
す
、
あ
の
理
屈
と
同
じ
か
も
と

勝
手
に
判
断
し
つ
つ
卵
か
け
ご
飯
を
食
う
。

寒
卵
を
食
う
僕
の
目
に
、
春
の
予
兆
の
紅
梅
が

「
見
え
る
」。
満
開
の
梅
の
下
に
幼
い
チ
ャ
ボ
の
遊

ぶ
姿
、
梨
の
花
、
蜜
柑
の
花
が
咲
く
風
景
ま
で

「
見
え
る
」。

そ
し
て
思
う
。
春
夏
秋
冬
、
４
枚
の
カ
ー
ド
が

横
並
び
に
見
え
る
の
は
、
生
き
た
時
間
の
長
さ
、

そ
の
せ
い
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
と
。

百
姓
の
脳
に
は
、
四
季
の
花
、
作
物
、
昆
虫
、

そ
し
て
春
夏
秋
冬
の
作
業
が
刷
り
込
ま
れ
る
。
刷

り
込
み
は
深
く
、
大
き
く
な
り
、
脳
か
ら
こ
ぼ
れ

出
し
、
空
を
舞
う
。
わ
が
脳
か
ら
こ
ぼ
れ
た
風
景

を
、
わ
が
眼
が
広
角

で
と
ら
え
る
。

百
姓
ゆ
え
の
複
眼
が

畑
仕
事
の
中
か
ら
出
来

上
が
る
の
だ
。
そ
し
て

こ
の
真
冬
、
う
だ
る
８

月
の
空
が
あ
り
、
汗
だ

く
の
自
分
が
い
る
。

の
苦
労
は
大
寒
か
ら
彼
岸
の
こ
ろ
ま
で
続
く
。

地
下
に
あ
っ
て
順
次
掘
り
出
す
里
芋
、
ヤ
ー
コ

ン
、
ア
ピ
オ
ス
、
長
芋
、
生
姜
、
ニ
ン
ジ
ン
。
冷

蔵
庫
に
眠
る
キ
ウ
イ
。
地
上
に
あ
っ
て
防
寒
を
施

さ
れ
た
大
根
、
白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
。
ビ
ニ
ー
ル
ト

ン
ネ
ル
の
小
さ
な
春
に
、
ゆ
る
や
か
に
育
つ
小
松

菜
な
ど
十
数
種
類
の
葉
も
の
…
…
。

３
月
の
声
を
聞
く
こ
ろ
に
は
、
ウ
ド
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、
フ
キ
に
ト
ン
ネ
ル
を
施
し
、
一
日
で
も

早
い
収
穫
を
も
く
ろ
む
。
大
雪
が
降
っ
て
し
ま
え

ば
こ
の
目
論
見
は
冷
た
い
雪
の
下
に
沈
む
。

さ
り
と
て
泣
き
言
ば
か
り
の
冬
で
は
な
い
。
ビ

ニ
ー
ル
と
ベ
タ
掛
け
一
枚
で
い
か
に
落
ち
込
み
を

少
な
く
、
収
穫
を
維
持
す
る
か
。
あ
え
て
英
語
を

使
え
ば
す
こ
ぶ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
。

そ
の
厳
寒
、
僕
は
庭
の
チ
ャ
ボ
の
た
く
ま
し
さ

に
感
動
す
る
。
給
水
器
に
張
っ
た
氷
を
叩
き
割
る

僕
の
そ
ば
で
母
チ
ャ
ボ
が
卵
を
抱
い
て
い
る
。
３

週
間
後
に
は
そ
れ
が
ヒ
ヨ
コ
に
な
り
、
霜
溶
け
の

庭
に
母
の
後
を
追
う
。

●

寒
卵
と
い
う
言
葉
は
も
は
や
世
間
で
死
語
に

近
い
。
し
か
し
僕
は
こ
の
言
葉
を
熱
い
ど

ん
ぶ
り
飯
で
実
感
す
る
。
寒
さ
で
キ
リ
ッ
と
し
ま

…
」
と
い
っ
て
笑
わ
れ
た
。

温
暖
だ
か
ら
祝
島
で
は
ビ
ワ
が
よ
く
で
き
た
。

食
っ
て
プ
イ
と
口
か
ら
吹
き
出
し
た
種
が
勝
手
に

発
芽
す
る
姿
を
僕
は
よ
く
目
に
し
た
。

だ
か
ら
ビ
ワ
は
、
温
州
み
か
ん
同
様
に
こ
だ
わ

り
が
あ
る
。
甘
い
果
汁
し
た
た
る
大
粒
を
な
ん
と

か
成
ら
せ
た
い
。
だ
が
こ
の
地
は
寒
い
。
降
る
霜

は
高
級
絨
毯
の
毛
足
の
よ
う
に
長
く
、
深
い
。

そ
れ
に
し
て
も
ビ
ワ
と
い
う
の
は
妙
な
果
物

だ
。
ほ
か
の
果
樹
が
息
を
ひ
そ
め
る
晩
秋
に
花
を

開
く
。
わ
ざ
わ
ざ
幼
果
で
寒
い
冬
を
く
ぐ
る
。
僕

に
は
そ
れ
が
、
極
寒
の
滝
に
あ
え
て
打
た
れ
る
修

行
僧
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
オ
レ
よ
り
偏
屈
、

頑
固
者
だ
、
と
も
思
う
。●

１
月
か
ら
３
月
は
こ
の
百
姓
に
と
っ
て
も
苦

し
い
時
だ
。
ど
う
し
た
ら
売
り
物
を
切
ら

さ
ず
春
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
。
十
数
品
目
の
セ
ッ

ト
販
売
を
看
板
に
商
い
す
る
「
な
ん
で
も
百
姓
」

年
取
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
37
歳
で
こ

の
地
に
移
っ
て
猪
突
猛
進
、
百
姓
と
な
り
、

亥
年
の
年
明
け
早
々
還
暦
を
迎
え
た
僕
は
考
え

た
。春

夏
秋
冬
と
い
う
名
の
４
枚
の
カ
ー
ド
。
そ
れ

を
横
一
列
に
並
べ
て
同
時
に
見
る
眼
を
持
つ
。
そ

れ
が
年
を
取
る
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
…
…
。

人
は
、
冬
が
来
れ
ば
秋
を
振
り
返
る
。
夏
に
差

し
か
か
れ
ば
過
ぎ
行
く
春
に
想
い
を
寄
せ
る
。
現

在
を
起
点
に
互
い
に
接
す
る
季
節
を
一
つ
の
意
識

の
中
に
並
列
す
る
こ
と
は
あ
る
。
が
、
春
夏
秋
冬
、

４
枚
の
カ
ー
ド
を
机
上
に
置
き
、
一
覧
す
る
こ
と

は
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
し
な
い
。

近
ご
ろ
、
僕
は
、
春
と
夏
と
秋
と
冬
が
、
い
っ

ぺ
ん
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
バ
ー

ミ
ヤ
ン
の
二
つ
折
り
メ
ニ
ュ
ー
み
た
い
。
カ
ラ
フ

ル
な
厚
紙
に
旬
の
味
覚
が
収
ま
っ
て
い
る
。
左
右

に
開
け
ば
春
と
夏
、
裏
返
し
た
ら
秋
と
冬
。

●

前
号
で
僕
は
、
ふ
る
さ
と
祝
島
の
思
い
出
と

し
て
温
州
み
か
ん
を
書
い
た
。
も
う
ひ
と

つ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
果
物
が
あ
る
。
ビ
ワ
だ
。

祝
島
は
温
暖
。
子
ど
も
の
こ
ろ
霜
を
見
た
記
憶

が
な
い
。
東
京
に
来
て
す
ぐ
の
冬
、
当
時
住
ん
で

い
た
西
武
新
宿
線
の
枕
木
が
真
っ
白
に
な
っ
て
い

る
の
を
見
て
友
人
に
、「
今
朝
雪
が
降
っ
た
ぞ
…

百
姓
ゆ
え
の 

春
夏
秋
冬
の
風
景 

中
村 

顕
治 

第 3 回  

【なかむら・けんじ】昭和 22年 1
月山口県生まれ。33歳で築50年の
農家跡に移住。東京での勤めと並
行して野菜栽培の基本を学ぶ。現
在は千葉県八街市在住。耕作地50a
に典型的な多品種少量栽培。チャ
ボ200羽を庭に放任で飼育する。
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中国地方には5つの県がある。東日本に暮らす人には、

位置関係がはっきりしない人も少なくないのでは。 

中国地方は、I・J・Uターンし、農林漁業へ就業を希

望する人、移住を希望する人を、早い時期から積極的

に受け入れ、そして支援してきた地域だ。農林漁業を

仕事にした人、移住した人の事例をもとに、中国地方

の I・J・Uターン事情を紹介する。 
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● 
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● 

岡山市 

吉備中央町 

倉敷市 

福山市 広島市 

岩国市 
山口市 

秋芳町 

下関市 

浜田市 

弥栄 

奥出雲町 
出雲市 

松江市 

米子市 
鳥取市 

佐治 

西ノ島 

庄原市 岡山県 

鳥取県 

島根県 

広島県 

山口県 
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ホウレンソウ、小松菜、春菊は、ハウスで周年栽培している
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「
農
学
部
を
卒
業
し
て
も
、
農
業
に
就
く
人
が

い
な
い
の
は
残
念
だ
」
と
い
う
担
当
教
授
の
言

葉
が
、
竹
岡
篤
志
さ
ん(

29
歳)

を
農
業
に
導
い
た
。

竹
岡
さ
ん
は
岡
山
県
生
ま
れ
。
鳥
取
の
大
学

に
進
学
し
、
専
攻
は
農
学
部
の
資
源
利
用
科
学

だ
っ
た
。「
生
産
が
専
門
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、

大
学
院
の
と
き
、
教
授
の
勧
め
で
農
家
の
手
伝

い
に
い
っ
た
ら
け
っ
こ
う
楽
し
く
て
。
机
に
向

っ
て
い
る
よ
り
体
を
動
か
し
て
稼
ぐ
の
が
合
っ

て
い
る
と
思
っ
た
」
と
い
う
。
卒
業
後
の
進
路

を
「
農
業
」
と
定
め
、
情
報
収
集
し
て
い
た
と

き
、
島
根
県
が
発
行
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、

弥
栄
村
の
譌
や
さ
か
共
同
農
場
が
、
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
同
社
は
30
年

近
く
前
か
ら
有
機
農
業
、
と
く
に
有
畜
複
合
農

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
を
持
つ
。「
で
き
れ

ば
農
薬
は
使
い
た
く
な
い
。
有
機
農
業
で
、
地

域
の
資
源
を
循
環
さ
せ
る
農
業
が
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
」
と
い
う
竹
内
さ
ん
。
迷
わ

ず
研
修
先
に
決
め
た
。

「
人
間
性
が
い
か
せ
る
有
機
農
業
の
里
づ
く

り
」
を
目
指
す
や
さ
か
共
同
農
場
は
実
は
、
Ｉ

タ
ー
ン
就
農
の
元
祖
と
も
い
う
べ
き
存
在
。
日

本
中
が
高
度
経
済
成
長
に
浮
か
れ
る
一
方
で
、

地
域
の

資
源
を
循
環
さ
せ
る

農
業
が
し
た
い

島根県浜田市 有限会社やさか共同農場

竹岡篤志さん

30年余り前、中国山地に抱かれた島根県弥栄村（現・

浜田市）に入植し、有機農業を実践してきた（有）や

さか共同農場は、村づくりのけん引役となると同時に、

後続を受け入れ、育てる役目も果たしてきた。竹岡篤

志さんもその一人。6年前に研修生としてその門をた

たき、いまではチームリーダーを務める。

就
職
先
は
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
の
元
祖

体
を
動
か
し
汗
を
流
し
て
稼
ぐ
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公
害
問
題
が
噴
出
し
て
い
た
70
年
代
初
め
、「
共

同
体
建
設
」
を
夢
見
る
四
人
の
若
者
が
、
都
会

か
ら
弥
栄
村
へ
と
や
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
萱
の

海
と
化
し
た
休
耕
田
を
切
り
拓
き
、
野
菜
を
作

り
、
牛
や
豚
を
飼
っ
て
、
有
畜
複
合
農
業
を
実

践
。「
弥
栄
之
郷
共
同
体
」
と
し
て
、
村
と
都
市

の
消
費
者
と
を
結
び
な
が
ら
、
地
元
の
人
た
ち

と
と
も
に
無
添
加
の
味
噌
作
り
事
業
を
始
め
る
。

そ
の
後
、
役
場
や
村
人
と
共
同
で
体
験
農
園
や

研
修
制
度
も
開
始
。
活
動
に
参
加
す
る
若
者
が

し
だ
い
に
増
え
て
い
っ
た
。
当
初
は
異
質
な
存

在
だ
っ
た
が
、
い
つ
し
か
村
人
か
ら
「
キ
ョ
ー

ド
ー
タ
イ
」
と
い
う
屋
号
で
呼
ば
れ
、
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

事
業
拡
大
に
と
も
な
い
、
弥
栄
之
郷
共
同
体

は
1
9
8
9
年
、
法
人
化
し
て
「
有
機
農
業
法

人
譌
や
さ
か
共
同
農
場
」
に
。
代
表
取
締
役
の

佐
藤
隆
さ
ん(

52
歳)

を
筆
頭
に
、
現
在
は
12
人
の

職
員
と
パ
ー
ト
、
研
修
生
と
が
、
農
産
チ
ー
ム

と
加
工
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
コ
メ
や
野
菜
、

大
豆
、
麦
、
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
お
よ
び
、
味
噌

や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品
を
生
産
し

て
い
る
。
農
産
物
・
加
工
品
と
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機

認
証
を
取
得
。
販
売
先
も
生
協
や
有
機
農
産
物

の
宅
配
業
者
な
ど
、
食
の
安
全
に
関
心
の
高
い

お
客
さ
ん
が
多
い
。

3
年
間
の
研
修
を
経
て
、
今
年
職
員
3
年
目

の
竹
岡
さ
ん
は
、
農
産
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
て
い
る
。「
む
ず
か
し
い
の
は
、
途

切
れ
な
い
よ
う
に
出
荷
す
る
こ
と
」
と
い
う
。

契
約
し
た
量
を
、
切
ら
さ
ず
余
さ
ず
、
安
定
出

荷
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に
生
産
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

「
出
荷
日
か
ら
逆
算
し
て
種
を
ま
く
の
で
す

が
、
農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
予
定

ど
お
り
に
は
い
か
な
い
。
人
の
配
置
も
仕
事
の

一
つ
で
す
」

作
業
が
遅
れ
ぎ
み
の
と
き
は
、
他
の
チ
ー
ム

か
ら
応
援
を
頼
む
な
ど
し
て
調
整
す
る
。「
毎
日

の
よ
う
に
調
整
会
議
を
開
い
て
ま
す
よ
」
と
竹

岡
さ
ん
は
笑
う
。
訪
ね
た
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。

農
産
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
屋
内
で
小
松
菜
の

出
荷
準
備
や
、
切
り
干
し
大
根
作
り
に
励
ん
で

い
た
。

こ
れ
か
ら
農
業
を
と
考
え
て
い
る
人
に
は

「
自
分
で
作
業
を
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
農
業
の
お
も
し
ろ
さ
、
楽
し
さ
が
増
す
。

簡
単
に
あ
き
ら
め
ず
、
ね
ば
っ
て
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
。
ま
た
「
何
か
問
題
に
直
面
し
た
と
き
の

対
応
能
力
や
、
積
極
的
に
改
善
し
て
い
く
気
力

も
必
要
」
と
も
。
今
年
竹
岡
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス

に
入
り
込
ん
で
葉
物
を
食
い
荒
ら
す
ダ
ン
ゴ
ム

シ
の
撃
退
方
法
を
考
案
。
見
事
、
被
害
を
減
ら

す
こ
と
に
成
功
し
た
。「
自
分
が
工
夫
し
た
こ
と

が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
き
は
、
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

長
い
こ
と
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
佐
藤

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
、
個
人
の
体
力
や
能
力

に
か
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
で
も
で
き
る
農
業
の
あ

り
方
が
求
め
ら
れ
る
。
私
た
ち
も
い
ま
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
話
す
。「
近
年
は
、
異

常
気
象
の
た
め
去
年
の
デ

ー
タ
が
使
え
な
い
状
況
。

農
業
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。

書類づくりも大事な仕事の一つ。
右端が代表の佐藤さん

山あいに切り開かれた農地に並ぶハウ
スは、全部で26棟（80a）

研修中に知り合い、結婚した妻・幸江さん（28歳）も、パートで働い
ている。左奥の建物が事務所、右後ろは味噌の加工施設だ

生産チームのメンバーと切り干し大根作
りをする竹岡さん（右）

JAS有機認証

JAS（日本農林規格）法にもと
づき、厳しい生産基準をクリ
アして生産された有機食品で
あることを公的に認める制度

工
夫
や
努
力
が
結
果
に
つ
な
が
る
喜
び

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
仕
事
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今年から始めた自然薯栽培は、見事なできばえ

雨よけのついたブドウのハウスは、資材を購入して、ほぼ自力で設立した

8

特
集
1

中
国
地
方
の
Ｉ
Ｊ
Ｕ
ラ
イ
フ

森
田
充
司
さ
ん(

38
歳)

は
、
１
９
９
９
年
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、
農
業
を

始
め
よ
う
と
岡
山
県
賀
陽
町
（
現
・
吉
備
中
央

町
）
へ
移
住
。
知
り
合
い
も
な
く
栽
培
経
験
も

な
い
。
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

以
前
は
京
都
で
営
業
マ
ン
を
や
っ
て
い
た
が
、

30
歳
を
目
前
に
将
来
を
考
え
た
と
き
、
一
生
を

通
じ
て
で
き
る
「
農
業
」
と
い
う
選
択
肢
が
浮

上
し
た
。
ネ
ッ
ト
を
と
お
し
て
情
報
収
集
を
開

始
。
や
が
て
岡
山
県
の
「
緊
急
担
い
手
対
策
事

業
（
通
称：

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
制
度
）」
を

知
り
、
応
募
し
た
。

当
初
は
ト
マ
ト
を
栽
培
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
が
、
最
終
的
に
地
元
特
産
の
ブ
ド
ウ
、
ピ
オ

ー
ネ
を
選
ん
だ
。
野
菜
は
就
農
1
年
目
か
ら
収

穫
で
き
る
が
、
ブ
ド
ウ
は
苗
木
を
定
植
し
て
か

ら
最
低
3
年
を
要
す
る
。
立
ち
上
が
り
の
遅
さ

は
否
め
な
い
が
、「
収
益
性
や
販
売
面
で
の
可
能

性
を
考
え
る
と
、
野
菜
に
は
な
い
面
白
さ
が
あ

る
」
と
感
じ
た
と
い

う
。岡

山
県
の
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
制
度

は
、
実
務
研
修
期
間

中
、
最
長
2
年
ま
で

月
額
約
15
万
円
を
支

給
さ
れ
な
が
ら
、
本

格
的
な
就
農
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
研

修
中
に
、
さ
い
わ
い

に
も
受
け
入
れ
農
家
の
口
き
き
で
、

そ
の
年
限
り
で
ブ
ド
ウ
を
辞
め
る
人

の
畑
18
諱
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。

園
地
や
家
を
借
り
ら
れ
る
か
ど
う
か

は
、
地
元
の
人
た
ち
と
の
人
間
関
係

に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
農
業

の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、「
こ
こ
は
ピ

オ
ー
ネ
の
産
地
で
、
栽
培
技
術
が
確

立
し
て
い
る
の
で
、
い
わ
れ
た
と
お

り
に
き
ち
っ
と
真
面
目
に
こ
な
せ
ば

大
丈
夫
。
研
修
先
の
農
家
さ
ん
、
農

協
や
普
及
セ
ン
タ
ー
の
人
も
、
み
ん

な
教
え
て
く
れ
ま
す
」
と
森
田
さ
ん
。

就
農
支
援
資
金
を
借
り
て
、
自
前

の
ブ
ド
ウ
棚
も
作
っ
た
。
全
面
に
雨

よ
け
の
ビ
ニ
ー
ル
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
、
農
薬
の
使
用
量
は
通
常
の
3
分
の
1
。

除
草
剤
は
使
わ
な
い
主
義
な
の
で
、
畑
に
は
雑

草
が
茂
っ
て
い
る
。

岡
山
県
は
晴
れ
の
日
が
多
く
気
候
も
穏
や
か
。

災
害
が
少
な
い
の
が
な
に
よ
り
い
い
点
だ
と
実

感
し
て
い
る
。
し
か
し
就
農
し
て
8
年
間
、
融

資
を
受
け
た
時
点
よ
り
も
、
ブ
ド
ウ
の
価
格
が

低
迷
し
た
り
、
せ
っ
か
く
植
え
た
苗
木
が
枯
れ

る
な
ど
予
想
外
の
こ
と
も
多
か
っ
た
。

「
2
年
間
の
実
務
研
修
期
間
を
終
え
た
、
3
〜

4
年
目
は
収
入
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

を
乗
り
切
る
た
め
に
、
貯
金
や
農
閑
期
の
ア
ル

バ
イ
ト
も
必
要
な
ん
で
す
」

農
作
業
に
は
妻
の
光
子
て
る
こ

さ
ん
と
2
人
で
あ
た

っ
て
い
る
。
現
在
栽
培
面
積
は
58
諱
。
約
5
覈

の
収
穫
が
あ
り
、
6
割
を
直
売
、
4
割
を
出
荷

し
て
い
る
。
2
〜
3
年
前
か
ら
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
今
年
か
ら
ブ
ド
ウ
の
農
閑

期
を
狙
っ
て
自
然
薯
の
栽
培
も
始
め
た
。
土
に

埋
も
れ
た
パ
イ
プ
を
掘
り
起
こ
し
、「
お
お
っ
！

い
い
の
が
採
れ
た
ぞ
ー
！
」
と
3
人
の
子
ど
も

た
ち
に
自
慢
気
に
見
せ
る
森
田
さ
ん
。

実
際
に
移
住
し
て
み
る
と
、
消
防
団
、
保
育

園
仲
間
の
人
形
劇
、
地
元
の
行
事
や
共
同
作
業

な
ど
、
農
作
業
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
用
事
で

借
り
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
実
際
に
ホ
ー
ス
を
手
に
し
て
山
火
事
を
消
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
人
形
劇
は
男
手
が
少

な
い
の
で
、
鬼
の
声
を
や
る
人
が
い
な
い
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
は
な
か
っ
た
経
験
で
す
が
、

や
っ
て
み
る
と
意
外
に
楽
し
い(

笑
）。
田
舎
暮
ら

し
は
、
何
で
も
楽
し
ん
で
取
り
組
め
る
か
ど
う

か
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

高齢化進む産地で
ピオーネ栽培に挑む

岡山県吉備中央町　てるてるファーム

森田充司
あ つ し

さん

収
穫
ま
で
3
年
か
か
る
ピ
オ
ー
ネ
を
選
ぶ

消
防
団
に
人
形
劇
…
つ
き
合
い
を
楽
し
ん
で

就農を決意してから3人の子どもたちに恵まれた。左
から慎平くん(3歳)、光子さん、夏菜ちゃん(1歳)、水
由宇ちゃん(5歳)

関連情報を16頁に掲載
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ナ
シ
棚
の
下
、
身
長
１
８
５
㎝
近
い
金
田
透

さ
ん(

31
歳)

は
、
体
を
折
り
曲
げ
な
が
ら
の
作
業
。

妻
の
洋
子
さ
ん(

31
歳)

は
１
５
０
㎝
。「
腰
痛
を

知
ら
な
い
な
ん
て
、
う
ら
や
ま
し
い
っ
て
よ
く

い
わ
れ
ま
す
」
と
微
笑
む
。

金
田
さ
ん
夫
妻
は
、
Ｊ
タ
ー
ン
で
鳥
取
県
佐

治
町
（
現
鳥
取
市
）
に
新
規
就
農
し
た
。
き
っ

か
け
は
大
学
３
年
の
と
き
。
透
さ
ん
が
鳥
取
の

実
家
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
ナ
シ
を
研
究
室
の
仲

間
や
教
授
に
配
っ
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
喜
ば
れ

た
。「
い
つ
か
自
分
が
作
っ
て
、
み
ん
な
を
喜
ば

せ
た
い
」
と
思
っ
た
。

卒
業
後
、
透
さ
ん
は
実
家
の
あ
る
琴
浦
町
に

戻
り
、
鳥
取
県
農
業

大
学
校
に
入
学
。
東

京
の
福
祉
施
設
で
働

く
洋
子
さ
ん
と
は
遠

距
離
恋
愛
だ
っ
た
。

「
ナ
シ
で
や
っ
て
い
く

の
は
大
変
」
と
ま
わ

り
は
反
対
だ
っ
た
。

「
畑
も
資
金
も
な
く
、

当
時
は
ま
だ
自
信
が

持
て
な
か
っ
た
」
と

透
さ
ん
。
そ
ん
な
と

き
、
鳥
取
県
が
主
催

す
る
農
業
体
験
セ
ミ

ナ
ー
で
訪
ね
た
佐
治

で
、
転
機
と
な
る
二
つ
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
る
。

一
つ
は
、
あ
る
ナ
シ
農
家
と
の
出
会
い
。
そ
の

人
は
、
ナ
シ
栽
培
で
し
っ
か
り
生
計
を
立
て
、

別
荘
を
作
る
な
ど
生
活
も
楽
し
ん
で
い
た
。
も

う
一
つ
は
、
ナ
シ
園
の
引
き
継
ぎ
手
を
探
し
て

い
る
農
家
と
知
り
合
え
た
こ
と
。「
ナ
シ
で
や
っ

て
い
け
る
か
も
」
と
夢
が
開
け
た
気
が
し
た
。

彼
の
決
意
を
聞
い
た
洋
子
さ
ん
は
、「
私
は
文

系
人
間
だ
し
、
体
力
も
な
い
し
、
無
理
か
な
と

思
っ
た
」。
と
に
か
く
一
度
行
っ
て
み
よ
う
と
、

農
業
改
良
普
及
所
か
ら
農
家
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
１
週
間
農
業
を
体
験
。
予
想
ど
お
り
仕
事

は
き
つ
か
っ
た
が
、
農
作
業
の
合
間
に
見
る
景

色
に
魅
せ
ら
れ
、
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

洋
子
さ
ん
は
「
田
舎
暮
ら
し
体
験
事
業
」
と

い
う
耳
寄
り
の
情
報
を
持
ち
帰
っ
た
。
生
活
費

の
支
給
を
受
け
な
が
ら
農
業
体
験
が
で
き
る
制

度
だ
。
さ
っ
そ
く
二
人
で
申
し
込
ん
だ
。

体
験
の
か
た
わ
ら
農
地
と
住
居
探
し
。
さ
い

わ
い
前
述
の
ナ
シ
園
の
後
継
者
が
決
ま
っ
て
お

ら
ず
、
実
地
研
修
の
条
件
付
き
で
、
60
諱
の
果

樹
園
を
機
械
ご
と
譲
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
本
格
就
農
を
決
め
、
２
０
０
２
年
に
洋

子
さ
ん
と
結
婚
。
04
年
の
独
立
の
際
は
、
農
家

の
つ
て
で
見
つ
け
た
住
居
を
就
農
住
宅
整
備
事

業
で
改
修
。
肥
料
・
農
薬
代
は
就
農
施
設
等
資

金
を
、
新
た
に
購
入
し
た
草
刈
り
機
は
就
農
基

盤
整
備
事
業
を
利
用
し
た
。

だ
が
現
実
は
甘
く
な
く
、
１
年
目
は
農
協
出

荷
し
た
「
二
十
世
紀
」
ナ
シ
の
３
割
が
規
格
外

で
利
益
ゼ
ロ
。
こ
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
、
そ
し
て
「
自
分
の
作
っ
た
ナ
シ
で
人
を

喜
ば
せ
た
い
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
る
た
め

に
、
翌
年
か
ら
思
い
切
っ
て
全
量
直
売
に
切
り

替
え
た
。

「
剪
定
方
法
や
肥
料
選
び
、
出
荷
体
制
な
ど
改

善
を
重
ね
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
病
気
が
出
た

り
、
台
風
で
落
果
し
た
り
、
毎
年
何
か
が
起
こ

る
。
来
年
は
見
と
け
！
　
と
奮
起
し
、
そ
れ
を

翌
年
に
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
醍
醐
味
か
な
」

当
初
は
祭
り
や
出
役
な
ど
、
地
域
と
の
つ
き

合
い
に
戸
惑
っ
た
が
、「
今
は
そ
の
必
要
性
が
分

か
る
」
と
い
う
。
食
事
も
入
浴
も
２
歳
の
娘
と

の
散
歩
も
、
一
つ
一
つ
を
深
め
、
味
わ
え
る
生

活
が
、
透
さ
ん
は
気
に
入
っ
て
い
る
。「
モ
ノ
は

な
い
け
れ
ど
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
。
子
ど
も
の

遊
び
に
は
事
欠
か
な
い
」
と
話
す
洋
子
さ
ん
は
、

農
村
で
の
暮
ら
し
を
、
得
意
の
写
真
で
ブ
ロ
グ

発
信
し
て
い
る
。

一つ一つを
味わえる暮らし

鳥取県鳥取市佐治町

金田透さん　洋子さん

顔の大きさほどもある「あたご」を売り出し中。お馴染みの二十世紀と
合わせ、２種類を60aの畑で作っている

中央に見えるのが金田さんの果樹園「金田ありのみ農園」。
この景色が洋子さんのお気に入りだ

自
分
が
作
っ
た
ナ
シ
で
人
を
喜
ば
せ
た
い

来
年
は
見
と
け
！
　
失
敗
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
機
と
な
る
二
つ
の
出
会
い

60
諱
の
ナ
シ
園
の
引
き
継
ぎ
手
に
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小
阪
満
信
さ
ん
（
33
歳
）
が
林
業
の
仕
事
に

就
い
て
か
ら
、
２
０
０
７
年
２
月
で
ま
る
３
年

経
つ
。
小
阪
さ
ん
は
、
山
口
県
の
３
大
林
業
圏

の
一
つ
、
錦
川
森
林
組
合
（
岩
国
市
）
の
作
業

班
に
属
し
て
い
る
。

小
阪
さ
ん
は
、
大
阪
の
出
身
。
大
手
デ
パ
ー

ト
に
就
職
、
食
品
部
門
に
配
属
さ
れ
た
。
東

京
・
有
楽
町
で
の
勤
務
が
10
年
あ
ま
り
、
大
阪

に
転
勤
後
も
地
下
の
食
品
売
り
場
に
地
下
鉄
で

通
勤
す
る
「
太
陽
に
当
た
ら
な
い
生
活
」。
東
京

時
代
に
職
場
結
婚
し
た
妻
・
良
江
さ
ん
は
、
横

浜
出
身
だ
が
、
東
京
、
大
阪
と
い
っ
た
大
都
市

の
空
気
と
水
に
な
じ
め
ず
、
ぜ
ん
息
を
わ
ず
ら

っ
た
。
良
江
さ
ん
の
健
康
を
気
づ
か
っ
て
退
職
。

大
阪
で
自
営
の
ラ
ー
メ
ン
店
を
開
店
し
た
。
味

の
よ
さ
が
評
判
で
繁
盛
し
た
が
、
良
江
さ
ん
の

病
状
を
見
か
ね
、
前
か
ら
関
心
の
あ
っ
た
「
環

境
を
守
る
仕
事
」
に
就
き
た
い
と
痛
切
に
思
っ

た
。林

業
の
「
緑
の
雇
用
」
は
知
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
出
会
っ
た
の
が
、
山
口
県
森
林
整
備
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
良
江
さ
ん
の
ぜ

ん
息
を
自
然
環
境
の
な
か
で
治
し
た
い
と
い
う

思
い
が
つ
の
っ
た
。「
猛
暑
の
な
か
や
厳
寒
の
な

か
で
の
、
経
験
の
な
い
人
に
は
想
像
も
で
き
な

い
辛
い
仕
事
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
所
長
の
説
得

も
、
小
阪
さ
ん
の
思
い
に
勝
て
な
か
っ
た
。
ラ

ー
メ
ン
店
を
半
年
で
友
人
に
譲
り
、
岩
国
市
へ

の
移
住
を
決
め
た
。

作
業
班
の
仕
事
は
、
林
産
以
外
の
、
下
ご
し

ら
え
や
除
間
伐
、
下
草
刈
り
な
ど
木
の
育
成
全

般
。
時
に
は
公
園
の
整
備
や
河
原
の
草
刈
り
な

ど
も
あ
る
。

夏
の
下
草
刈
り
時
期
は
、
朝
４
時
に
起
き
、

夜
の
明
け
な
い
う
ち
に
現
場
に
向
か
う
。
車
を

停
め
、
懐
中
電
灯
の
明
か
り
で
山
道
を
登
る
。

作
業
班
の
仲
間
た
ち
と
日
の
出
を
待
っ
て
、
仕

事
を
始
め
る
。

体
が
慣
れ
る
ま
で
２
年
か
か
っ
た
が
、「
自
然

と
向
き
合
い
、
汗
水
た
ら
し
て
働
き
、
働
い
た

成
果
が
目
に
見
え
る
」「
危
険
が
と
も
な
う
仕
事

だ
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
。
意
思
疎
通
で

き
分
か
り
あ
え
る
人
た
ち
と
仕
事
が
で
き
る
こ

と
が
魅
力
」「
ス
ト
レ
ス
が
な
い
。
年
収
は
２
分

の
１
以
下
に
な
っ
た
が
、
仕
事
の
充
実
感
で
い

っ
ぱ
い
」
と
い
う
。

脇
本
正
次
作
業
班
長
は
「
一
時
し
の
ぎ
で
林

業
に
入
っ
て
く
る
人
は
長
続
き
し
な
い
。
私
は

国
土
を
守
る
と
い
う
気
概
を
も
っ
て
仕
事
し
て

い
る
」
と
語
る
。

錦
川
森
林
組
合
は
常
用
作
業
員
50
人
、
臨
時

雇
い
20
人
。
相
川
典
生
組
合
長
は
、
作
業
員
と

し
て
の
適
性
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
目
立
た
な
い
地
味
な
仕
事
。
だ
か
ら
、
忍
耐

力
の
あ
る
人
。
仕
事
が
計
画
的
で
慎
重
な
人
。

協
調
性
の
あ
る
人
。
山
の
仕
事
は
、
自
分
勝
手

で
軽
は
ず
み
な
動
き
を
す
る
と
事
故
に
つ
な
が

る
。
体
が
資
本
だ
か
ら
、
け
が
の
な
い
よ
う
に

安
全
第
一
で
」

「
林
業
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
。
木
を
育
て
る
仕

事
が
向
い
て
い
る
。
も
っ
と
早
く
か
ら
、
こ
う

い
う
仕
事
に
就
き
た
か
っ
た
」
と
小
阪
さ
ん
。

良
江
さ
ん
の
健
康
も
回
復
し
、
男
の
子
が
生
ま

れ
た
。
岩
国
市
内
に
家
も
購
入
し
た
。
Ｉ
タ
ー

ン
青
年
の
家
族
が
い
ま
林
業
に
定
住
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
森
林
組
合
は
、
小
阪
さ
ん
に
基
幹

林
業
技
術
者
研
修
を
受
け
、
林
業
の
担
い
手
の

一
人
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

公園内の樹木の除伐作業をする小阪さん

小阪満信さん

木を育てる
充実感
山口県　錦川森林組合

小阪満信さん

環
境
を
守
る
仕
事
を
し
た
い

分
か
り
あ
え
る
人
た
ち
と
の
仕
事

瀬戸内海を展望する山頂で作業班の仲間たちと。
左から２人目・小阪さん、３人目・脇本作業班長　
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島
根
半
島
か
ら
北
東
へ
約
65
袰
、
日
本
海
に

浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
の
一
つ
、
西
ノ
島
。
後
醍
醐

天
皇
の
遠
流
地
だ
っ
た
こ
の
島
に
渡
る
に
は
本

土
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
２
時
間
以
上
か
か
る
も
の

の
、
紺
碧
の
海
と
独
特
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
、

夏
は
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
。
漁
業
と
畜
産

業
に
も
力
を
入
れ
る
人
口
４
０
０
０
人
ほ
ど
の

島
・
西
ノ
島
町
に
、
武
藤
康
弘
さ
ん（
31
歳
）が

家
族
と
と
も
に
移
り
住
ん
だ
の
は
２
０
０
４
年

11
月
の
こ
と
。
島
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
た
「
巻
き
網
漁
船
乗
組
員
募
集
」

の
広
告
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
華
や
か
な
神

奈
川
県
逗
子
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
武

藤
さ
ん
だ
が
、
と
り
た
て
て
釣
り
や

海
が
好
き
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

島
へ
の
移
住
を
希
望
し
た
の
は
世
田

谷
区
出
身
の
奥
さ
ん
か
ら
だ
っ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
を
自
然
の
な
か
で

の
び
の
び
と
育
て
た
い
」

そ
の
考
え
に
武
藤
さ
ん
も
賛
同
し

た
。
そ
れ
に
故
郷
を
も
つ
こ
と
へ
の

憧
れ
も
あ
る
。

「
よ
し
、
島
で
暮
ら
そ
う
！
」

夢
は
に
わ
か
に
現
実
味
を
帯
び
て

き
た
。

体
を
動
か
し
て
で
き
る
仕
事
が
あ

る
島
と
い
う
条
件
で
全
国
を
探
し
た

が
、
家
族
４
人
を
養
え
る
仕
事
と
な

る
と
む
ず
か
し
い
。
そ
ん
な
と
き
に

見
つ
け
た
の
が
前
述
の
募
集
広
告
。

「
固
定
給
21
・
5
万
円
＋
別
途
手
当
」
に
ひ
か
れ
、

早
速
、
１
週
間
の
体
験
研
修
に
申
込
み
、
家
族

で
島
を
訪
れ
た
。
９
月
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
２

回
し
か
体
験
乗
船
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
船

酔
い
は
全
く
な
し
。
夜
の
海
で
格
闘
し
な
が
ら

魚
を
捕
っ
て
い
る
男
た
ち
の
姿
に
感
動
し
、
漁

師
と
い
う
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た
。
体
力
に
は

自
信
が
あ
る
。「
こ
れ
な
ら
や
っ
て
い
け
る
」
と

思
っ
た
。
島
に
コ
ン
ビ
ニ
が
１
軒
も
な
い
環
境

に
は
驚
い
た
が
、
保
育
所
や
学
校
、
病
院
と
必

要
な
も
の
は
揃
っ
て
い
る
。
新
し
い
暮
ら
し
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
、
一
家
は
島
の
住
民
と
な
っ
た
。

巻
き
網
漁
は
夕
方
に
出
航
し
て
、
朝
、
港
に

戻
っ
て
く
る
。
日
没
時
間
に
合
わ
せ
夏
は
19
時
、

冬
は
17
時
に
船
に
乗
り
込
む
。
拘
束
時
間
は
10

時
間
〜
12
時
間
だ
が
、
船
上
で
５
時
間
ほ
ど
眠

る
た
め
、
実
働
時
間
は
長
く
な
い
。
む
し
ろ
帰

宅
し
て
睡
眠
を
取
る
必
要
が
な
い
分
、
前
職
の

工
場
警
備
員
に
比
べ
て
時
間
を
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

島
を
探
検
し
た
り
、
一
面
を
飛
び
交
う
ホ
タ
ル

に
見
と
れ
た
り
、
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
島
に
来
る
ま
で
あ
ま
り
食
べ

な
か
っ
た
魚
の
お
い
し
さ
に
目
覚
め
、
自
分
で

さ
ば
く
方
法
も
身
に
つ
け
た
。
魚
は
ほ
ぼ
１
０

０
％
自
給
自
足
。
島
の
人
た
ち
は
と
て
も
温
か

く
、
都
会
で
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
か
っ
た
近

所
づ
き
合
い
も
楽
し
ん
で
い
る
。

大
変
な
こ
と
は
？
と
た
ず
ね
た
ら
「
店
が
少
な

い
こ
と
と
物
価
が
高
い
こ
と
」
と
笑
う
が
、
必
要

な
も
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
調

達
す
れ
ば
と
く
に
不
自
由
は
な
い
と
い
う
。

年
に
一
度
逗
子
市
に
戻
る
と
、
や
は
り
自
分

の
家
は
西
ノ
島
だ
と
感
じ
る
。「
こ
こ
が
我
が
家
」

と
武
藤
さ
ん
。
島
で
生
ま
れ
た
３
人
目
の
子
ど

も
も
含
め
家
族
５
人
、
大
自
然
に
包
ま
れ
た
生

活
を
満
喫
し
て
い
る
。

家族で満喫する
贅沢な毎日

本土の境港で水揚げするため、島には自宅用の魚だけ
で戻ってくる

「ラグビーで鍛えた身体。体力には自信があります」

島
で
暮
ら
し
た
い
！

島根県　漁業協同組合JFしまね浦郷支所所属　巻き網船団 一丸

武藤康弘さん

夜
は
漁
で
、
昼
は
団
ら
ん

漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
浦
郷
支
所
で
は
、
巻

き
網
船
団
の
乗
組
員
確
保
を
目
的
に
１
９
９
５
年
か

ら
漁
業
後
継
者
確
保
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
島
で
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
移
り
住
ん
だ
30
名
が
家
族

と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
。
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谷
村
健
次
さ
ん（
53
歳
）・
美
知
子
さ
ん（
49
歳
）

夫
妻
は
、
2
0
0
5
年
2
月
、
山
口
県
秋
芳
町

に
新
規
参
入
し
、
ナ
シ
園
を
経
営
し
て
い
る
。

当
初
60
諱
借
り
入
れ
た
ナ
シ
園
は
、
05
年
末
に

10
諱
、
06
年
末
に
30
諱
借
り
増
し
、
１
謔
に
な
っ

た
。山

口
県
秋
芳
町
は
、
カ
ル
ス
ト
台
地
の
地

質
・
気
候
風
土
を
い
か
し
、
ナ
シ
産
地
と
し
て

有
名
だ
。
秋
芳
梨
生
産
販
売
組
合
は
組
合
員
45

戸
、「
秋
芳
梨
」（
品
種
・
二
十
世
紀
）
の
ブ
ラ

ン
ド
で
ナ
シ
を
販
売
し
て
い
る
。

谷
村
さ
ん
夫
妻
は
、
50
歳
く
ら
い
に
な
っ
た

ら
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
健

次
さ
ん
は
福
岡
県
、
美
知
子
さ
ん
は
東
京
都
出

身
。「
農
山
村
で
自
然
と
触
れ
な
が
ら
生
活
し
た

い
。
農
業
は
、
た
い
へ
ん
そ
う
だ
が
、
農
業
だ

っ
た
ら
―
―
」。
健
次
さ
ん
は
、
東
京
で
編
集
事

務
所
を
経
営
し
な
が
ら
、
美
知
子
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
催

す
る
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
に
通

っ
た
。
田
舎
暮
ら
し
や
農
業

の
情
報
を
集
め
、
フ
ェ
ア
で

は
各
県
の
相
談
ブ
ー
ス
を
歩

い
た
。
相
談
で
は
、「
農
業
と

い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

何
を
や
り
た
い
の
」
と
聞
か

れ
た
。
そ
こ
ま
で
考
え
て
い

な
か
っ
た
。
だ
が
、
果
物
に

は
興
味
が
あ
る
。

「
そ
う
だ
、
果
樹
栽
培
だ
」

そ
ん
な
折
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
山
口

県
の
あ
る
ナ
シ
農
家
が
高
齢
で
目
が
不
自

由
に
な
り
、
ナ
シ
園
の
後
継
ぎ
を
探
し
て

い
る
と
い
う
情
報
を
見
た
。
譛
や
ま
ぐ
ち

農
林
振
興
公
社
に
相
談
し
、
そ
の
案
内
で

ナ
シ
産
地
を
い
く
つ
か
ま
わ
り
、
結
局
、

営
農
指
導
体
制
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
秋

芳
町
を
就
農
先
と
決
め
た
。

だ
が
、
貸
し
て
も
ら
え
る
ナ
シ
園
の
空

き
が
な
か
っ
た
。「
待
ち
ま
す
か
」
の
問
い

に
「
待
ち
ま
す
」
と
即
答
。
2
年
半
後
、

ナ
シ
園
が
借
り
ら
れ
た
。
待
っ
て
い
る
間
、

ナ
シ
の
摘
果
、
袋
か
け
出
荷
な
ど
の
作
業

繁
忙
期
は
、
東
京
か
ら
週
末
を
利
用
し
、

研
修
を
兼
ね
て
農
家
の
手
伝
い
に
通
っ
た
。

そ
の
と
き
に
知
り
合
っ
た
地
元
農
家
が
現

在
も
よ
き
隣
人
、
よ
き
相
談
相
手
に
な
っ

て
い
る
。

就
農
当
初
の
自
己
資
金
は
３
0
0
万
円
。
一

番
大
事
な
車
両
型
の
薬
剤
散
布
機
・
ス
ピ
ー
ド

ス
プ
レ
ヤ
ー
1
台
（
半
額
は
県
と
町
と
の
新
規

就
農
支
援
助
成
）、
軽
ト
ラ
ッ
ク
1
台
、
運
搬
機

（
中
古
）
1
台
、
草
刈
り
機
1
台
、
そ
の
他
の
農

具
な
ど
の
購
入
資
金
に
あ
て
た
。
ナ
シ
園
60
諱

の
地
代
（
10
諱
2
・
5
万
円
／
年
）
は
5
年
分
、

県
の
就
農
支
援
助
成
が
受
け
ら
れ
た
。
6
カ
月

間
、
研
修
資
金
（
月
額
15
万
円
）
が
県
・
町
の

負
担
で
支
給
さ
れ
た
。

ナ
シ
の
10
諱
あ
た
り
の
出
荷
量
は
地
域
の
栽

培
農
家
の
平
均
が
2
覈
。
谷
村
さ
ん
は
、
05
年

産
は
黒
斑
病
が
で
て
1
・
2
覈
、
06
年
産
は
天

候
不
順
で
玉
太
り
が
悪
く
1
覈
。
06
年
産
の
小

玉
は
人
づ
て
で
直
売
し
た
。
す
ぐ
に
プ
ロ
並
み

と
は
い
か
な
い
。

「
農
業
に
は
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
自
然
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
が
、
体
験

し
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
自
然
の
大
き
さ
を
感

じ
る
。
経
済
的
に
は
大
変
な
部
分
が
あ
る
が
、

自
分
の
努
力
次
第
。
が
ん
ば
る
し
か
な
い
」

「
ど
ん
な
農
業
を
や
り
た
い
の
か
を
決
め
て
、

情
報
を
集
め
、
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
ど
こ

で
始
め
る
か
、
就
農
先
は
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア

等
を
活
用
す
る
。
就
農
候
補
地
が
決
ま
れ
ば
、

何
度
か
足
を
運
び
、
状
況
や
情
報
を
知
る
。
県

や
市
町
村
の
支
援
制
度
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
う

と
あ
り
が
た
い
」
と
実
体
験
に
も
と
づ
い
た
就

農
希
望
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
。

山口県秋芳町

谷村健次さん　美知子さん

ナシ栽培のプロ目指す
Iターン・セカンドライフ

秋芳町の広大なカルスト台地「秋吉台」

秋芳町で栽培されている二十世紀梨

田
舎
暮
ら
し
目
指
し
、

就
農
フ
ェ
ア
に
通
う

農
業
の
お
も
し
ろ
さ
は
、

や
っ
て
み
な
き
ゃ
分
か
ら
な
い

No.5  2007  春号 

農業の成否は自分の努力次第という谷村健次さん、美知子さん夫妻

山口県の定年帰農関連情報を17頁に掲載
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安
部
博
良
さ
ん
（
64
歳
）
は
２
０
０
２
年
、

故
郷
の
広
島
県
口
和
町
（
現
庄
原
市
）
に
移
住
。

ソ
ニ
ー
の
技
術
者
と
し
て
40
年
間
活
躍
し
、
定

年
後
は
田
舎
で
「
大
好
き
な
ジ
ャ
ズ
を
大
き
な

音
で
聴
き
た
い
」
と
考
え
て
い
た
。
車
の
修
理
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
日
曜
大
工
…
…
趣
味
も
豊

富
で
、
自
然
豊
か
な
故
郷
で
悠
々
自
適
な
生
活

を
送
る
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
―
―

あ
る
日
、
町
の
教
育
委
員
会
か
ら
「
郷
土
資

料
館
の
館
長
に
」
と
い
う
話
が
舞
い
込
ん
だ
。

そ
こ
は
30
年
ほ
ど
前
に
廃
校
に
な
っ
た
分
校
の

校
舎
を
活
用
し
た
「
口
和
郷
土
資
料
館
」。
石
器

や
土
器
、
民
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、

訪
れ
る
人
も
少
な
く
ひ
っ
そ
り
静
ま
り
返
っ
て

い
た
。
埃
ま
み
れ
の
展
示
物
の
な
か
、
最
初
に

目
に
止
ま
っ
た
の
は
手
回
し
式
の
蓄
音
機
と
10

枚
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
だ
っ
た
。

「
ま
だ
使
え
る
の
に
、
打
ち
捨
て
ら
れ
て
悲
鳴

を
上
げ
て
い
る
。
直
さ
な
け
れ
ば
」

技
術
者
魂
に
俄
然
火
が
つ
き
、
見
事
修
復
。

そ
の
蓄
音
機
を
使
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た

と
こ
ろ
、
40
人
も
の
住
民
が
集
ま
っ
た
。
最
初

に
か
け
た
の
は
東
海
林
太
郎
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
。

「
い
い
音
で
す
ね
」
と
好
評
を
博
し
た
。
す
る
と

安
部
さ
ん
は
、
蓄
音
機
を
携
え
て
あ
ち
こ
ち
で

出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
あ

る
高
校
に
出
向
い
た
と
き
の
こ
と
。

「
江
利
チ
エ
ミ
さ
ん
が
14
歳
の
と
き
に
録
音
し

た
『
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
』。
女
子
高
生
が
涙
ぐ
ん

で
聴
い
て
い
ま
し
た
。『
胸
に
じ
ー
ん
と
き
ま
し

た
』
と
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

蓄
音
機
コ
ン
サ

ー
ト
が
話
題
に
な

る
に
つ
れ
来
館
者

も
増
え
、
な
か
に

は
眠
っ
て
い
た
蓄

音
機
や
、
Ｓ
Ｐ
盤

を
寄
贈
す
る
人
も

現
れ
た
。
館
長
室

は
ほ
ど
な
く
「
修

復
室
」
に
。
蓄
音

機
、
レ
コ
ー
ド
プ

レ
ー
ヤ
ー
、
オ
ー

プ
ン
リ
ー
ル
の
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、

真
空
管
ラ
ジ
オ
、

写
真
館
の
カ
メ
ラ
、

白
黒
テ
レ
ビ
…
…

す
べ
て
館
長
自
ら
修
復
し
て
い
る
。

最
も
苦
心
し
た
の
が
、
地
元
の
映
画
館
で
使

わ
れ
て
い
た
映
写
機
。
サ
ビ
だ
ら
け
で
と
て
も

使
え
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
が
、「
仕
組
み
が
分

か
れ
ば
絶
対
直
せ
る
」
と
夢
中
で
分
解
・
修
理
。

16
㎜
や
35
㎜
映
画
の
上
映
会
も
開
け
る
ま
で
に

な
っ
た
。

「
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
生
活
の
な
か
に
あ
っ
た

も
の
た
ち
ば
か
り
。
展
示
物
に
じ
か
に
ど
ん
ど

ん
触
れ
て
ほ
し
い
」

資
料
館
の
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ケ
ッ

ト
も
す
べ
て
手
作
り
。
会
場
の
準
備
も
設
営
も

妻
・
ミ
ヨ
コ
さ
ん
と
二
人
で
手
が
け
て
い
る
。

「
退
職
前
よ
り
忙
し
い
毎
日
で
す(

笑
）」

Ｓ
Ｐ
盤
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
５
０
０
０
枚
を

超
え
、
今
や
ア
ナ
ロ
グ
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な

い
〝
聖
地
〞
に
な
り
つ
つ
あ
る
。「
都
会
に
あ
れ

ば
、
大
入
り
満
員
間
違
い
な
し
」
と
の
声
も
あ

る
が
、
安
部
さ
ん
は
「
周
囲
を
気
に
せ
ず
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
め
る
。
こ
こ
に
あ
る
の
が
ち
ょ
う

ど
い
い
」
と
語
る
。

オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ア
や
団
塊
の
世
代
に
愛
さ

れ
る
場
所
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
は
む
し
ろ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
役
立

て
よ
う
と
画
策
中
だ
。

「
な
ぜ
テ
レ
ビ
は
映
る
の
か
。
Ｃ
Ｄ
か
ら
音
が

出
る
の
か
。
基
本
的
な
仕
組
み
を
伝
え
た
い
」

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
技
術
者
が
、
小
さ
な
資
料
館

で
孤
軍
奮
闘
。
数
々
の
音
や
映
像
を
蘇
ら
せ
な

が
ら
、「
音
と
映
像
の
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が

生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

蓄音機の音には、デジタルにはない魅力があると力説する安部さん

故郷の資料館を
Uターン館長が再生

広島県庄原市　口和
く ち わ

郷土資料館

館長　安部博良さん

蓄
音
機
の
音
に
涙
ぐ
む
女
子
高
生

映
画
館
の
映
写
機
も
復
活

「定年後は口和へ帰ろう」とすすめたのは妻のミヨコさん。
資料館の運営も二人三脚だ
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前
述
の
と
お
り
、
早
く
か
ら
I
タ
ー
ン
者
等

を
受
け
入
れ
、
支
援
を
進
め
て
き
て
い
た
エ
リ

ア
な
の
で
、
県
段
階
、
市
町
村
段
階
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
も
整
っ
て
い
る
。

各
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー
（
連
絡
先
は
55
頁
に
掲
載
）
で
情
報
を

収
集
し
た
り
、
相
談
を
し
て
み
よ
う
。

ど
の
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

定
年
後
に
農
業
を
し
た
い
と
い
う
人
の
相
談
は

受
け
て
く
れ
る
が
、
岡
山
県
や
山
口
県
で
は
、

関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
定
年
帰
農
希
望
者
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
い
た
り
、

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
新
規
就
農

相
談
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
。

林
業
に
従
事
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
相

談
窓
口
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
各
県
に
設
置
さ

I
タ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
農
林
漁
業
の
就
業
事

例
、
定
年
帰
農
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
、

七
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
。

中
国
地
方
は
、
I
・
J
・
U
タ
ー
ン
希
望
者

に
対
す
る
支
援
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

地
域
で
あ
り
、
現
地
事
例
と
し
て
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
方
々
の
多
く
が
、
県
や
市
町
村
、

支
援
機
関
か
ら
就
業
あ
る
は
移
住
に
あ
た
っ
て

な
ん
ら
か
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。

支
援
を
受
け
る
、
受
け
な
い
と
い
っ
た
こ
と

は
別
と
し
て
、
就
業
・
定
住
に
関
す
る
支
援
実

施
機
関
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
情
報
を
収
集

し
た
り
、
実
際
に
現
地
を
訪
ね
た
り
、
相
談
窓

口
で
相
談
を
す
る
こ
と
が
、
I
・
J
・
U
タ
ー

ン
の
近
道
だ
ろ
う
。

自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
も
の
と
実
際
が

大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

し
、
思
い
が
け
な
い
情
報
を
手
に
す
る
こ
と
も

あ
る
は
ず
だ
。

選
択
肢
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
ず
は
、
い
ろ

ん
な
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
、
情
報
を
収
集
す
る

な
か
で
、
自
分
の
適
性
を
判
断
し
、
自
分
の
目

指
す
べ
き
方
向
を
見
い
だ
し
て
ほ
し
い
。

れ
て
い
る
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

（
連
絡
先
は
57
頁
に
掲
載
）。

各
セ
ン
タ
ー
で
は
就
業
前
に
身
に
つ
け
て
お

く
べ
き
技
術
や
知
識
を
ひ
と
と
お
り
教
え
て
く

れ
る
「
林
業
就
業
支
援
講
習
」（
20
日
間
程
度
）

を
実
施
し
て
い
る
。
実
施
時
期
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
各
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
内

容
や
今
後
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
を
。

漁
業
に
従
事
し
た
い
と
い
う
人
の
相
談
窓
口

に
な
る
の
が
、
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ

ー
（
連
絡
先
は
59
頁
に
掲
載
）。
中
国
地
方
で
は
、

鳥
取
県
、
島
根
県
、
山
口
県
が
設
置
し
て
い
る
。

島
根
県
で
は
、
一
本
釣
り
な
ど
自
営
で
漁
業

を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
人
を
対
象
に
「
新
規

自
営
漁
業
者
育
成
事
業
」
を
行
っ
て
お
り
、
①

漁
業
者
か
ら
1
週
間
程
度
指
導
を
受
け
る
「
漁

業
・
漁
村
体
験
研
修
」、
②
２
年
間
を
上
限
と
し
、

漁
業
者
の
直
接
指
導
を
受
け
る
「
漁
労
技
術
習

得
研
修
」
│
│
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
ま
で
（
電
話
０
８
５
２
・

２
１
・
０
０
０
１
）。

ま
た
、
山
口
県
で
は
、
①
月
に
1
回
、
週
末

に
実
施
さ
れ
る
「
漁
業
お
も
し
ろ
塾
」（
全
6
回

程
度
）、
②
自
分
の
船
を
持
ち
独
立
し
て
漁
師
に

な
ろ
う
と
い
う
人
を
対
象
と
し
、
短
期
研
修
を

経
て
最
長
2
年
間
の
研
修
に
よ
っ
て
技
術
を
習

得
す
る
「
オ
ー
ナ
ー
漁
師
研
修
制
度
」
│
│
を
行

っ
て
い
る
。
平
成
19
年
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

山
口
県
漁
協
（
電
話
０
８
３
２
・
３
１
・
２
２

１
２
）
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

県
段
階
で
、
I
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
の
就
業

や
定
住
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
や
制
度
が
整
備

さ
れ
て
い
る
の
も
中
国
地
方
の
特
徴
。

ま
た
、
東
京
や
大
阪
で
各
県
の
情
報
を
提
供

し
て
く
れ
る
窓
口
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
相
談

や
情
報
収
集
に
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
ほ
し
い
（
連

絡
先
は
61
頁
に
掲
載
）。

東
京
や
大
阪
な
ど
で
開
か
れ
る
新
・
農
業
人

フ
ェ
ア
に
は
、
多
く
の
中
国
地
方
の
相
談
窓
口
、

農
業
法
人
が
出
展
す
る
。
相
談
員
と
面
談
す
る

よ
い
機
会
で
あ
る
し
、
資
料
も
収
集
で
き
る
の

で
、
同
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
み
よ
う
。

県段階の定住相談窓口と IJUポータルサイト
○（財）ふるさと島根定住財団
URL http://www.teiju.or.jp/
※同財団の情報を18頁に掲載
○（財）ふるさと鳥取県定住機構
URL http://www.z-tic.or.jp/̃furusato/

○ひろしま夢ぷらざ　田舎ぐらし相談コーナー
○広島県交流定住ポータルサイト「広島暮らし」
URL http:www.iju.pref.hiroshima.lg.jp/

○山口県のUJIターン支援サイト
URL http://www.ymg-uji.jp/

中
国
地
方
の

I
・
J
・
U
タ
ー
ン
情
報

漁
師
に
な
り
た
い

田
舎
暮
ら
し
（
移
住
）
し
た
い

農
業
を
始
め
た
い

定
年
帰
農
し
た
い

林
業
に
従
事
し
た
い

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
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農地を借りて始める！ 
広大な農地を最大５年間無料で使えます。  
干拓農地リース事業 
　中海干拓地（揖屋・安来地区）で農
業を始めようとする方に、５年間無料で農
地をお貸しします。ただし、農地の維持管
理に必要な土地改良賦課金が別途必
要になります。 
●メリット 
①借地で営農開始ができる 
②リース期間が長期であり、経営安定 
　が図れる 
③営農初期投資の軽減 

農地を買って始める！ 
農地を取得するための資金を無利子融資  
農地等取得支援事業 
①農地取得費を無利子融資（最長２０年償還） 
②パイプハウス建設費の1/2を無利子融
資(最長１０年償還） 

③農地高度化のための土壌改良等に
必要な資金を無利子融資（最長15年
償還、内５年据置、償還免除制度あり） 

●ご利用可能な方 
①認定就農者（おおむね４０歳以下） 
②認定農業者 
③農業生産法人 

農地リー
ス終了時
に農地購
入資金利
用可能 

財団法人  しまね農業振興公社 

 

平成18年度に農地取得費の無利子融
資及び農地高度化資金の無利子融資
により農地90aを取得し、ブルーベ
リー栽培を開始 

只  今 

好評受付
中 

財団法人  しまね農業振興公社（島根県青年農業者等育成センター） 
〒690-0888　島根県松江市北堀町１５番地 蕁就農相談…０８５２（３２）２３００ 
 蕁干拓農地…０８５２（２２）５１１５（県庁農地整備課内） 
公社HPアドレス：http://www.agri-shimane.or.jp/　Eﾒｰﾙアドレス：kousha@agri-shimane.or.jp 
干拓地ポータルサイト：http://www.agri-shimane.or.jp/portalsite/nakaumi/nakaumi.html

新・農業人フェア（東京会場H19. 2. 10、大阪会場H19. 3. 10）出展 
《島根県ブースで担当者が相談をお受けします》 

はじめませんか？ 
中海干拓地でかなえる 
あなたの農業 

支援制度活用事例 

お問い合せ 

中海干拓地に 
充実の制度誕生 

体験情報  
 

短期農業体験事業 

12カ月間を上限とした農業体験制度です。農業
に興味があるけれど、経験がない方にお勧めの制
度です。先進農家での農作業体験、農作業受託
体験です。興味のある作物の体験も斡旋します。 
支援金蜷3カ月以上体験の方に月額5万円を貸与 
宿泊施設蜷ワンルーム、ロフト付き 
料金蜷月額8400円（共益費込み、光熱費別） 
※自動車等の移動手段は準備してください。 
 

農業者インターン事業 

奥出雲町で新たに就農する方を募集しています。
2年間の実践農業研修を受けていただきます。
研修中は、関係機関の皆さんがサポートします。
農地の斡旋、農作業機械の技術習得は、奥出
雲町農業公社のインストラクターが指導します。 

 
自然豊かな農村で暮らしてみませんか？　奥出雲
町では、都市などで生活なされている方に農地を
提供しています。「退職後の第二の人生に」、「家
族と一緒に週末農業」など、皆さんの希望に沿
った農地を提供します。自然たっぷりのなかで、
思いっきり農村を満喫できます。是非一度、奥
出雲町へお越しください。 
農地蜷300坪（約10ａ）50万円から分譲、10ａ
以上の農地取得 
住宅用地蜷1坪3万3千円から分譲 
 
 
応募方法蜷問い合わせ、大歓迎です。詳しい内
容はお問い合わせください。 

島根県  奥出雲町 

新・農業人フェア 
大阪（3/10）出展 

〒699-1832 島根県仁多郡奥出雲町横田1037 
奥出雲町役場 横田庁舎内 農業振興課 開発農業係 
FAX. 0854(52)0940　URL：http//www.town.okuizumo.shimane.jp/raion

応募情報 

0854（52）2672  
（社）奥出雲町農業公社（管理課） 島根県  奥出雲町 
/FAX  0854（52）0105

田舎暮らし情報 

とびだせ！ アグリチャレンジャー!! 
つかめ！ アグリビジネスチャンス!!

これまでの先輩たち！ 
蘆新規就農者が設立した有限会社。 
蘆地元の方と協力して施設園芸に取り組む
　若者。 
蘆退職後の第二の人生を農業に求める方。 
蘆畜産に挑む新卒者。 
蘆自然とともに花づくり。 
蘆全国トップレベルのお米を育てる若者など、 
　農業を志した皆さんが町内で奮闘中です。 
 
この他、陶芸家を目指す若者や、工藝作家などが自
然豊かな環境で、作家活動に取り組んでいます。 

野菜オーナー制度でジャガイモ収穫体験 

全国新規就農相談センター 

●農業法人等合同会社説明会 
農業法人等への就職希望者のために、従業員を募集している経
営者と面談できるブースを設置します。 

●新規就農セミナー 
新規に農業を始めるためのガイダンス、新規就農者、農業法人就
職者による事例発表などを行います。 

●新規就農相談会 
受け入れ希望都道府県・市町村ごとのブースなどを設置し、農業を
始めるための個別相談に応じます。 

●農業インターンシップ 
農業法人で就業体験を希望する人（学生・社会人）のためのブー
スを設置し、相談に応じます。 
●田舎暮らし相談会 
田舎暮らしを希望する人のためのブースを設置し、相談に応じます。 

●チャレンジ！ファームスクール 
合宿形式による農作業実習の概要について説明します。 

農業を仕事にするための総合イベント 
新・農業人フェア’07

東京会場：2/10（土）／池袋サンシャイン A2、A3ホール  
大阪会場：3/10（土）／梅田スカイビル 10Fアウラホール 

開催時間　10:30～16:00［全会場共通］ 
 

※会場の案内図は26頁に掲載 

お問い合わせ 
全国新規就農相談センター 03（3507）3088
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

●入場無料 ●入退場自由 ●服装自由 ●履歴書不要 ●家族・友人連れ歓迎 
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晴れの国 
岡山で農業を 
始めませんか 

岡山県の農業研修制度 

岡山県新規就農相談会のお知らせ 

岡山県・岡山県新規就農相談センター（岡山県農業会議・岡山県農林漁業担い手育成財団） 

本気で農業をしたい方 

就農ホットライン 
〒700-8570　岡山市内山下2-4-6 
TEL（086）226-7420　　FAX（086）224-1278

〒700-8570　岡山市内山下2-4-6　岡山県農林漁業担い手育成財団内 
（086）226-7423

〒700-0826　岡山市磨屋町9-18　岡山県農業会議内 

新規就農相談窓口への直通電話です（受付時間：平日9：00～17：00） 
ホームページ　http://www.nca.or.jp/Befarmer/okayama/index.html

ホームページ　http://www.pref.okayama.jp/norin/nokeiei/index.html

〒700-8570　岡山市磨屋町9-18 
TEL（086）234-6899
ホームページ　http://www.okayama-ninaite.com/

（086）234-1093

岡山県の就農に向けた特徴 
・５５歳までの方は実践を踏まえた研修で早期独立を支援 
・定年帰農希望者には社会人就農研修や地域研修会でサポート 
・ベテラン就農相談員に疑問に思うことはなんでもお尋ね下さい 

晴れの国 
岡山で農業を 
始めませんか 

岡山市磨屋町９－１８ 
　岡山県農業会館　５Ｆ 
　　岡山県農協中央会会議室 
第１回 平成19年 5月19日（土） 
第２回 　  〃 6月16日（土） 
第３回   　〃 8月11日（土） 
第４回   　〃 10月   6日（土） 
第５回 平成20年 2月   9日（土） 
第６回   　〃 3月   8日（土） 

第１回  平成19年 6月   2日（土） 
  　　　11時～16時 
  大阪市･コロナホテル（予定） 
  ※岡山県単独開催 
（その他全国相談会 ｢新･農業人 
　フェア'07｣に参加） 

（県外） 
平成19年3月17日（土） 
　　　～3月18日（日） 
会場：東京都渋谷区 
　　　NHK放送センター他 
ふるさとの食にっぽんの食 
全国フェスティバル会場内 
　岡山県ブース 
　両日共10時～16時 

（県内） 
平成19年3月17日(土) 
岡山市駅前町 
サン・ピーチOKAYAMA 3F 
10時～15時 

県
内
相
談
会 

県
外
相
談
会 

平成１９年度計画 平成１８年度 

岡山県新規就農相談センター 岡山県農林水産部農業経営課 

岡山県担い手対策推進本部（岡山県農業会館2階） 

新規就農全般に 
ついては、こちらへ！ 

新規就農 
相談窓口 

１．農業体験研修 
毎年６月に募集があり、農家で約１ヶ月間、農作業を体験していただき、
自ら農業をする意思を再確認していただきます。 
●募集要領 
５５歳未満で、岡山県内に就農しようとする農家出身でない方。 
●募集期間（応募状況に応じて追加募集有） 
平成１９年６月１日(金 )～３０日(土 ) 

●募集人数 
２０名程度（書類・面接審査あり） 
●研修期間 
１ヶ月程度（平成１９年９月～１０月頃） 
●研修内容 
先進農家等での滞在を通じて実際の農作業や農村生活等を体験する。 

●研修費等 
研修無料・１ヶ月間の傷害保険代等は自己負担 
※参加申込書等については、下記の相談窓口にお問い合せください。
　また、６月中にホームページ等からも入手できます。  

２．農業実務研修 
農業体験研修終了後、本格的な就農に向け一定の期間、研修助成を
受けながら実践的な研修を受けます。 
（最大２年間、研修手当月額１５万円程度を支給） 
●研修資格 
５５歳未満で、岡山県内に就農しようとする農家出身でない方。 
（要：農業体験研修受講） 
※Ｕターン就農者は別に研修資格が有 
●研修期間 
最大２年程度（概ね平成２０年４月～） 
●研修内容 
先進農家等で就農に向けた本格的な農業研修と県農業総合センター
農業大学校で基礎知識習得や地元ＪＡの業務を通じた地域交流等 
●研修費等 
毎月１５万円程度の研修費を支給 
●研修要件 
農業実務研修を受けるためには就農計画の認定等の要件があり、体
験研修を受けた方すべてが受講できるわけではありません。  

３. 社会人就農研修・サンデー就農ゼミ等 
中高齢者等の他産業経験者に対する就農知識や栽培技術習得のため
の研修として毎年３月募集の社会人就農研修（農大で年６０日）や家庭
菜園程度の知識習得を行うサンデー就農ゼミ等、実情に応じた支援活
動も行っています。 

9月は1泊2日農作業体験会＆就農相談会を開催します。 
（詳細は後日ＨＰ等で公表） 

平成18年9月の体験会の風景 

先輩研修生 

島根県 

広島県 

兵庫県 岡山県 

鳥取県 

中国自動車道 

JR山陰本線 

J
R
伯
備
線
 

山陽新幹線 

JR山陽本線 

倉敷 

備前 
高梁 

井原 

笠岡 

智頭 

新見 

山陽自動車道 

岡
山
自
動
車
道 

松江 
米子 

● 
鳥取 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

香川県 

● 
● 

総社 

津山 
● 

岡山 

広島 

姫路 

神戸 
大阪 
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農林業・農山村での就業・定住を、お手伝いしています 
（財）やまぐち農林振興公社  定住就業企画推進協議会 

詳しいお問い合わせは … 

財団法人やまぐち農林振興公社 
〒753-0083　山口市後河原150-1（県分庁舎2階） 
　　　　　　ＴＥＬ：083（924）8900 ＦＡＸ：083（924）5719 
　　　　　　Ｍａｉｌ：yashuno@y-agreen.or.jp ＵＲＬ：http://www.y-agreen.or.jp

やまぐちの大地で 
夢を実現しませんか 
やまぐちの大地で 
夢を実現しませんか 

山口県は、意欲的に農林業に取り組む方を求めています 

阿武町 

阿東町 

◎山口県で花き経営を始めたい方を応援します 　 
平成 18年４月より、花き振興の総合拠点として、山口
県花き振興センターがオープンしました。センターでは、
花きの実証展示や研修、情報の収集・提供を行います。         
現在、県内において花き経営での新規就農に向けて研
修を希望される方を募集しています。        
■研修方法 
専門研修温室を使用して、研修生が主体的に生産
から出荷までを行います。       
研修品目：カーネーション・キク・草花・球根類、鉢物
等 
※露地ほ場（2,000㎡）や新品種等の実証展示施設（13棟）は見学もできます。       

■研修期間　２年以内 　　■募集人数　５名以内 
■問合せ先　山口県花き振興センター　TEL 0820（24）1801

お　知　ら　せ 

●農業の概要・特徴  
県の北部に位置し、水稲を中心に野菜、果樹、畜
産等の組み合わせによる複合経営が行われ、近
年は施設野菜の栽培が盛んになっています。 
特に、標高が約400ｍある内陸山間部の福賀地
区では、集落を単位とした農業経営の法人化が進
んでおり、平成9年から3つの農事組合法人が設
立され、地区全体の6割が法人経営となり、地域
営農の新たな取り組みとして注目されています。 
●就農支援の特徴　  
①作物は、ホウレンソウ、スイカ、ナシが中心で各

作物部会のバックアップ体制のもと、先進農家
等をトレーナーとして配置しています。 

②研修は、各作物部会の先進農家や農事組合
法人を受け皿として実施するほか、法人では短
期農業体験研修の受け入れも実施しています。 

　また、営農に関する知識や技術を習得するため、
県立農業大学校での受講もあっせんしています。 

③研修期間中の研修費支援制度、また、就農時
のハウスリース事業等を活用することにより、大
きな資金をかけずに営農を開始することができま
す。 

●農業の概要・特徴 
県の北東部、中国山地の西端に位置し、町域は
293km2と県内町村のうち最大です。 
標高も平均 300m前後と、夏涼しく、冬の寒さが
厳しい高原性の気候を呈しています。 
農業は、この気候を利用して収穫される阿東米「コ
シヒカリ」を中心とした水稲の他、西日本一を誇る
観光りんご園や、肉用牛の生産が盛んで、近年は
夏期の冷涼な気候を活かしたトマト、ホウレンソウ
等の施設野菜や施設花きの生産も盛んになって
います。 
●就農支援の特徴   
①就農に当たって、十分な本人の意向確認・面

談を行った上で、候補者を決定します。  
②研修期間中に、先進農家・JA・農林事務所か
らの指導を受けながら、栽培・経営管理技術等
を習得してから、本格的な栽培に取り組めます。  
③新規就農者滞在施設があり、研修費の助成や、
農地の無償貸付け制度を受けることができます。 

●就農受入れ情報 
①嘉年地区に、就農可能な農地があります。         
②新規就農者滞在施設（阿東町嘉年上字なめきわ） 
・木造瓦葺平屋 2DＫ・2世帯・月額 15,750
円         
・町立嘉年保育園・嘉年小学校まで徒歩4～
5分 

萩市（うち、旧田万川町・旧むつみ村・旧須佐町・旧福栄村） 

山口市（うち、旧徳地町） 

●農業の概要・特徴 
気候は、沿岸部では対馬海流の影響を受け比較
的温暖で、中山間部は盆地特有の気候であり、 
変化に富んだ自然豊かな環境を有しています。  
主要作物は水稲ですが、野菜ではハクサイ、ダイコ
ン、キャベツ、タマネギ、トマトの指定産地、キャベツ、
ブロッコリー、スイカ、ナス、キュウリ等の認定産地
があり、キク、シクラメン等の花き、ナシ、モモ、ブド
ウ等の果樹産地と、地域条件を活かした産地が数
多くあります。  
●就農支援の特徴 
①研修期間中は、研修費の助成制度（月額 15
万円、2年以内)があります。  
②研修生専用住宅のあっせんや、近隣の住宅等
の情報提供を行います。  
③経営を開始するために必要となる農地の確保
や施設・機械の導入等についても、県の事業
等を活用して、積極的な支援を行っています。 

●就農受入れ情報   
①田万川地区…果樹（モモ、ナシ、クリ、ブドウ、リ
ンゴ等）  

・平山台果樹生産組合が指導・支援します。 
・現在栽培中の果樹園をあっせんします。 
②むつみ地区… トマト  
・山口あぶトマト生産者（全員エコファーマー）
の指導のもと、ほ場を活用しながら実践的な研
修を行います。 
・研修滞在施設があります。 
・中古ハウス等のあっせんもします。 
③須佐地区…キク  
・先進農家のもとで栽培研修 (別途研修費支
援有り) 後に、キク専用の花き研修施設で、
法人からの指導を受けながら、本格的・実践
的な研修を実施します。 
・現在1名を募集中。 
要件：50歳未満で、ある程度の自己資金が

準備できる方 
④福栄地区…ブドウ  
・平原台農業生産組合の農家から指導を受け
ながら、ブドウの栽培研修を行います。 
・滞在研修施設があります。     
・現在栽培中の観光ブドウ園をあっせんします。 

●農業の概要・特徴 
県の中央部に位置する山口市徳地地域では、水
稲を主体とした農業経営が行われていますが、農
家所得の増大を図るため、野菜、畜産、花き、きの
こ類等との複合型農業を推進しています。特に、
野菜では、イチゴ・やまのいも・ピーマンを重点戦
略作物として位置づけています。  
●就農支援の特徴  
①「チャレンジ農場」で地元の公社の専属トレー
ナーの指導のもと、ＪＡや農林事務所の協力を 
得ながら、イチゴ（高設栽培）とホウレンソウ（養
液栽培）を中心に、2年間の農業技術や経営管
理の技術習得研修を行います。 
②研修生専用住宅があり、研修費の助成や、農
地の無償貸付け制度を受けることができます。  
③経営を開始するために必要となる農地の確保
や施設・機械の導入等についても、県の事業

等を活用して、積極的な支援を行っています。  
④現在、チャレンジ農場では、平成17年 4月から
1名、10月から2名が研修中です。このため、
平成19年度からの研修生を募集しています。        
・原則として、研修開始年度の4月1日におい
て18歳以上50歳未満の方 
・研修終了後、徳地地域に居住し、専業農家と
して就農される方 
・自己資金を500万円以上確保できる方 

◎山口県では他産業に従事されている方や定年後農業を始め
たいと考えておられる方（定年帰農希望者等）も応援します 

　 
（財）やまぐち農林振興公社では、定年帰農希望者等を対象として就農相談を受けたり、新規就農者
を訪問し、経営状況の見学や意見交換を行う「就農現
地見学会」の開催を予定しています。 
また、県では、定年帰農者等を対象に、県立農業大学校
（防府市）で実習を中心とした研修を実施しています。本
年度からは、これまでの講座に加え定年帰農向けコース
を新設しました。 
さらに、県下の農業協同組合（JA）では、定年帰農者等
を対象に、休日等を利用して座学や実践研修でJA推進
品目の栽培技術等を習得できる「地域営農塾」を開講し
ているところもあります。 

 
 
（財）やまぐち農林振興公社では、技術を習得するための研修や資金、農
地取得等、さまざまな支援制度について紹介を行っています。 
           
■ 支援1　就農への意思決定から早期の経営安定まで一貫した支
援体制が整備されています。 
就農現地で新規就農者と意見交換するバスツアーの開催、先進農家に
おける体験研修農場の設置、営農・生活等の身近な相談者として現地就
農アドバイザー等の配置などを行っています。 
また、インターネットを活用した「体験・援農支援システム」により、農作業
体験等の情報や場の提供を行っています。        
ＨＰ…http://taikennou.y-agreen.or.jp           
　※ご利用には、事前にシステムの会員登録（HP上で可、会費無料）が
必要となります。 

■ 支援2　月額15万円（上限）の研修費助成制度があります。         

農業経営を開始するに当たって、農業経験が無く研修を希望される方に対
して、一定期間の研修費を助成する制度があります。   
■ 支援3　無利子・低利の資金が借りられます。         
就農支援資金や県単独の新規就農資金など、有利な資金制度があります。 
■ 支援4　農地を無償で借りられます。         
農地を契約期間の1/2の期間（5年間を限度）、無償で借りることができる
制度があります。  
■ 支援5　農業機械・器具のリース制度があります。         
研修のための施設・機械や、経営開始に必要な機械・器具のリース制度
があります。  
 

 
公社では、山口県農業会議と連携し、農業法人への無料の職業紹介事業
に取り組んでいます。 
また、山口県森林整備支援センターと連携し、森林作業への就業を希望さ
れる方の相談にも応じます。 

自ら農業を営むことを希望される方へ 

農業法人や森林組合等への就職を希望される方へ 

新・農業人フェア 
東京（2/10）、大阪（3/10）出展 

山口県 
阿武町 

山口市 

萩市 阿東町 

情報掲載市町 
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（財）ふるさと島根定住財団 

　自然豊かな地でや
ってみたい仕事がある。
でも、本当に自分に
向いているのかわか
らない。島根はそん
なあなたに思い切っ
てチャレンジする機会
を提供しています。 

●資金援助 
・体験期間 3ヶ月～1年間 
・助 成 金 月額5万円 
・対象分野 農業・畜産・林業・漁業・伝統工芸　など 

島
根
に
、新
し
い
暮
ら
し
を 

見
つ
け
に
き
ま
せ
ん
か
？ 

〒690-0003　島根県松江市朝日町498-6 
 松江駅前第一生命ビル3階 

0852（28）0690
HP  http://www.teiju.or.jp

詳しくは
 

ホームペ
ージ 

または電
話で 

お問い合
わせ 

ください！
 

UIターンの 
ための 

無料職業紹介 

しまね暮らし 
体験ツアー 

ＵＩターンの 
ための 
産業体験 

　ＵＩターン就職希望
の方と、県内企業との
間で就職斡旋・職業
相談を行います。 
　求職登録をされると、
定期的に求人情報をお
送りしたり、希望企業
との仲介を行います。
ＨＰからも求職登録が
可能です。 
 

　島根での暮らしや島
根への移住を考えて
いるＵＩターン希望の
方を対象に、現地見
学や作業体験などを
行っていただく、3泊
4日程度のツアーです。 
詳しくは、ＨＰで。 

新・農業人フェア 
東京（2/10）出展 
大阪（3/10）出展 



農
林
漁
業 

ふ
る
さ
と
情
報 
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「
い
い
波
を
は
ず
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ
カ
に
移
住
し
た
か
ら
い

え
る
言
葉
だ
。

大
林
博
さ
ん
（
39
歳
）
は
神
戸
に
住
み
、
和
歌

山
、
三
重
、
徳
島
、
高
知
で
軈
波
軋
を
追
っ
か

け
た
。
フ
ェ
リ
ー
で
朝
、
現
地
に
着
き
、
一
日

中
波
と
格
闘
し
、
そ
の
夜
の
便
で
帰
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

こ
こ
黒
潮
町
（
旧
大
方
町
）
は
距
離
的
・
時

間
的
制
約
か
ら
気
軽
に
こ
れ
る
場
所
で
は
な
か

っ
た
。
会
社
勤
め
の
身
で
、
休
暇
は
簡
単
に
は

確
保
で
き
な
い
か
ら
だ
。

こ
こ
に
住
む
に
は
ど
ん
な
職
業
が
あ
る
か
考

え
た
結
果
、
選
択
し
た
の
は
農
業
だ
っ
た
。

「
天
国
み
た
い
な
所
」
と
大
林
さ
ん
は
い
う
。

高
知
県
黒
潮
町
は
関
西
で
は
有
名
な
波
の
名
所
。

「
こ
ん
な
所
で
暮
ら
さ
な
」
と
思
い
を
定
め
る
。

サ
ー
フ
ィ
ン
で
知
り
合
っ
た
奥
さ
ん
の
理
恵
さ

ん
（
37
歳
）
は
同
県
安
芸
市
の
出
身
で
、
一
時

は
真
剣
に
安
芸
市
へ
の
移
住
も
考
え
た
。

農
業
と
は
無
縁
の
生
活
だ
っ
た
。
仕
事
を
し

な
が
ら
田
舎
に
住
む
方
法
は
な
い
も
の
か
考
え

抜
い
て
「
農
業
」
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
ち
ょ
う
ど
、

そ
ん
な
と
き
、
高
知
県
主
催
の
「
新
い
な
か
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
の
電
車
の
中
吊
り
広
告
が

理
恵
さ
ん
の
目
に
と
ま
る
。

高
知
県
立
農
業
大
学
校
の
窪
川
ア
グ
リ
体
験

塾
で
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受
け
、
そ
の
後
、
県
の

指
導
農
業
士
の
柿
内
節
男
さ
ん
の
も
と
で
５
年

間
研
修
を
積
む
。
作
物
は
タ
バ
コ
だ
っ
た
。

「
一
番
学
ん
だ
の
は
段
取
り
。
仕
事
を
ど
う
回

す
か
、
無
駄
な
時
間
を
な
く
す
か
で
し
た
」

研
修
３
年
目
か
ら
自
分
で
何
を
つ
く
る
か
探

し
続
け
、
イ
チ
ゴ
に
た
ど
り
着
く
。
き
っ
か
け

は
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
と
近
く
の
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
買
っ
た
一
鉢
の
イ
チ
ゴ
。
ラ
ン
ナ

ー
で
増
や
せ
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
。「
こ
れ

は
お
も
し
ろ
い
」
と
思
っ
た
。
２
年
で
13
鉢
程

に
増
え
、
３
年
目
に
は
1
0
0
鉢
に
。
こ
の
間
、

イ
チ
ゴ
に
つ
い
て
勉
強
を
し
、
そ
の
栽
培
に
惹

か
れ
て
い
く
。

自然に恵まれた黒潮町。サーフィンのメ
ッカで、ホエールウォッチングができる
ことで有名。ウミガメの産卵地でもある

大林博さんと理恵さん

農業

高
知
県
黒
潮
町
　
大
林
　
博
さ
ん

理
恵
さ
ん

農
業
を
仕
事
に
選
び

サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
パ
ラ
ダ
イ
ス
へ

海
の
あ
る

暮
ら
し
を
求
め
て
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地
域
内
の
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
張
り
替
え
を

手
伝
う
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た
。
生
活
費
の
足
し

に
も
な
る
が
、
地
域
の
農
家
と
の
つ
な
が
り
を

広
げ
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
作
業
を
手
伝
う

な
か
で
、
イ
チ
ゴ
栽
培
を
始
め
る
ハ
ウ
ス
の
情

報
が
入
る
。
地
元
Ｊ
Ａ
の
園
芸
部
役
員
の
秋
田

敬
さ
ん
か
ら
農
地
を
借
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

は
買
い
取
っ
た
。

２
０
０
５
年
に
栽
培
を
開
始
。
収
穫
は
年
明

け
の
1
月
か
ら
だ
っ
た
。
経
営
と
し
て
は
初
体

験
。
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
人
も
雇
え
ず

夫
婦
で
作
業
を
こ
な
し
た
。

06
年
は
15
諱
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
。
農
地

は
賃
貸
借
だ
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
譛
高
知

県
農
業
公
社
の
「
新
規
就
農
者
遊
休
ハ
ウ
ス
活

用
事
業
」
を
活
用
し
買
い
取
っ
た
（
原
価
償
却

を
も
と
に
価
格
を
決
め
る
）。
使
用
年
数
に
よ
る

が
10
諱
で
20
〜
30
万
円
が
相
場
の
よ
う
だ
。

農
業
に
は
観
察
力
が
必
要
だ
。「
最
初
の
年
、

な
ぜ
か
イ
チ
ゴ
の
種
（
表
面
の
ツ
ブ
ツ
ブ
し
た

部
分
）
だ
け
が
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
ナ
メ
ク

ジ
を
見
つ
け
、
犯
人
だ
と
思
っ
た
。
薬
を
撒
い

た
が
効
果
は
な
い
。
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
５

日
後
に
な
っ
て
Ｊ
Ａ
に
た
ず
ね
た
ら
、
犯
人
が

ネ
ズ
ミ
だ
と
分
か
っ
た
。
勝
手
に
判
断
せ
ず
、

聞
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
反
省
し
き
り
。
そ
ば
に

い
る
理
恵
さ
ん
が
ニ
コ
ニ
コ
と
相
づ
ち
を
打
つ
。

奇
形
果
が
目
に
つ
い
た
と
き
の
こ
と
。
１
カ

月
近
く
原
因
が
分
か
ら
ず
、
安
い
価
格
で
の
出

荷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
少
し
前
に
し
た
消
毒

で
、
授
粉
用
の
ハ
チ
の
飛
び
が
悪
い
こ
と
が
原

因
だ
と
気
が
つ
い
た
が
、
す
ぐ
に
は
手
当
て
で

き
な
い
。
そ
の
と
き
、
周
辺
の
農
家
よ
り
１
カ

月
早
く
収
穫
を
や
め
る
人
が
ハ
チ
を
貸
し
て
く

れ
た
。
そ
の
人
が
イ
チ
ゴ
栽
培
の
師
匠
・
宮
地

隆
一
さ
ん
。

「
人
、
そ
し
て
地
域
の
温
か
さ
を
つ
く
づ
く
感

じ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
地
域
の

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
」

栽
培
期
間
中
は
土
曜
も
日
曜
も
な
い
。
温
度

管
理
の
た
め
の
ハ
ウ
ス
の
開
閉
が
あ
る
か
ら
だ
。

の
め
り
込
ん
だ
趣
味
の
サ
ー
フ
ィ
ン
。
職
業
と

し
て
の
農
業
に
も
本
気
で
の
め
り
込
む
。

このハウス団地の一角
に大林さんが借りてい
るハウスがある

温
か
い
人
、
地
域
と
つ
な
が
る

月、6カ月、12カ月の3コース）に進む

長期研修の受け入れは随時。目的や希望に

応じて、主体的な研修が受けられる。受講希

望者のニーズや都合に合わせやすいことが、

好評の理由のようだ。

研修にかかる経費は、受講料1日470円

（土日・祝日除く）、宿舎の利用は貸し布団代

（1000円、冬期は1350円、持ち込みも可）。

食費1日1000円（3食、自炊も可）。就農

準備の拠点としての利用価値は高い。

苗の並びが蛇行する研修生の田植え。素人が真っ直ぐに
田植えすることは難しい。窪川アグリ体験塾は、研修生
の自主性を重んじており、「まず、習うより慣れろ。まず、
行動しよう」という考えだ

「好きなものを、好きな時期に勉強ができ

る」がキャッチフレーズ。具体的に何をつく

り、どんな経営をするか決めることは意外に

むずかしい作業だ。

「農業を始めるためにはどうしたらいいの

か、最初の部分をここで学んでほしい。そし

て、高知県を好きになってくれれば」と同校

の川瀬一郎課長。

「窪川アグリ体験塾」の門をくぐった人は

3年間で46人。26人が就農、就農準備中

が12人、進路変更した人が8人。

「最初は3日。次は3カ月。そして1年と、

無理をせず、自分に合わせてステップを踏ん

でほしい」と松下健一主任。

窪川アグリ塾の研修のおおまかな流れは次

のとおり。①②③のうち希望するコースだけ

を受講することもできる。

①「新いなかビジネススクール」の通信講座

を受講する（無料）

②次に2泊3日のスクーリング（農業体験研

修等）を受ける（参加費1日470円）

③随時受付の「就農希望者長期研修」（3カ

窪川アグリ体験塾

イチゴのタンソ病の被害
にあった苗を抜く作業

高知県立農業大学校 研修課

関連情報を34頁に掲載
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「
農
業
が
好
き
で
、
と
く
に
リ
ン
ゴ
栽
培
に
興

味
が
あ
っ
た
。
い
ま
は
本
当
に
満
足
し
て
い
る
」

と
、
青
森
県
弘
前
市
の
㈲
ゆ
め
り
ん
ご
に
就
職

し
た
の
は
大
高
春
樹
さ
ん(

20
歳)

。
実
家
は
、
兼

業
農
家
。
リ
ン
ゴ
栽
培
法
人
へ
の
就
職
に
は
両

親
も
「
自
分
の
決
め
た
こ
と
は
ト
コ
ト
ン
や
れ
」

と
、
応
援
し
て
い
る
。
た
ま
た
ま
同
社
の
近
く

に
住
み
、
通
勤
は
車
で
５
分
。
労
働
時
間
は
、

基
本
的
に
朝
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
も
ち

ろ
ん
、
秋
に
は
朝
早
く
出
て
く
る
日
も
多
く
な

る
し
、
夏
場
に
は
５
時
以
降
も
残
業
す
る
。

大
高
さ
ん
は
昨
年
、
農
業
高
校
卒
業
後
、
同

社
の
就
職
試
験
を
受
け
た
。
３
カ
月
の
研
修
後
、

７
月
に
正
式
採
用
さ
れ
た
。

「
農
業
高
校
で
学
ん
だ
が
、
農
業
が
や
り
た
い
。

も
っ
と
リ
ン
ゴ
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
。
農
業
経
営
に
法
人
が
あ
り
、
そ
の
従
業

員
と
し
て
農
業
を
で
き
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

一
年
半
経
っ
て
仕
事
も
分
か
っ
て
き
た
し
、
ほ

か
の
従
業
員
と
も
楽
し
く
や
っ
て
い
る
」

㈲
ゆ
め
り
ん
ご
は
、
経
営
面
積
約
10
謔
。
主

力
は
リ
ン
ゴ
、
ほ
か
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
モ
モ
、
洋
ナ
シ
を
そ
れ
ぞ
れ
約
10
〜

20
諱
栽
培
し
て
い
る
。
同
社
は
、
２
０
０
３
年

４
月
に
法
人
化
し
た
。
労
働
力
は
常
時
雇
用
４

人
で
、
パ
ー
ト
雇
用
を
含
め
る
と
夏
場
は
約
20

人
、
冬
場
は
８
人
。
労
働
力
確
保
に
は
、
地
元

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
絡
を
密
に
し
、
情
報

交
換
を
怠
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

「
リ
ン
ゴ
経
営
に
は
労
働
力
、
と
く
に
年

間
を
と
お
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
上
技
術
の
充
実
が
重
要
と
の
思
い
か

ら
、
内
部
に
人
材
を
蓄
え
た
い
と
思
っ
て

い
る
」
と
い
う
の
は
、
同
社
代
表
取
締
役

の
平
井
秀
樹
さ
ん(

45
歳)

。

昨
年
、
大
高
さ
ん
が
受
け
た
就
職
試
験

は
、
平
井
さ
ん
が
作
っ
た
。「
筆
記
問
題
は

公
務
員
試
験
な
ど
を
参
考
に
し
た
が
、
む

ず
か
し
い
も
の
で
す
ね
。
そ
の
ほ
か
小
論

文
も
書
い
て
も
ら
っ
た
し
、
面
接
も
し
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も
最
後
は
人
柄
。
面
接
が

決
め
手
で
す
よ
」
と
平
井
さ
ん
。
従
業
員

皆
と
仲
良
く
な
っ
て
き
ち
ん
と
や
っ
て
く
れ
る

こ
と
が
大
事
と
強
調
す
る
。

さ
ら
に
、「
技
術
・
経
営
を
仕
込
む
、
見
込
み

の
あ
る
人
を
研
修
す
る
ん
だ
か
ら
、
新
入
社
員

は
や
る
気
が
な
い
と
困
る
。
こ
ち
ら
も
リ
ス
ク

を
負
っ
て
育
て
る
か
ら
に
は
、
応
え
て
く
れ
る

人
を
雇
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
若
い
人
に
は

将
来
、
担
い
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
い
ろ
い
ろ

な
部
門
の
人
が
多
彩
な
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と

も
期
待
す
る
」
と
続
け
る
。

一
方
、
大
高
さ
ん
は
筆
記
試
験
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、「
初
め
は
エ
ッ
と
思
っ
た
が
、
農
業

法
人
に
就
職
す
る
ん
で
す
か
ら
当
然
で
す
よ
ね
」

と
い
う
。

最
後
に
、
農
業
法
人
就
職
や
就
農
に
つ
い
て
、

「
や
る
気
と
根
性
が
大
事
。
で
も
そ
れ
は
ま
ず
農

業
を
好
き
で
あ
る
こ
と
か
な
」
と
、
笑
顔
で
語

っ
て
く
れ
た
。

22

ま
ず
は
農
業
が

好
き
で
あ
る
こ
と

青
森
県
弘
前
市
　
有
限
会
社
ゆ
め
り
ん
ご

大
高
春
樹
さ
ん

農業

農業が好きであることが大切という大高さん

平井社長（左）と大高さん

収穫後、出荷中のスタッフと

従
業
員
と
し
て

農
業
が
で
き
る
！

や
っ
ぱ
り
人
柄
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渡
邊
克
己
さ
ん
（
25
歳
）は
、
宮
崎
県
都
城
市

の
㈲
新
福
青
果
の
野
菜
事
業
部
生
産
班
の
主
任

（
農
場
長
）。
直
営
農
場
2
3
8
カ
所
（
の
べ
作

付
面
積
87
謔
）
を
栽
培
管
理
し
て
い
る
。
新
福

青
果
は
従
業
員
78
人
。
う
ち
生
産
班
は
社
員
３

人
と
研
修
生
2
人
だ
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
の
高

齢
者
な
ど
15
人
が
作
る
農
作
業
受
託
会
社
の
㈲

宮
崎
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
に
栽
培
管
理
作
業
を
委

託
し
て
い
る
。

渡
邊
さ
ん
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
機
械
作
業

の
ほ
か
、
社
員
や
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
人
た
ち

と
野
菜
の
栽
培
管
理
を
行
う
。
新
福
青
果
の
モ

ッ
ト
ー
は
、「
人
に
安
心
と
健
康
を
！
　
土
に
愛

と
感
謝
を
」。
サ
ト
イ
モ
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
野
菜
55
品
目
を
有
機
堆
肥
・
減

農
薬
で
栽
培
す
る
。
徹
底
し
た
土
作
り
と
、
携

帯
端
末
を
利
用
し
た
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
。
農
作
業
が
終
わ
る
と
、
持
参
し

た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
か
ら
肥
料
・
農
薬
の
使
用

量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
畑
か
ら
本
社
事
務
所
に
送

信
す
る
。
渡
邊
さ
ん
は
、
デ
ー
タ
だ
け
で
は
畑

ご
と
の
栽
培
管
理
状
況
が
わ
か
ら
な
い
と
、
農

場
長
と
し
て
最
低
週
1
回
は
3
時
間
ほ
ど
か
け

て
直
営
の
畑
を
ま
わ
る
。

渡
邊
さ
ん
は
、
広
島
県
福
山
市
の
出
身
。
洋

食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
調
理
師
だ
っ
た
。
野
菜
を
扱

う
う
ち
に
、
狭
い
厨
房
で
働
く
よ
り
、
大
地
の

上
で
野
菜
作
り
を
し
た
い
と
思
い
始
め
た
。
一

念
発
起
し
、
家
族
旅
行
で
行
っ
た
こ
と
の
あ
る

宮
崎
県
の
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
を
弟
と
と

も
に
訪
ね
た
。
当
時
高
校
2
年
の
弟
さ
ん
も
、

農
業
を
志
願
し
た
か
ら
だ
。

「
野
菜
作
り
を
一
か
ら
教
え
て
く
れ
る
農
業
法

人
に
勤
め
た
い
」

そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
新
福
青
果
。
あ

い
に
く
社
員
を
採
用
し
た
ば
か
り
と
い
わ
れ
断

ら
れ
た
。
弟
と
南
九
州
や
四
国
な
ど
各
地
を
訪

ね
た
が
、
や
は
り
い
っ
し
ょ
で
は
ム
リ
と
断
ら

れ
続
け
た
。
も
う
一
度
、
新
福
青
果
を
訪
ね
、

「
1
人
分
の
給
料
で
い
い
か
ら
、
2
人
雇
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
頼
ん
だ
。
二
人
は
、
2
0
0
3
年

6
月
に
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
研
修
生
と
な
り
、

そ
の
10
月
に
新
福
青
果
の
社
員
に
採
用
さ
れ
た
。

渡
邊
さ
ん
は
、
将
来
は
兄
弟
で
独
立
し
て
、

野
菜
作
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ま

で
は
法
人
で
経
験
を
積
ん
で
、
勉
強
。
そ
の
た

め
に
、
自
分
で
70
諱
の
畑
を
借
り
、
野
菜
を
作
っ

て
い
る
。
1
年
半
前
に
は
、
広
島
か
ら
両
親
を

呼
ん
だ
。「
こ
の
道
（
農
業
）
で
や
っ
て
い
こ
う
。

後
戻
り
は
し
な
い
」
と
の
意
思
表
示
だ
。

新
福
青
果
の
新
福
秀
秋
社
長
は
、「
栽
培
管

理
技
術
な
ど
は
共
有
・
共
通
化
・
標
準
化
で
き

る
か
ら
、
採
用
す
る
社
員
は
農
業
経
験
の
な
い

素
人
の
ほ
う
が
い
い
。
条
件
は
、
自
然
が
好
き

で
興
味
が
あ
り
、

農
業
に
対
す
る
熱

意
が
あ
る
人
」
と

話
す
。

兄
弟
い
っ
し
ょ
に
法
人
へ

将
来
は
独
立
し
て
農
業

調
理
師
か
ら
転
身
、

大
地
目
指
す

宮
崎
県
都
城
市
　
有
限
会
社
新
福
青
果

渡
邊
克
己
さ
ん

農業

青ネギの畑で、渡邊克己さん

本社で社員、研修
生といっしょに

新福秀秋社長

関連情報を30頁に掲載
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一方、新規就農者にとっては経営基

盤がそのまま引き継げるため、経営の

早期安定につながります。

厳しくても大きな希望と夢を

新規就農者は、農業について、大き

な夢と希望を持っていると思います。

しかし、現実には厳しいことが多々待

ち受けているでしょう。ですが、一生

の職業と決めたのであれば、そこでく

じけないことです。研修期間を十分に

とり、先に就農した先輩の経営を見せ

けで（営農）支援資金を出す職業は他

にないと思います。

昔からいわれていることわざに「若

いときの苦労は買ってでもせよ」とい

うのがありますが、正にそのとおりだ

と思います。若いときの苦労は、すべ

て貴い経験となっていかされ、いつの

日か必ず、夢も希望も実現する時がき

ます。

一人でも多くの新規就農者が活躍

し、地域に元気を与えてくれることを

望んでいます。

てもらったり、また意見を聞いてみた

りすることが大切だと思います。さら

に、夫婦で考えを検討してみて、二人

で決断することも大事だといえます。

とにかく、農協など関係機関の意見

を聞き、自身に一番見合った（能力・

技術など）就農をしてほしいと思いま

す。地域の人との交流、仲間との交流、

そうしたなかから参考になる意見も出

てくると確信しています。

酪農経営も、畑作経営でも同じだと

思いますが、一生の職業とするのであ

れば「一生勉強」。身体一つと信用だ

経営継承の実現（就農） 

相手の方に会って、直接、経営継承に関する交渉の実施。 
（経営継承データベース推進担当者が仲介） 

条件の合う方が見つかれば、経営継承データベース 
推進担当者を通じて、詳しい情報を入手。 

経営移譲したい方は、社団法人酪農ヘルパー全国協会 
のホームページの新規就農希望者データベースから、 
新規就農希望者は、経営移譲希望者データベースから、 

それぞれ条件の合いそうな方を検索。 
（全国協会 http://d-helper.lin.go.jp/） 

 
お近くの酪農ヘルパー利用組合・都道府県団体の 
経営継承データベース推進担当者に相談。 
新規就農希望者データベースに登録。 
経営移譲希望者データベースに登録。 

酪農経営を円滑に継承するための 

「酪農経営継承データベース」 に登録しましょう 

酪農に 
新規就農したい 

酪農経営を 
移譲したい 

私の酪農経営を意欲ある方に継がせたい 
酪農経営がしたい 酪農経営を移譲したい 
（新規就農希望者） （経営移譲希望者） 
酪農に新規就農したいが、 
農場が見つからない。 

後継者がいないので農場・ 
経営を第三者に譲りたい。 

〒104-0031　東京都中央区京橋1-19-8　大野ビル5階 
FAX. 03（3563）5305 
URL：http://d-helper.lin.go.jp/　Email：info@d-helper.lin.go.jp

03（5524）0037　担当／平瀬・岡部 

社団法人  酪農ヘルパー全国協会 新・農業人フェア 
東京（2/10）、大阪（3/10）出展 

全国の酪農ヘルパー募集情報の提供、酪農ヘルパーになるための支援を行っています。 
詳しくは、酪農ヘルパー全国協会にお問い合せください。 

酪農ヘルパー 
全国協会では 
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ボランティアで就農活動支援

1991年 3月、酪農家自らが100％

出資した(有)鹿追町デーリィーサービ

スカンパニィが設立されました。酪農

ヘルパー事業の推進が、主な事業内容

です。職員のなかに新規就農を将来の

目標としている若者が数多くいたこと

もあり、事業の一環として新規就農相

談窓口を作り、これまでに数々の就農

支援を行ってきました。

私は 03年 3月に取締役を退任し、

現在はボランティアで、就農希望者た

ちの「エネルギー」をもらいながら、

就農支援活動を続けているところで

す。

この数年間に、多くの新規就農者が

酪農経営主となりました。そのなかに

は、北海道農業担い手育成センター主

催の新規就農優良農業経営者最優秀賞

や、北海道中央会の山田賞を受賞した

経営主もいます。こうして皆、新規就

農者のよきモデルとなって、道内各地

で頑張っています。

最近、新規就農したばかりの荻野滋

雄君もその一人。非農家で育った彼は、

高校時代から酪農経営に憧れ、岡山県

から北海道に移住。鹿追町デーリィー

サービスカンパニィで、奥さんと酪農

ヘルパーをしながら約２年半の間、さ

まざまな農家の経営形態を勉強しなが

ら、就農の機会を待っていました。

02年に離農を考えている農家が豊頃

年々遠くなり、仲間も少なく、若者が

離れていく光景を見るにつけ、食糧基

地・北海道農業の先行きに不安を感じ

ます。その一方で、「新規就農して頑

張っていこう」という意欲ある就農希

望者の相談が、私のもとに数多く寄せ

られているのも事実なのです。

時には、離農希望の方で、代々引き

継いできた経営を、後継者がいない、

あるいは健康上の理由などで離農を決

意しなければなくなり、「どなたか現

在の経営を引き継いでくれる人はいな

いか？」という相談を受けることがあ

ります。一つの解決策として、規模拡

大や株式会社の参入などが考えられま

す。そうなると単純に農家戸数は減り

ます。しかし、今の地域を維持するに

は、農家戸数の維持が絶対に必要不可

欠であると思うのです。

今日、職業選択は自由であり、何代

も農業を守り続けることは、非常に困

難なことです。しかし、長年多額の資

金を投入して築き上げた施設を廃屋と

するのではなく、経営者が健在なうち

に、経営を譲渡するのも一つの方法と

考えられます。

町にあり、1年間実習生として入って、

03年５月に待望の農場を「居抜き継

承」という方式で持つことができまし

た。規模は、搾乳牛40頭で草地面積

40ha。自己資金とスーパーＬ資金を

利用しました。就農して間もなく、十

勝沖地震に遭いましたが、周りの仲間

の温かい応援を受け、明日を信じて頑

張っているところです。

明かりを消すな！

最近、道内の他の地域や道外に行く

機会も多くなり、年々離農が進んでい

ることに、一抹の寂しさを感じている

のは私ばかりではないと思います。も

とは近くに見えた「夜の明かり」も

北海道鹿追町
新規就農コーディネーター　

武者 毅男さん

経営譲渡で新規就農を！

豊頃町で新規就農した荻野夫妻
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「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
は
、
新
た
に
独
立
し

て
農
業
を
始
め
た
い
人
、
農
業
法
人
に
就
職
し

た
い
人
、
野
菜
な
ど
自
給
農
産
物
を
作
り
な
が

ら
田
舎
で
定
住
を
考
え
て
い
る
人
な
ど
、
農
業

を
仕
事
に
し
た
い
人
た
ち
の
た
め
の
総
合
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
１
９
９
７
年
度
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
５
万
人
の

来
場
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

最
近
は
、「
農
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
感

じ
る
」
と
い
う
若
者
が
増
え
、
農
業
が
職
業
の

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
と
と
も
に
、

農
業
法
人
に
お
い
て
も
他
産
業
の
有
能
な
人
材

を
雇
用
す
る
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
団
塊
世
代
の

大
量
定
年
、
国
民
の
食
の
安
全
、
環
境
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
農
村
・
田
舎
暮

ら
し
に
関
連
し
た
情
報
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国
農
業
会
議
所
・

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
一

般
の
方
々
を
対
象
に
新
規
就
農
の
実
態
や
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
と
就
農
希
望
者
の
相
談

に
応
え
る
た
め
、
年
数
回
、「
新
・
農
業
人
フ
ェ

ア
」
を
主
要
都
市
に
お
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
新
規
就
農
相
談
会
」（
都
道
府

県
・
市
町
村
な
ど
就
農
支
援
対
策
を
持
つ
自
治

体
・
機
関
な
ど
の
窓
口
相
談
）、「
農
業
法
人
等

合
同
会
社
説
明
会
」（
従
業
員
、
研
修
生
を
求
め

新・農業人フェアの歩き方 
入口 

パンフレット、会場マップ、アンケート、ブース訪問カードを受け取ります 
記入・筆記コーナー 

まずブース訪問カードに自己PRを記入します 

あなたのタイプは…？ 

出口 
（アンケートを提出してお帰りください） 

新規就農セミナー 
就農するためのガイダンスや就農者の 
体験発表などが行われます。 

新・農業人ネットワーク 
相談コーナー 

新規就農セミナーで体験を発表した就農者が、 
直接来場者の質問に答えます。 

資料コーナー 
パンフレットや書籍など、様々な資料があります。 

情報収集のためにお役立てください。 

なんでも 
総合相談窓口 

田舎暮らし 
相談会 

職業紹介コーナー・ 
農業インターン 
シップコーナー 

農業法人等 
合同会社説明会 

新規就農 
相談会 

学習・体験 
エリア 

訪問先について、色々
アドバイスしてもらいま
しょう。 
就農・就職だけでなく田
舎暮らしについても聞
いてみましょう。 

農業インターンシップの
内容を説明します。 
社員を募集している農
業法人などに就職を紹
介・あっせんします。 

あらかじめ訪問カードに
必要事項を記入。社員
を募集している農業法
人などが参加し、会社説
明会を行います。貴重
な機会ですので、出来
るだけ多くの求人ブース
を訪問してみましょう。 

都道府県新規就農セン
ターなどが、就農希望
者の相談を受け付けま
す。 

田舎暮らしを希望する
方に受入の支援などの
相談に応じます。 

農業を始める前提とし
て知識や技術を習得し
たい方、農業を体験し
て可能性を探りたい方
など、学生・社会人問わ
ず相談に応じます。 

農業について 
全般的に 
知りたい 

まずどこへ 
行ったら 
いいのか 
分からない 

田舎暮らし・ 
農村で 
定住したい 

農業法人に 
就職したい 

手がけたい 
作物がある 

農業を 
やりたい 
地域がある 

無理なく 
農業の 

技術や知識を 
学びたい 

ガソリン 
スタンド 

ファースト 
キッチン 

大淀 
南公園 

大阪中央 
郵便局 

大丸 
百貨店 

ヨドバシ 
カメラ 

梅田スカイビル 

十三バイパス 

な
に
わ
筋 

新な
にわ
筋 

JR大
阪駅
 中央

北口
 

福島
駅 

阪
急
梅
田
駅 

国道176号線 

●東京会場　池袋サンシャインA2、A3ホール 
　2月10日（土） 

●大阪会場　梅田スカイビルタワーウエスト10F 
　梅田アウラホール　3月10日（土） 

※ブース訪問カード 

J 
R
池
袋
駅 

三越 
NTT

プリンスホテル 
パルコ 東急 

ハンズ 

ｻﾝｼｬｲﾝ60 文化会館 

池袋サンシャイン 

西武百貨店 

東口 

グリーン大
通り 

春日通り 明治
通り
 

フ
ェ
ア
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
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る
農
業
法
人
の
相
談
窓
口
）、「
新
規
就
農
セ
ミ

ナ
ー
」（
新
た
に
就
農
す
る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

新
規
就
農
者
・
就
職
就
農
者
な
ど
経
験
者
か
ら

の
事
例
発
表
会
）、「
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

コ
ー
ナ
ー
」（
農
業
法
人
で
就
業
体
験
を
希
望
す

る
人
の
た
め
の
相
談
に
応
じ
る
）
な
ど
に
加
え
、

「
田
舎
暮
ら
し
相
談
会
」（
自
給
自
足
な
ど
田
舎

暮
ら
し
希
望
者
の
た
め
の
個
別
相
談
）
も
開
設

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
フ
ェ
ア
会
場
に
入
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

ま
ず
受
付
で
、
出
展
し
て
い
る
農
業
法
人
や

自
治
体
・
機
関
の
情
報
を
掲
載
し
た
「
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」「
会
場
マ
ッ
プ
」「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な

ど
の
資
料
と
「
ブ
ー
ス
訪
問
カ
ー
ド
」
を
受
け

取
り
ま
す
。
こ
こ
で
ど
ん
な
法
人
や
自
治
体
・

機
関
が
出
展
し
て
い
る
の
か
目
を
と
お
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

会
場
案
内
図
で
、
出
展
者
の
配
置
も
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
つ
ぎ
に
「
記
入
・
筆
記
コ
ー
ナ
ー
」

で
、
入
場
時
に
も
ら
っ
た
「
ブ
ー
ス
訪
問
カ
ー

ド
」
に
記
入
し
、
ブ
ー
ス
に
行
っ
て
名
刺
代
わ

り
に
提
出
し
、
就
農
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い

（
カ
ー
ド
は
５
枚
綴
り
の
複
写
式
に
な
っ
て
い
ま

す
）。
会
場
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、「
農
業
法
人
等
合
同
会
社
説
明
会
」
や
自
治

体
等
の
「
新
規
就
農
相
談
会
」
が
各
都
道
府
県

ご
と
に
並
ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
農
業
の
学

校
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
案
内
し
て
い
る

「
学
習
・
体
験
エ
リ
ア
」、
田
舎
暮
ら
し
や
農
村

定
住
の
実
情
や
支
援
策
が
聞
け
る
「
田
舎
暮
ら

し
相
談
会
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
「
な
ん
で
も
総
合
相
談

窓
口
」「
新
・
農
業
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相
談
コ
ー

ナ
ー
」「
職
業
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」「
農
業
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
漠
然

と
農
業
を
や
り
た
い
、
農
村
に
あ
こ
が
れ
て
い

る
方
々
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
相
談
す
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
す
。

ま
た
会
場
中
央
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
新
規
就

農
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談

員
か
ら
の
「
新
規
就
農
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
新
規
就

農
者
や
就
職
就
農
者
の
経
験
・
体
験
な
ど
の
事

例
発
表
が
行
わ
れ
、
農
業
法
人
で
の
就
業
体
験

を
希
望
す
る
方
々
に
は
「
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
」
も
行
わ
れ
ま
す
。
先
輩
た
ち

の
経
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
こ
と
も
重
要

な
情
報
収
集
と
な
り
ま
す
。

各
ブ
ー
ス
に
訪
問
す
る
合
い
間
に
は
、「
資
料

コ
ー
ナ
ー
」
で
各
都
道
府
県
・
市
町
村
、
法
人

の
資
料
を
収
集
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

フ
ェ
ア
で
は
就
農
・
定
住
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
用
意
し
て
お
り
、
来
場
者
の
方
々

に
は
農
業
を
仕
事
に
す
る
た
め
、
田
舎
暮
ら
し

の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
思
う
存
分
収
集
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

来
場
者
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ど
ん
な
農

業
を
し
た
い
か
、
稲
作
か
、
野
菜
か
、
は
た
ま

た
畜
産
か
」、
あ
る
い
は
「
ど
こ
の
地
域
が
希
望

か
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
・
機
関
、
農
業
法
人
も
い
ろ
い

ろ
な
支
援
策
や
経
営
形
態
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
じ
っ
く
り
と
情
報
を
集
め
、
相
談
を
重
ね

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
し
て
、
就
農
の
決
断

が
つ
い
て
か
ら
も
、
希
望
す
る
現
地
を
訪
ね
る

こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

フ
ェ
ア
は
、
来
場
者
の
方
々
に
多
く
の
情
報

を
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
く
場
で
す
。
そ
し
て
、

面
接
や
試
験
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
就
農
・

定
住
に
関
す
る
総
合
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
こ
の
フ
ェ
ア
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
、
お
帰
り
の
際
に
は
「
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
記
入
・
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

会
場
に
入
り
ま
し
ょ
う

新規就農セミナー

会場案内図

求人エリア

総合相談窓口

就農相談エリア
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独立行政法人 農業者年金基金 

　新規就農される方を含めて、農業者の皆さん
が加入している国民年金の上乗せ年金として、
農業者だけが加入できる農業者年金制度があり
ます。 
　国民年金の支給額は40年加入で一人当たり
月額6万6千円、夫婦あわせて月額13万2千円で
すが、農家の老後の家計費は夫婦二人で月額
約26万円かかっています。 
　このように国民年金だけでは老後の備えは十
分とはいえず、老後の生活費は自分で準備する
必要があります。サラリーマンは国民年金（基礎
年金）の上乗せ年金として厚生年金に加入して
います。新規就農された皆様も農業者年金に加
入してサラリーマン並みの年金を受け取りましょう。 

　この農業者年金は、公的年金ならではのメリッ
トに加え、政策年金ならではの特別な支援があり
ます。 
 
 
蘆農業に従事されている方（60歳未満の国民
年金第1号被保険者で年間60日以上農業に
従事）は誰でも加入できます。 
蘆自分が積み立てた保険料とその運用実績に
より将来受け取る年金額が決まる積立方式（確
定拠出型）の年金なので、財政基盤が安定
しており、少子高齢化時代でも安心な年金制
度です。 
蘆保険料の額は、自分の必要とする年金額の目

標に向けて自由（月額2万円～6万7千円）に
決められます。 
蘆終身年金で80歳までの保証付きです。 
蘆支払った保険料は、全額（1人年額80万4千
円まで）が社会保険料控除の対象となり、所
得税・住民税の節税（支払った保険料の15
～30％程度）になるなど、公的年金ならでは
の税制上の優遇措置があります。 
蘆認定就農者（認定農業者）で青色申告をし
ている方など農業の担い手には、政策年金な
らではの保険料の国庫補助（月額最高1万円）
があります。 
 
 
農業者年金には平成17年度は全国で1,653人
が新規に加入され、17年度末では約8万2千人
が加入しています。 
 
 
パンフレットなど農業者年金制度をわかりやすく
説明した資料を準備しています。また、農業者年
金基金のホームページにも、制度の仕組みを詳
しく載せています。 
 
 
独立行政法人農業者年金基金 
〒105-8010　東京都港区西新橋1-6-21　
NBF虎ノ門ビル5F

農業者年金のご相談は 

農業者年金の現状 

農業者年金関係資料 

新規就農者への支援・優遇制度 

●問い合わせ先電話／FAX 
　TEL：03（3502）3942 
　FAX：03（3592）2660 
●ホームページ 
　http：//www.nounen.go.jp/

なお、最寄りのJAか農業委員会でも相談ができます。 

農業者年金は 
新規就農者を応援します！ 
農業者年金は 
新規就農者を応援します！ 

●新規就農者（新規参入・Ｕターン・後継者）
の方で、認定就農者又は認定農業者で青
色申告すれば、保険料の国庫補助や税制
上の優遇措置が受けられ、少ない負担で
将来に備えることができます。また、農業者
年金加入者のネットワークなど、地域との
つながりもできます。 
●新規就農と農業者年金加入をセットで考
えましょう！！ 

北海道・東北で就農するなら！ 
農業者年金加入者の仲間になりませんか？ 

運用がうれしい 

Uターン・新規
参入・後継者

の皆さん 

●農業者年金に関するお問い合わせは、 
　北海道・東北各県の農業会議まで……  お待ちしております！！ 
北海道農業会議  　011（281）6761 青森県農業会議  　017（774）8580 岩手県農業会議  　019（622）5825 
宮城県農業会議  　022（275）9164 秋田県農業会議  　018（860）3540 山形県農業会議  　023（622）8716 
福島県農業会議  　024（524）1201

農村は、平均以上に高齢化率が
高くなっていますが、将来、少子
高齢化の影響で年金がもらえな

くなる心配はないのですか。 
 

自分の年金原資を自分で積み立
てる、積み立て方式の確定拠出
型年金です。加入者・受給者の数

に影響されない安定した年金制度で、運用
状況などで保険料が引き上げられることも
ありません。 
 
 
岩手県奥州市水沢区  菅原百合子 さん 
「もううれしくて。だって5千円も増えてたん
ですよ」。2haの水田と10ａの畑を経営する菅
原百合子さんは、3月までの保険料の運用状
況を知らせる「付利通知」を見て感激しました。 

　菅原さんは03年末に農業者年金に月額2
万円の通常加入で加入しました。04年度の
農業者年金の運用実績は3.4％でした。「銀
行預金では利息はほとんどつかない。農業
者年金なら、基金が安全確実なところを選ん
で運用してくれるから安心ですよね」と掛け
金の運用状況を楽しみにしています。（平成
17年9月のコメント） 

 

 

Q

A

22,948 
42,335 
60,430 
82,619

△563 
1,852 
1,690 
6,603

△4.65 
5.99 
3.40 
9.80

23,512 
40,483 
58,740 
76,017

運用総額 
① 

時価総額 
② 

総合収益 
②－① 

修正総合 
利回り 

平成14年度 
平成15年度 
平成16年度 
平成17年度 

※運用開始から資産の増加を考慮した通算利回り 
　は年5.44%

●運用成績の推移 (単位：百万円、％) 
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「
農
地
保
有
合
理
化
事
業
」
が 

明
日
の
北
海
道
農
業
を 

支
え
ま
す
。 

「
農
地
保
有
合
理
化
事
業
」
が 

明
日
の
北
海
道
農
業
を 

支
え
ま
す
。 

「農地保有合理化事業農地保有合理化事業」とは、 
農用地農用地などの買入買入れ、売渡売渡し、 
借入借入れ、貸付貸付けを行うことです。 

畜産地を総合開発、次代の担い手へ。 

●畜産地の総合整備　●牧場基地の建設 

農地農地を売りたい人、買いたい人をお手伝手伝い。 

●農地●農地の売買及びリース　●農業法人　●農業法人への農地農地の現物現物出資 ●農地の売買及びリース　●農業法人への農地の現物出資 

乳・肉牛のリース・育成で豊かな畜産王国に。 

●乳用牛・肉用牛のリース　●ホルスタイン種の育成 
●人工授精及び受精卵移植・初妊牛の頒布 

みのり豊かな農地農地づくりを、しっかりサポート。 

●農地（草地、畑、水田等）の整備及び土層の改良 

「農地保有合理化事業」とは、 
農用地などの買入れ、売渡し、 
借入れ、貸付けを行うことです。 
農地を売りたい人、買いたい人をお手伝い。 みのり豊かな農地づくりを、しっかりサポート。 

●詳しい資料・ご相談は 

〒060－0005  札幌市中央区北5条西6丁目1番23 
農地開発センター内 

主　　催 

日時・場所 

申し込み・ 
問い合わせ先 

全国農業会議所 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門1－25－5 
FAX. 03（3507）3081　メール：nouitisan@nca.or.jp

03（5251）3904

全国農業会議所 
都道府県農業会議 

後　　援 全国農業新聞 

全国農業会議所「地産地消トーク」係 

中日本地区 2月8日（木）午後1時30分～4時30分 
愛知県名古屋市「レセプションハウス名古屋逓信会館」 

2月14日（水）午後1時30分～4時30分 
徳島県徳島市「徳島プリンスホテル」 

詳しい内容は、 
ホームページで確認ください。 

URL  http://www.nca.or.jp

※参加は無料ですが、各会場とも定員になり次第締め切らせていただきます。 

西日本地区 

　全国農業図書 

発行　全国農業会議所 
〒105-0001  東京都港区虎ノ門1-25-5  虎ノ門34ＭＴビル 
TEL． 03（5251）3907   http://www.nca.or.jp/tosho/

　本書では、29人の新規就農者の就農の動機、農地や技術の習
得、資金や住宅の確保など、就農するための取り組みを掲載。自
分の体験をもとにした就農希望者へのアドバイスなどを余すところな
く紹介しています。 
　農業を始めるにあたって、また、始めた後にぶつかった問題を、
どう乗り越えていったのか、それぞれの経験が語られています。 

新・農業人の奮闘記を綴った就農マニュアル 

コード番号18-34、A5判、95頁 
定価700円(税込）、送料実費 

列伝　第四集 

全国新規就農相談センター 編 

新刊 

新規参入事例集 

新・農業人列伝　第参集 
－新規参入事例集－　全国新規就農相談センター 編 
コード番号17-47、A5判、162頁、定価1,000円(税込）、送料実費 

絶賛発売中!!

全国新規就農相談センター 

●農業法人等合同会社説明会 
農業法人等への就職希望者のために、従業員を募集している経
営者と面談できるブースを設置します。 

●新規就農セミナー 
新規に農業を始めるためのガイダンス、新規就農者、農業法人就
職者による事例発表などを行います。 

●新規就農相談会 
受け入れ希望都道府県・市町村ごとのブースなどを設置し、農業を
始めるための個別相談に応じます。 

●農業インターンシップ 
農業法人で就業体験を希望する人（学生・社会人）のためのブー
スを設置し、相談に応じます。 
●田舎暮らし相談会 
田舎暮らしを希望する人のためのブースを設置し、相談に応じます。 

●チャレンジ！ファームスクール 
合宿形式による農作業実習の概要について説明します。 

農業を仕事にするための総合イベント 
新・農業人フェア’07

東京会場：2/10（土）／池袋サンシャイン A2、A3ホール  
大阪会場：3/10（土）／梅田スカイビル 10Fアウラホール 

開催時間　10:30～16:00［全会場共通］ 
 

※会場の案内図は26頁に掲載 

お問い合わせ 
全国新規就農相談センター 03（3507）3088
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

●入場無料 ●入退場自由 ●服装自由 ●履歴書不要 ●家族・友人連れ歓迎 
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東京会場（新・農業人フェア ’07） 大阪会場（新・農業人フェア ’07） 

宮崎県農業法人経営者協会 

■宮崎県農業法人経営者協会 
　事務局（宮崎県農業会議） 
　〒８８０-０８０３　宮崎市旭１-３-６　県庁６号館１階 
 
■宮崎県新規就農相談センター 
　宮崎県農業会議 
　〒８８０-０８０３　宮崎市旭１-３-６　県庁６号館１階 
 
　財団法人宮崎県農業後継者育成基金協会 
　〒８８０-０８０３　宮崎市旭１-３-６　県庁７号館１階 

【相談日】 
月～金（土、日、祝祭日を除く） 
 
【相談時間】 
午前９時～午後４時まで（事前の電話予約をお願
いいたします） 
 
【ＵＲＬ】 
http://www.nokokei.or.jp/

　　 ターン 
相談会を 
開催いたします 

・

日時：2月10日（土） 
場所：池袋サンシャイン 
時間：10時30分～16時00分（予定） 

日時：3月10日（土） 
場所：梅田スカイビル 
時間：10時30分～16時00分（予定） 

新・農業人フェア’07（東京・大阪）の会場におきまして、 
宮崎県Ｕ・Ｉターン相談ブースを設け、相談会を行います。 
・田舎暮らしをしたいが仕事もしたい！ 
・自分で農業をやりたいが不安がある。出来ればどこかに勤めながら農業をやってみたい！ 
といった考えをお持ちの方、 
東京・大阪での相談会（宮崎県ブース）にぜひお越しください。 

U I

　農業は宮崎県の基幹産業です。 
　本県には、南国独特の温暖・多照な気候を最大限に生かし、野菜や畜産など様々な
経営体、日本でも有数の農業法人があります。 
　農業法人で、今までの会社経験や技能を活かしませんか。意欲のある方、宮崎県ブ
ースでお待ちしております。 

宮崎県農業法人経営者協会 会長　新福 秀秋 太陽とみどりの国みやざき！ 

０９８５（２９）６３３３ 

０９８５（２９）６３３３ 

０９８５（２６）８７９７ 

J 
R
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事務局のご案内 
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蘆募集人数 
3 ～ 5組の夫婦、または2～ 3名の独
身者 
蘆募集職種 
酪農、および酪農関連業務 
蘆応募資格 
18歳～35歳位までの健康な人 
蘆給与 
夫婦　月額／26万円（1名13万円） 
蘆待遇 
社会保険（健保・厚年）、労働保険
（雇用・労災）、作業着等貸与規定、
住宅完備（夫婦2DK）月/2,500円 
蘆勤務時間 
4:30～18:30（実働8時間程度） 
蘆休日休暇 
週休1日（正月休暇 /別途1日） 
蘆勤務地 
北海道野付郡別海町 
 
 
研修牧場における実践研修を中心に、
講義、特別研修、農家研修、酪農ヘ
ルパー実習を組み合わせて行います。
研修修了者が酪農家になることを希望
する場合、町内の取得可能な牧場を
紹介したり、就農準備のアドバイス等を
行います。 
1 年目：実践研修作業、酪農技術の

座学研修 
2 年目：実践研修作業（レベルアップ） 
3 年目：実践研修作業、経営管理等

座学研修、農家研修等、新
規就農準備（就農地決定） 

※酪農経験に応じて研修期間を短縮し
　ます。 
 

 
 
蘆設立 
1996年 12月 
蘆資本金 
2,000万円 
蘆従業員数 
19名（うち研修生14名） 
蘆売上高 
1億 3,600万円（平成17年度） 
蘆事業内容 
代表取締役　佐野力三（別海町長） 
生乳生産（乳牛管理等全般含む）、
酪農者担い手育成 
 
 
（羽田直行便の発着）空港から30～40分。
大型ショッピングモールまで30分。コンビ
ニまで10分。町立病院まで25分、診療
所まで10分。観光スポットは、摩周湖まで
40分、世界遺産・知床半島まで2時間。 
 
 
蘆応募方法 
問い合わせ、大歓迎です。詳しい内容
はお問い合わせください。 

募集情報 

くらし情報 

応募情報 研修カリキュラム 

会社情報 

（有）別海町酪農研修牧場 

〒088-2576  
北海道野付郡別海町西春別347番地63 
FAX. 0153（77）1051 
メール　dairy@aurens.or.jp

0153（77）1050  
担当／谷野利一 

新・農業人フェア 
東京（2/10）出展 
大阪（3/10）出展 

ISO9001: 2000ISO9001: 2000　認証農場　認証農場 

帯広 
釧路 

根室 中標津 

女満別 国後島 

別海町 

知床世界遺産 

酪農研修に必要な牧草地（165㌶）、畜舎等（8棟）、機械、
乳牛（340頭）、研修館、住宅等のすべてを完備。独自の
研修カリキュラムで原則3年間研修を行い、研修終了後に
町内で就農あるいは酪農関連業務に従事することを基本
条件としています。 
研修牧場で生産された牛乳は、関連工場で製品化され、
国内で販売されています。北海道の大自然の中で、家族
と一緒に酪農（経営）し、“べつかい”の乳製品を全国に
発信しませんか？ 

研修“生活”から 
独立“新規就農”まで 
酪農のすべてを支援します！ 

ISO9001: 2000　認証農場 

飯田市 

2006年秋に参加された方の言葉から 

お問い合わせ先 

〒395-0817　長野県飯田市鼎東鼎281 
FAX. 0265（52）6181　E-mail：worholi@city.iida.nagano.jp 
ホームページ：http://www.city.iida.nagano.jp/waki/

0265（21）3217

長野県飯田市役所農業課内 
ワーキングホリデー事務局 

 
 
●日程／第1回：4月28日（土）～5月1日（火）3泊4日 
　　　   第2回：5月2日（水）～5月5日（土）3泊4日 
●宿泊／作業をする農家(食事は、初日の夕食から最終日
の昼食まで付きます。) 
●作業内容／リンゴや梨の摘花作業、野菜・酪農・花卉
等の作業。 

●募集人員／未定。(受入農家数によりますので、応募者
多数の場合はご参加いただけない場合があります。) 

●参加費用／なし。（往復交通費は参加者負担。） 
●参加資格／農業に関心・興味をお持ちの方で、農作業
をまじめにやってみたい方。16歳以上70歳未満。性別は
問いません。お子様やペットの同伴はご遠慮ください。 

●申込期限／3月18日(日)　必着（申込受付は3月5日（月）
からの予定です。) 
●応募方法／ワーキングホリデー飯田のホームページ又は
所定の参加申込書によりお申し込みください。 

　＊参加申込書は、電話等でご請求ください。＊電話での
参加申込みは受け付けておりません。ご了承ください。 
●参加の可否／参加いただく2週間程度前までに事務局
よりお知らせします。 

募集要項 空明るく、風匂やかなるまちと詠われる南信州飯田。南アルプスと中央アルプスに囲まれた果樹
園では、リンゴや梨、桃の木々が春の訪れを静かに待っています。今春も、ここで農作業をお手
伝いしてくれる「ワーキングホリデー」参加希望者を募集します。これは、「観光向けの農業体験」
でも「農業研修」といったものでもありません。農作業でとても忙しい農家のお手伝いをしていた
だくもので、お客様扱いはできません。でも農家の生活にどっぷりと浸かり、畑で汗を流し、いろ
んなことを教わりながらの4日間は生産の喜びや食べ物の美味しさを実感できるものと思います。
都市では経験できないことも多く、また、農家の方ともふれあえる、めったにないチャンスですよ。 

 
 
○酪農は生きている動物の世話をして搾乳するため、食事や
排泄物の処理、健康管理など一日たりとも休むことができ
ない仕事であり、非常に重労働であるため並の気持ちでは
できないことを痛感しました。その現場にいるご家族は力強
く、生と死の現場でもあるため人一倍思いやりの強い方々
でした。貴重な体験をさせていただきました。(20代女性) 
○自分が関わった農産物をスーパー等で見かけると、これまで
何の感慨もなかった
ものが、あの厳しい
労働を経て商品とし
て陳列されていると
思うと、いとおしく感
じます。これもワーキ
ングホリデーに参加
したからだと思います。
(60代男性)

牛体ブラッシング 農作業のお手伝いをし、汗を流す。 
農家で一緒にごはんを食べる、宿泊する……。 
南信州・飯田市で4日間だけの農作業のお手伝い。 

リンゴ摘花作業 

長野 

松本 

岡谷 

至名古屋 

至豊橋 

至山梨、東京 
中央自動車道 

新幹線 

JR飯田線 

塩尻 

飯田市 

小諸 軽井沢 

信濃大町 
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4月入学の学生募集中 
蘆資格：短大・大学卒、又は同
等の者。農業初心者でも可。 
蘆期間：1年間 
蘆入学時期：4月、10月 
蘆経費：食費のみ（学費、寮費
は免除） 
 
 
4月からの受講生募集中 

現在の仕事を続けながら、休日
（土・日曜日）を利用して、農
業の基本的な知識と技術を、実
際に農場で土に触れ、作物に触
れながら勉強します。農業体験。
有機野菜、稲作、農産加工等の
入門コース。有機農業の専門コ
ースがあります。 
 
 
4月からの研修生募集中 

ニート、フリーターの人を対象
にした3ヶ月間の農業研修。 
合宿形式による集団生活での生
活訓練・農作業実習を通して、
農業を理解し、働く意欲を高め、
将来農業分野で働くことを目的
とした研修です。 
蘆資格：16歳～39歳までの健
康な方。 
蘆研修開始月：4月・7月・10月・
1月 

蘆体験入学：1～5日間（月～金
曜日）の農業体験が毎週できま
す。 
 
 

年間通して募集中 
全国新規就農相談センター主催
による、短期の農業体験コース。 
年間通して皆さまが希望する時
期に体験できます。 
野菜、有機野菜、稲作、水耕栽
培、酪農、農産加工コースから
選択。 
学生達と一緒に実習します。 
蘆短期農業体験コース 
　月曜日～金曜日の5日間、毎
週実施。 

蘆中期農業研修コース 
　期間：1ヶ月間。毎月実施。 
蘆農業実践コース 
　期間：3ヶ月間 
　開始月：4月・7月・10月・1月 

専修科コース 

農業体験コース 

問い合わせ 

チャレンジ！ファームスクール 

就農準備校 

日本農業実践学園 

新・農業人フェア 
東京（2/10）・大阪（3/10）出展 

〒319-0315 茨城県水戸市内原町1496 
FAX. 029（259）2647 
URL：http://www.nnjg04.com/ 
E-mail：nichinou@atlas.plala.or.jp

日本農業実践学園 
029（259）2002  担当／真下 

・将来、自然の中で農業がしたい。 

・本格的に農業を学びたい。 

・農業法人に就職したい。 

・青年海外協力隊に参加したい。 

この様な希望を持った 
20～50歳代の人達が勉強しています。 

 

　就農準備校・（社）全国農村青少年教育振興会 

就農準備校は、農業に興味がある
方、将来農業をしてみたい方が、農
業についての基本的な知識や技術を
学べる学校です。 
大都市圏に働くサラリーマンの方、
一般の方でも夜間、土日など無理の
ないスケジュールで学べ、将来の就
農のための準備として役立つよう
に、農林水産省の支援で開校してい
ます。東京にある就農準備校本部を
含めて、全国に6校開校しています。 
 
（社）全国農村青少年教育振興会 
［就農準備校本部］ 
〒114-0024 
東京都北区西ヶ原1-26-3 
電話03-3949-3332　FAX03-3949-3301 

日本農業実践学園 
〒319-0315 
茨城県水戸市内原町1496 
電話029-259-2002　FAX029-259-2647 

 
八ヶ岳中央農業実践大学校 
〒391-0112 
長野県諏訪郡原村17217-118 
電話0266-74-2111　FAX0266-74-2382 
 
全国愛農会 
〒518-0221 
三重県伊賀市別府740 
電話0595-52-0108　FAX0595-52-0109 

 
大阪テクノ・ホルティ園芸専門学校 
〒584-0021 
大阪府富田林市中野町2-518-2 
電話0721-24-5147　FAX0721-25-0726 

福岡地区職業訓練協会 
〒813-0044 
福岡県福岡市東区千早5-2-24 
電話092-671-6831　FAX092-672-2133 
 
 
 
「就農準備校副読本（農業一般、野菜、
花き）」 
頒布価格：各冊1部　1,000円 

（消費税込み）、送料別途 

【就 農 準 備 校 コ ー ス 説 明】　　　 ※交通費・食事代・宿泊費は実費となります。 
　■体験コース／日帰り、又は1泊2日で「就農準備校」の実習を体験するコースです。 
　■入門コース／農業に興味があるが今までに農業の経験がない方のコースです。 
　■専門コース／今までに農業経験のある方が、本格的に農業を勉強するコースです。 
　■実践コース／農業を本格的に勉強し、将来就農を希望する方のコースです。 

就農準備校 

就農情報資料 

新・農業人フェア 
東京（2/10）出展、大阪（3/10）出展 

〒114-0024 東京都北区西ヶ原1-26-3 
農業技術会館  2階 
FAX. 03（3949）3301 
http://www.ryeda.or.jp/

就農準備校本部 
03（3949）3332  担当／伊丹・藤田 

はじめの一歩、 
応援します。 

あなたの仕事として農業を考えてみませんか？ 

E─mail塾（入門コース） 
全国どこからでも学べる通信講座 
（農業一般、野菜、花き、果樹、有機農業） 
http://www.ryeda.or.jp/emailjuku/

農業e─ラーニング講座（専門コース） 
全国どこからでも学べる通信講座 
蘆野菜：①果菜類 
蘆野菜：②葉菜類 
蘆養鶏：平飼い 
http://www.e-nogyo-koza.net/



33 No.5  2007  春号 

北の大自然の中で汗を流し、 
夜には満天の星を眺める生活を一度体験してみませんか。 
新しい自分を発見できるかもしれませんよ。 

 
 
日本の稲作最北端の地、遠別町では、
農業実習生を募集しています。 
募集内容は次のとおりです。 
 
1．実習開始時期および期間 
畑作：4～5月予定 
酪農：通年 
※どちらも原則3ヶ月以上 

2．応募資格 
21歳から35歳までの男女で普通自
動車の免許を持っている方。 
学歴不問。未経験者歓迎。 

3．実習内容 
畑作：グリーンアスパラ等の収穫作業・

除草作業など。 
酪農：搾乳・牛舎の清掃・餌やり・子

牛の世話など 
4．宿泊施設 
町内の研修宿泊施設等 
（バス、トイレ付き個室、自炊） 
5．実習時間 
原則8時間。 
畑作：午前8時～午後6時の間 
酪農：午前5時～午後9時の間 
※実習先により時間帯は異なる。 

6．待遇 
遠別町との往復交通費を支給 
（往路の上限は4万円） 
※自己都合により3ヶ月未満で実習
を止める場合は復路自己負担。 

7．実習手当 
1日　5,200円 

8．休日・休暇 
週休1日制。 

9．定員 
特に定めはありませんが、受入先の
状況による。 

 
 

遠別町では農業の担い手となる新しい
力を求めています。 
 
●ステップ1 
新規就農にあたっては、農業について
の知識と経験を身に付ける必要がありま
す。遠別町では、就農のための研修期
間を制度化し、サポートします。 
制度1 
営農研修支援金の助成 
・単身就農者（月額10万円を助成） 
・配偶者有（月額15万円を助成） 
先進地視察研修費の助成 
（年1回10万円上限） 
※上記助成は、ともに2年間 

 
●ステップ2 
研修期間が終わると、今度は独立です。
独立資金は小さくありません。遠別町では、
資金面でもあなたの就農をサポート。 
制度2 
営農準備支援金の助成 
・営農開始時又は就農2年目 
 （1回限り300万円を貸与） 

 
●ステップ3 
独立してもすぐに農業経営が軌道に乗る
わけではありません。農業経営が軌道に
乗るまでは遠別町が支援をすることにします。 
制度3 
賃借料の助成 
・土地を借りる賃借料を助成 
 （年間30万円限度、5年間） 

制度4 
償還免除 
・就農後10年間営農することにより
上記助成金等の償還を免除 

農業実習生募集情報 新規就農者募集情報 

北海道 遠別町 

〒098-3543　北海道天塩郡遠別町字本町3丁目　　FAX. 01632（7）2299 
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/agriculture/top.htm 
メールアドレス　農業実習：nougyou@town.embetsu.hokkaido.jp 
　　　　　　　新規就農：nourin@town.embetsu.hokkaido.jp 
 

01632（7）2111　遠別町役場 
農業実習生担当／農業委員会　　新規就農者担当／農林係 

豊かな自然に囲まれた 
北の大地で、 
心地よい汗を流してみませんか 

募集情報  
募集職種蜷研修生5名 
仕事内容蜷基礎研修・実務研修（有機野菜の
栽培、包装、出荷、販売） 
応募資格蜷農業に意欲が満々な方大歓迎 
給与蜷月給15万円（助成金含） 
待遇蜷社会保険（健保・厚年）、労働保険（雇
用・労災） 
勤務時間蜷8：00～17：00（時差勤務あり） 
休日休暇蜷年間休日105日 
勤務地蜷茨城県小美玉市中延 
 
設立蜷2000年9月1日 
資本金蜷1600万円 
従業員数蜷15名 
売上高蜷7500万円（平成17年度） 
事業内容蜷有機野菜の生産・販売、新規就農
のための研修生の受入 
会社の紹介蜷①施設で18種類の野菜の輪作に
よる、有機野菜の生産　②安定的な生産・販売
システムの確立　③契約栽培による事前の販売

先の確保を積極的に行い、それに伴う栽培面積
の拡大を順次行っています　④2001年12月JAS
有機認定取得、2006年4月JGAP認証取得　⑤
就農研修受入農場なので育成資金を受ける事も
できます　⑥研修終了後はユニオン農場周辺の
紹介ができます　⑦独立後もユニオングループと
して一諸に活動ができます 
 
近くに賃貸アパートがあります。2LDKの賃貸マン
ションだと5万円／月くらいで借りられます。 
 
応募方法蜷問い合わせ、大歓迎です。詳しい
内容はお問い合わせください。 

農業生産法人　(有)ユニオンファーム 

新・農業人フェア 
東京（2／10）出展 

〒311-3422 茨城県小美玉市中延1712 
FAX. 0299（58）6699 
メール　info@union-farm.com 
URL　http://www.union-farm.com

応募情報 

0299（37）1100   
担当／岡野宛 

暮らし情報 

大
地
が
元
気
、野
菜
が
元
気 

ユ
ニ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に 

「
元
気
野
菜
」
を 

生
産
・
販
売
し
ま
し
ょ
う
！ 

ユニオンファームは施設野菜の有機栽培を行なっています。
農業を産業として確立し、必ず利益が出せる農業経営
体制を目指しています。現在では、2.1haの73棟ハウス
で年間7500万円の有機野菜を出荷。主な出荷先は、
大手スーパー、生協、外食産業など。農業には、やる気
が一番重要です。農業初心者も大歓迎！ 
一緒に有機栽培の農業団地をつくりませんか？　農業
でも地方公務員以上の収入を得られると信じている方、
将来独立して農業経営者になりたい方を求めます。農業、
土、自然、田舎生活が好きな方をお待ちしています。 

会社情報 

　全国農業図書 

発行　全国農業会議所 
〒105-0001  東京都港区虎ノ門1-25-5  虎ノ門34ＭＴビル 
TEL． 03（5251）3907   http://www.nca.or.jp/tosho/

 「農業をやりたい」「農業法人に就職したい」という夢を実現する
ために必要なことがらを中心に、新規就農した先輩たちの事例、各
種制度、相談窓口や都道府県・市町村の受け入れ支援事業など
をまとめた第2版です。　 
 
コード番号18－51、Ａ5判・約280頁、 
定価1,200円（税込）、送料実費 

新
規
就
農 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

│
自
治
体
等
の
受
入
支
援
情
報
付
│ 

〜
始
め
よ
う
！ 

農
業
〜 

第
2
版
 

1月刊行！ 



34No.5  2007  春号 

高知県立農業大学校  研修課「窪川アグリ体験塾」 

高知県立農業大学校 研修課 新・農業人フェア 
大阪（3/10）出展 
東京（2/10）出展 〒786-0042　高知県四万十町黒石665 

FAX. 0880（24）1272

0880（24）0007  担当／川瀬、松下 

就農希望者長期研修 高知県新いなかビジネススクール 

新いなかビジネススクールは、「農業
にチャレンジしてみたい」「農業の勉
強をしたい」という就農を希望する
方のために、高知県が実施していま
す。新たに農業を始めるために必要
な知識・技術をインターネットで学ぶ
ことができます。卒業要件には、現
地スクーリング（農作業体験研修・
先進農家視察等─各回15名まで）
への参加が必要です。  

50名  
受 講 料：無料 
スクーリング参加費：1日470円 
  
今後のスクーリング日程： 
　1/26（金）～28（日） 
　3/8（木）～10（土） 

Ｉ・Ｕターン就農を目指す方に、宿泊
しながら自主的に学べると好評のメ
ニューです。目的や希望（施設野菜・
水稲・果樹他・農業機械等）に応じて、
主体的に研修できます。栽培実習を
中心に、農業大学校（いの町）での
聴講、先進農家や農業技術センタ
ーでも研修できます。新たに、熟年コ
ースも設けました。お気軽にご相談く
ださい。  

20名程度  
研 修 費：1日470円 
食 事 代：朝食200円、昼食400円、 

：夕食400円  
研修期間： 3ヶ月コース 
 6ヶ月コース 
 12ヶ月コース 
※要面接。 

内
容 

定
員 

受
講
料 

U
R
L

日
程 

（
期
間
、回
数
） 

平成19年度生募集中！！ 

http://www.nogyo.tosa.net-kochi. 
gr.jp/kikan/agri/index.html

http://www.pref.kochi.jp/ ̃nousei/ 
newinaka/

長期研修生、新いなかビジ
ネススクール受講生を随時
受付しています。 

ビジネススクール校長（橋本高知県知事）
を囲んでの記念写真 

開催内容 

新潟県青年農業者等育成センター 

FAX.  025（281）3481   〒950-0965 新潟市新光町15番地２ 
e-mail　ikusei＠niigata-inet.or.jp　URL　www.n-naic.com/

025（281）3480 新潟県青年農業者等育成センター 

「ふるさと新潟に帰りたい」「新潟で田舎暮らしをしたい」と
いう人や「新潟で農業をしたい」「農業法人等に就職したい」
という人たちの夢の実現のため、お手伝いをします。 
新潟県内の田舎暮らし等受入市町村の情報も提供します。 
お気軽にお越し下さい。 

新潟県人会のメッカ…東京新潟県人会館で 

新潟田舎暮らし& 
就農相談会を開催します 

JR御徒町駅 

昭和通り 

黒門小学校 

交番 

湯島天神 

地下鉄日比谷線 
仲御徒町駅出口 

地下鉄銀座線 
上野広小路駅 
出口 

地下鉄千代田線 
湯島駅出口 地下鉄千代田線 

湯島駅6番出口 

上野松坂屋 

至秋葉原 至上野 

東京新潟 
県人会館 

●田舎暮らし相談 
●就農相談 
●体験・交流イベント案内 
●市町村情報…他 

開催情報 

期日：2月17日（土） 
時間：10:00～16:00 
会場：東京新潟県人会館 
東京都台東区上野1-13-6 
電話03（3832）7619

全国農業図書 

実
践
的
な
農
業
入
門
書 

あなたもおいしい野菜が作れます。 
 「野菜作りは難しい」という家庭菜園愛好家の声をよく聞きます。
野菜作りで「手抜き」「自己流」は失敗のもと。 
　きちんとした手順を踏んで確実に作業する事が失敗しない野
菜作りの極意です。　 
　はじめて野菜作りに取り組んだ人でも、野菜作りに失敗せず、
おいしい野菜を栽培するポイントと基礎知識、栽培の手順、作業
の要諦を紹介しています。 
 
コード番号16－18、新書判・161頁、 
価格７００円（税込）、送料実費 

発行　全国農業会議所　　〒105-0001  東京都港区虎ノ門1-25-5  虎ノ門34ＭＴビル　TEL. 03（5251）3907   http://www.nca.or.jp/tosho/

加藤　義松　著 

有機農業の実践的入門書 
　実際に有機農業で新規就農した人、実践的な研究をしている
人が書いた有機農業の入門書です。 
　実践的な畑作・稲作技術、自然農法の雑草対策、アイガモ稲作、
自然養鶏のノウハウをまとめています。 
　新規就農に関するＱ＆Ａ、収穫物の活用方法、加工方法なども
わかりやすくまとめられています。 
 
 コード番号11-54、B5判・219頁、 
定価 1,800円 （税込）　送料実費 

はじめよう！ 
有機農業 
確かなくらしが 
見えてくる 

有機農業入門書編集委員会 編 
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「
僕
は
も
と
も
と
林
業
が
や
り
た
か
っ
た
ん
で

す
」晩

秋
の
夕
暮
れ
ど
き
。
日
に
焼
け
た
顔
に
照

れ
笑
い
を
浮
か
べ
な
が
ら
一
戸
和
仁
さ
ん
（
42

歳
）
が
語
っ
た
「
就
業
の
動
機
」
は
、
ス
ト
レ

ー
ト
だ
っ
た
。
青
森
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
。
チ

ェ
ー
ン
の
ピ
ザ
屋
で
ピ
ザ
を
作
っ
て
い
た
。

「
あ
る
と
き
、
年
を
と
っ
て
も
ピ
ザ
作
っ
て
い

る
の
か
な
と
考
え
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
…
っ
て
思

っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
就
職
情
報
誌
の
定
期

購
読
を
始
め
ま
し
て
」

そ
の
情
報
誌
で
、
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
た
林

業
就
業
フ
ェ
ア
を
知
り
、
北
都
留
森
林
組
合

（
上
野
原
市
）
の
面
接
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

「
こ
の
組
合
が
い
ち
ば
ん
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
ね
。
資
料
も
き
ち
っ
と
し
て
い

る
し
、
説
明
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

そ
れ
を
「
そ
う
だ
ね
。
僕
も
そ
う
感
じ
た
。

ブ
ー
ス
の
パ
ネ
ル
も
よ
か
っ
た
よ
ね
」
と
、
ゆ

っ
た
り
と
し
た
ソ
フ
ト
な
口
調
で
あ
い
づ
ち
を

打
つ
の
は
、
古
田
恒
也
さ
ん
（
40
歳
）
だ
。
や

は
り
東
京
出
身
。
会
社
員
が
肌
に
合
わ
な
い
と

感
じ
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
探
す
う
ち

に
林
業
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。「
僕
の
場
合
、
独
身
で
し
た
か
ら
、
失
う

も
の
は
何
も
な
い
と
思
っ
た
の
も
大
き
い
か
な
」

と
、
当
時
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

I
・
J
・
U
タ
ー
ン
は
、
転
職
だ
け
で
な
く

移
住
も
と
も
な
う
。
そ
の
た
め
、
家
族
の
理
解

を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
大
き
い
。
一
戸
さ
ん

は
、
山
梨
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
、
新

婚
４
カ
月
だ
っ
た
。
反
対
は
な
か
っ
た
の
か
。

「
実
は
、
結
婚
前
か
ら
山
に
住
み
た
い
っ
て
い

う
話
を
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
な
ん
と
い

っ
て
も
山
梨
な
ら
東
京
か
ら
近
い
で
す
か
ら
」

確
か
に
そ
う
だ
。
車
な
ら
、
中
央
高
速
高
井

戸
イ
ン
タ
ー
か
ら
上
野
原
イ
ン
タ
ー
ま
で
約
1

時
間
半
。
そ
こ
か
ら
組
合
ま
で
は
10
分
も
あ
れ

ば
着
く
。
都
心
に
通
う
会
社
員
の
通
勤
時
間
と

さ
し
て
変
わ
ら
な
い
。
首
都
東
京
の
隣
県
、
山

梨
の
地
の
利
が
多
く
の
人
を
ひ
き
つ
け
る
の
だ

ろ
う
。「
彼
ら
の
と
き
は
30
人
も
の
応
募
が
あ
っ

た
ん
で
す
よ
」
と
、
現
場
に
案
内
を
し
て
く
れ

た
同
組
合
利
用
係
長
の
舩
木
示
一
さ
ん
も
い
う
。

二
人
と
も
め
で
た
く
採
用
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

林
業
経
験
は
ま
る
で
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

林業

新
婚
４
カ
月
VS

失
う
も
の
は
な
に
も
な
い
独
り
身

あ
わ
や
ト
ラ
ッ
ク
転
倒
？
VS

ス
コ
ッ
プ
さ
え
使
え
な
い

必
要
な
の
は

先
の
先
を
読
む
眼

山
梨
県
　
北
都
留
森
林
組
合
　
一
戸
和
仁
さ
ん

古
田
恒
也
さ
ん

左から、一戸さんと古田さん。今日の作業現場にて

学校の授業や企業研修にも協力をする

No.5  2007  春号 
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工
事
現
場
の
経
験
す
ら
な
い
。
だ
か
ら
最
初
は
、

山
で
は
な
く
水
車
小
屋
を
作
る
仕
事
に
駆
り
出

さ
れ
、
約
一
月
、
ひ
た
す
ら
穴
を
掘
る
仕
事
に

就
か
さ
れ
た
。「
自
分
で
も
驚
き
ま
し
た
が
、
ス

コ
ッ
プ
で
土
を
す
く
っ
て
向
こ
う
に
投
げ
る
…

と
い
う
、
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
作
業
も
う
ま
く

で
き
な
い
ん
で
す
よ
！
」
と
は
古
田
さ
ん
。「
僕

は
ね
、
す
ご
く
大
き
な
ユ
ン
ボ
を
試
し
に
運
転

し
て
み
ろ
と
い
わ
れ
ま
し
て
。
や
っ
て
み
た
は

い
い
け
ど
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
ひ
っ
く
り
返

し
そ
う
に
な
っ
た
。
恐
か
っ
た
で
す
ね
え
。
ト

ラ
ッ
ク
が
倒
れ
た
ら
こ
っ
ち
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ

て
く
る
。
そ
し
た
ら
僕
は
ぺ
っ
ち
ゃ
ん
こ
で
す
」

と
、
今
度
は
一
戸
さ
ん
が
笑
い
な
が
ら
い
う
。

余
裕
の
笑
み
で
い
え
る
の
も
、
8
年
を
経
て

自
信
が
つ
い
て
き
た
証
だ
ろ
う
か
。
最
初
は
驚

い
た
建
設
工
事
の
仕
事
も
、
今
思
え
ば
体
力
を

付
け
る
た
め
、
そ
し
て
道
具
を
使
っ
て
作
業
を

す
る
仕
事
を
覚
え
る
た
め
に
必
要
な
経
験
だ
っ

た
。舩

木
さ
ん
に
よ
る
と
、
前
述
の
よ
う
な
建
設

工
事
の
仕
事
は
、
今
は
、
同
組
合
で
は
ほ
と
ん

ど
請
け
負
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
多
角
的
で
、

先
進
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

そ
の
一
つ
が
木
工
の
制
作
販
売
。
例
え
ば
、

雨
で
現
場
に
出
ら
れ
な
い
と
き
は
、
家
具
な
ど

を
作
っ
て
い
た
職
員
の
指
導
の
も
と
、
椅
子
や

器
や
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
を
皆
で
作
る
。
ア
イ
テ

ム
は
豊
富
だ
。
ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
と
、
い
つ
も
完
売
御
礼
と

な
る
。

ま
た
、
本
誌
第
3
号
で
も
紹
介
し
た
全
国
森

林
組
合
連
合
会
の
「
林
業
見
学
・
交
流
ツ
ア
ー
」

の
受
け
入
れ
を
、
こ
の
森
林
組
合
も
行
っ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
最
近
は
「
企
業
の
森
」
支
援

も
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
企
業
が
、
地
球
温
暖

化
防
止
な
ど
に
貢
献
す
る
た
め
、
森
を
借
り
上

げ
て
社
員
研
修
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

森
林
組
合
は
こ
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

就
業
フ
ェ
ア
で
「
こ
の
組
合
が
い
ち
ば
ん
し

っ
か
り
し
て
い
る
」
と
二
人
が
感
じ
た
の
は
、

単
な
る
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
は
な
く
、
組
合
の
こ

う
し
た
多
角
的
な
取
り
組
み
が
あ
ら
わ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

東
京
か
ら
や
っ
て
き
て
飛
び
込
ん
だ
職
人
の

世
界
。「
70
代
、
80
代
の
職
人
さ
ん
が
ご
ろ
ご
ろ

い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
の
仕
事
の
指
示
は
本
当

に
す
ご
い
で
す
よ
。
も
の
す
ご
く
先
ま
で
読
ん

で
い
る
か
ら
こ
そ
出
て
く
る
指
示
で
す
。
僕
な

ん
て
ま
だ
ま
だ
」
と
、
だ
れ
か
を
思
い
浮
か
べ

る
よ
う
に
一
戸
さ
ん
は
い
う
。「
と
く
に
難
し
い

木
を
切
る
と
き
だ
け
来
て
も
ら
う
人
も
い
る
ん

で
す
よ
。
格
好
い
い
で
す
よ
ね
え
」
と
、
古
田

さ
ん
も
眼
を
輝
か
せ
る
。

憧
れ
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
ま
る
で
経
験
の

な
い
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。
そ
の
行
動
力
が
も

た
ら
し
た
対
価
の
大
き
さ
が
、
二
人
の
充
実
し

た
表
情
に
表
れ
て
い
た
。

北
都
留
の
山
に
根
ざ
し
た

組
合
の
多
彩
な
横
顔

＜北都留森林組合の概要＞
所在地：山梨県上野原市上野原5273-2
TEL：0554（62）3330
●18年度のスローガン
森林整備プロ集団としての自覚と実
践／販売力強化により攻めの組合経
営／多摩川・相模川流域材生産基地の
構築／木質エネルギー新規事業の可能
性追求
●新規事業
「森林・林業体験教室」の開催／「桂
川・相模川流域協議会」の活動／山梨
木質バイオマス利用研究会の活動／小
菅村「森林再生プロジェクト」の活動

木材をつかんで運ぶグラップルの操作もいまやお手のもの

木材をトラックに積み込む集材作業
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秋
田
県
西
部
、
日
本
海
に
突
き
出
た
男
鹿
半

島
は
、
鬼
の
面
に
ケ
ラ
ミ
ノ
、
ハ
バ
キ
を
身
に

着
け
た
「
な
ま
は
げ
」
が
木
製
の
包
丁
を
振
り

か
ざ
し
て
家
々
を
訪
れ
る
風
習
で
知
ら
れ
る
。

半
島
の
先
端
部
、
入
道
崎
近
く
に
あ
る
畠
漁
港

（
男
鹿
市
）
に
続
く
道
沿
い
に
も
、
所
々
に
な
ま

は
げ
の
像
が
立
っ
て
い
た
。

こ
の
あ
た
り
は
、
な
ま
は
げ
の
荒
々
し
い
振

る
舞
い
に
も
似
て
風
が
強
い
。
取
材
の
日
も
初

冬
の
冷
た
い
風
が
吹
き
す
さ
ん
で
い
た
。
そ
ん

な
な
か
、
北
の
海
で
独
立
漁
師
を
目
指
す
心
境

を
、
若
き
漁
師
に
聞
い
た
。

「
お
い
だ
ば
、
ち
い
ち
ゃ
い
こ
ろ
か
ら
海
さ
興

味
が
あ
っ
た
か
ら
、
自
然
に
漁
師
さ
な
っ
た
」

と
、
杉
渕
勇
希
さ
ん
（
21
歳
）
は
開
口
一
番
に

語
っ
た
。
目
前
に
広
が
る
日
本
海
を
見
て
育
つ

う
ち
、
自
然
と
海
が
好
き
に
な
っ
た
。
そ
れ
が

い
つ
し
か
「
海
に
関
係
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
」

と
い
う
思
い
と
な
っ
て
輪
郭
が
現
れ
て
き
た
。

し
か
し
家
は
漁
家
で
は
な
い
。
杉
渕
さ
ん
は
地

元
の
海
洋
高
校
へ
の
入
学
を
決
意
す
る
。

授
業
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
体
験
し
た
。
な

か
で
も
刺
し
網
漁
や
イ
カ
釣
り
漁
の
体
験
は
「
面

白
か
っ
た
」
と
い
う
。「
海
に
関
係
し
た
仕
事
」

と
い
う
思
い
は
、
や
が
て
「
漁
師
に
な
り
た
い
」

と
い
う
現
実
的
な
「
目
標
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。

菅
原
槙
也
さ
ん
（
20
歳
）
も
同
じ
海
洋
高
校

卒
業
だ
。
父
親
の
趣
味
が
釣
り
。「
よ
く
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
わ
り
と
す
ん

な
り
漁
師
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
ね
」
と
、
漁

師
を
職
業
に
し
た
理
由
を
語
っ
た
。

し
か
し
、
二
人
と
も
漁
師
と
い
う
職
業
は
未

知
の
世
界
。
飛
び
込
ん
で
み
て
、
自
ら
の
力
で

道
を
歩
ん
で
き
た
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
は

「
海
が
好
き
だ
」「
漁
師
が
好
き
だ
」
と
い
う
一

途
な
心
情
で
あ
る
。

二
人
は
高
校
卒
業
と
同
時
に
、
地
元
の
活
魚

水
産
加
工
の
武
田
水
産
に
就
職
。
会
社
内
に
発

足
し
た
ば
か
り
の
漁
業
部
の
配
属
と
な
り
、
漁

師
に
な
っ
た
。
会
社
員
で
も
あ
る
。

漁
業
部
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
鮮
魚
卸
、

水
産
加
工
を
メ
イ
ン
と
し
て
き
た
同
社
が
業
務

を
拡
大
す
る
た
め
に
発
足
さ
せ
た
組
織
。
勇
希

さ
ん
は
、
漁
業
者
育
成
を
推
進
す
る
た
め
に
秋

田
県
が
実
施
す
る
「
A
タ
ー
ン
漁
業
者
育
成
事

業
」
を
活
用
し
て
研
修
を
受
け
て
い
る
。「
A
タ

ー
ン
」
と
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
「
秋
田
」

の
頭
文
字
を
取
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
。
こ
の

制
度
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

就
職
後
、
こ
の
新
た
な
部
署
で
３
年
間
仕
事

を
し
て
い
る
。
し
か
し
「
ま
だ
ま
だ
で
す
ね
。

研
修
を
受
け
始
め
た
の
は
２
０
０
６
年
か
ら
。

あ
と
少
し
研
修
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と

い
う
。
漁
の
主
な
魚
種
は
ヤ
リ
イ
カ
、
ブ
リ
、

タ
イ
。
第
二
十
八
喜
久
丸
（
19
ト
ン
）
で
の
大

型
定
置
網
漁
で
あ
る
。

朝
５
時
起
床
、
６
時
出
港
、
10
時
に
帰
港
。

12
時
ご
ろ
ま
で
水
揚
げ
作
業
を
行
う
。
水
揚
げ

作
業
に
は
、
魚
の
選
別
、
箱
詰
め
、
計
量
、
出

荷
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
後
は
網
の
補
修
。

こ
れ
が
午
後
４
時
ぐ
ら
い
ま
で
か
か
る
。
一
日

の
大
ま
か
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
漁
の
多
寡
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漁業

秋
田
県
男
鹿
市
　
武
田
水
産
株
式
会
社
　
杉
渕
勇
希
さ
ん

菅
原
槙
也
さ
ん

同僚であり同級生でもある杉渕勇希さん（左）と菅原槙也さん（右）。時には漁の相談もする

海
洋
高
校
で
漁
を
体
験
、

漁
師
の
道
を
目
指
す

漁
業
部
門
の

第
一
期
生
と
し
て
就
職

「
海
が
好
き
だ
」
の

気
持
ち
一
つ
で
飛
び
込
ん
だ
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に
よ
っ
て
水
揚
げ
作
業
が
延
び
る
こ
と
も
あ
る

が
、
基
本
的
に
夜
、
仕
事
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

日
の
出
と
と
も
に
仕
事
が
始
ま
り
、
日
没
と
と

も
に
終
わ
る
。「
仕
事
の
後
の
時
間
は
か
な
り
ゆ

っ
く
り
使
え
る
」
と
い
う
。
た
だ
し
、
定
休
日

は
月
３
日
間
。
必
要
に
応
じ
て
休
み
を
取
る
が
、

漁
の
具
合
や
会
社
の
都
合
で
、
そ
う
そ
う
勝
手

に
取
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

「
映
画
に
も
行
き
た
い
し
、
友
達
に
会
い
た
い

と
き
も
あ
り
ま
す
よ
」

し
か
し
、
そ
う
し
た
気
持
ち
を
抑
え
て
漁
に

精
を
出
す
。

「
だ
か
ら
こ
そ
、
魚
が
い
っ
ぱ
い
捕
れ
た
と
き

は
う
れ
し
い
で
す
ね
」

独
立
し
た
漁
師
で
は
な
い
の
で
水
揚
げ
が
す

べ
て
収
入
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
が「
こ
れ

は
銭
金
の
問
題
で
は
な
い
ん
で
す
よ
」と
い
う
。

お
金
を
た
め
て
漁
船
を
買
い
、
独
立
経
営
の

漁
師
に
な
る
の
が
勇
希
さ
ん
の
夢
。
給
料
は
、

手
取
り
で
16
万
円
と
少
し
。
こ
れ
に
昼
食
代
と

年
二
回
の
ボ
ー
ナ
ス
が
つ
く
。

奥
さ
ん
と
は
社
内
結
婚
。
そ

れ
も
あ
っ
て
仕
事
に
理
解
を
示

し
て
く
れ
、
将
来
の
計
画
や
夢

に
つ
い
て
は
賛
同
を
得
て
い
る
。

同
じ
思
い
で
夢
に
向
っ
て
進
ん

で
い
け
る
。
こ
れ
が
何
よ
り
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

「
で
も
、
独
立
は
も
っ
と
先
で

す
よ
。
ま
だ
ま
だ
で
す
」

大
型
定
置
網
漁
は
チ
ー
ム
で

操
業
す
る
。
だ
か
ら
10
人
が
息

を
合
わ
せ
な
い
と
仕
事
が
ス
ム

ー
ズ
に
運
ば
な
い
。
３
年
の
経

験
が
あ
る
と
は
い
え
、
ベ
テ
ラ

ン
漁
師
か
ら
見
れ
ば
新
人
と
い

う
こ
と
ら
し
い
。
た
ま
に
手
順

が
悪
く
て
叱
ら
れ
る
こ
と
も
。

「
そ
う
い
う
と
き
は
、
さ
す
が
に

気
が
滅
入
り
ま
す
」
と
い
う
が
、

そ
れ
は
「
自
分
が
怪
我
を
し
な

い
た
め
の
、
先
輩
か
ら
の
教
え
」

な
の
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
わ
か

っ
て
い
る
か
ら
ま
た
頑
張
る
勇
気
が
湧
い
て
く

る
の
だ
。

漁
師
に
な
る
に
は
、
ど
ん
な
心
構
え
が
必
要

か
と
い
う
質
問
に
は
、
先
輩
の
い
う
こ
と
を
聞

い
て
、
あ
き
ら
め
ず
、
我
慢
強
く
努
力
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
答
え
て
く
れ
た
。「
ち
ょ
っ
と
し

た
困
難
で
す
べ
て
を
投
げ
出
し
た
り
せ
ず
に
、

耐
え
て
い
け
ば
、
き
っ
と
い
い
結
果
が
待
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
も
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
中
は
、
終
始
寡
黙
。
し
か
し
ポ
ツ
リ

ポ
ツ
リ
と
は
き
出
さ
れ
る
言
葉
は
、
熱
い
思
い

を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

秋
田
県
農
林
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
水
産

振
興
セ
ン
タ
ー
普
及

班
の
船
木
勉
さ
ん
に

よ
る
と
、
A
タ
ー
ン

漁
業
者
育
成
事
業
は

「
漁
業
で
自
立
を
希

望
す
る
人
に
対
し
て

技
術
指
導
を
行
う
目

的
で
実
施
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
。
県

が
研
修
者
の
受
け
入

れ
先
の
会
社
や
指
導

者
に
一
年
間
委
託
し

て
実
施
し
て
い
る
。

平
成
18
年
に
も
新
た

に
２
人
を
研
修
生
と

し
て
受
け
入
れ
た
と
い
う
。

船
木
さ
ん
に
水
産
業
の
現
状
を
た
ず
ね
る
と

「
浜
に
活
気
が
な
い
」
と
一
言
。
そ
し
て
「
若
者

を
確
実
に
水
産
業
に
定
着
さ
せ
て
、
昔
の
よ
う

な
活
気
の
あ
る
水
産
業
を
復
活
さ
せ
た
い
ん
で

す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
で
水
産
業
に
就
き
た
い

と
思
っ
た
人
は
、
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
班

ま
で
ぜ
ひ
、
連
絡
を
く
だ
さ
い
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

Aターン漁業者育成事業
●研修者対象要件
下記要件のいずれかに該当し、年齢は原則として40歳未満とす
る。
１　秋田県出身者で県内にＵターンし、漁業への着業を希望す
る者

２　県内に在住し新たに漁業への着業を希望する者
３　新規学卒者で県内での漁業への着業を希望する者
４　県内漁業者の子弟で親、兄弟とは異種の漁業へ着業（独立）
を希望する者

５　県外出身者で県内の漁業に着業を希望する者
●研修内容（研修は原則３年以内）
１　漁労作業及び操船技術
２　漁船機関類及び各種機器の使用方法と保
守点検

３　漁具の補修及び漁獲物の処理
４　漁業に関する基礎的知識
（観天望気、天気図の見方等）他

●問い合わせ先
〒010-0531
秋田県男鹿市船川港台島字鵜ノ埼8-4
秋田県農林水産技術センター
水産振興センター　普及班
TEL：0185(27)3003 FAX：0185(27)3004

漁が終わったらすぐに水揚げ作業

「
や
は
り
独
立
」は
、
将
来
の
夢

「
秋
田
」
の
「
あ
」
で
A
タ
ー
ン

と
名
づ
け
た
漁
師
育
成
事
業
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真
岡
鐵
道
の
益
子
駅
改
札
口
を
抜
け
る
と
、

陶
芸
の
里
を
象
徴
す
る
「
五
尺
大
瓶
」
が
乗
客

を
出
迎
え
る
。
高
さ
１
・
５
ｍ
、
胴
回
り
４
ｍ

以
上
の
巨
大
な
水
瓶
は
、
温
か
み
の
あ
る
曲
線

を
描
く
典
型
的
な
益
子
焼
だ
。

「
こ
の
町
は
見
ず
知
ら
ず
の
人
を
受
け
入
れ
る

お
お
ら
か
さ
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
に
移
住

し
よ
う
と
決
め
た
ん
で
す
」
と
小
野
悦
子
さ
ん

(

34
歳)

。
益
子
町
に
は
、
陶
芸
を
志
す
者
を
、
地

元
の
人
や
陶
芸
家
が
損
得
抜
き
で
育
て
る
風
土

が
あ
る
と
い
う
。
小
野
さ
ん
が
工
房
を
構
え
る

ま
で
の
間
に
は
、
そ
う
し
た
土
地
柄
を
表
す
よ

う
な
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
、
二
つ
の
大
き
な
出

会
い
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
益
子
に
活
動
拠

点
を
置
く
陶
芸
家
、
鈴
木
秀
男
氏
。
も
う
ひ
と

つ
は
、「
指
導
所
」
と
呼
ば
れ
る
栃
木
県
窯
業
技

術
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
。

小
野
さ
ん
が
こ
の
益
子
町
に
た
ど
り
着
く
ま

で
の
経
歴
は
、
陶
芸
か
ら
も
、
田
舎
暮
ら
し
か

ら
も
、
か
な
り
離
れ
た
世
界
だ
っ
た
。
中
学
・

高
校
を
イ
ギ
リ
ス
で
過
ご
し
、
18
歳
で
帰
国
子

女
枠
で
東
京
大
学
に
入
学
。
卒
業
後
、
国
内
の

テ
レ
ビ
制
作
会
社
勤
務
を
経
て
、
渡
米
。
日
本

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
社
に
５
年
間
勤
務

し
た
。
当
時
、
邦
人
が
開
催
す
る
陶
芸
教
室
に

通
い
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、「
本
気
で
陶
芸
が

や
り
た
く
な
っ
た
」
自
分
に
気
づ
い
た
。

30
歳
で
帰
国
。
米
国
在
住
時
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
下
調
べ
し
て
お
い
た
益
子
町
の
指
導

所
へ
。
１
年
目
は
無
料
、
２
年
目
も
月
額
３
千

円
、
と
い
う
授
業
料
の
安
さ
が
決
め
手
だ
っ
た
。

し
か
し
、
試
験
の
結
果
は
不
合
格
に
。

「
町
の
雰
囲
気
は
ひ
と
目
で
気
に
入
っ
た
の

で
、
こ
れ
で
帰
っ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
民
芸
店
で
見

た
器
の
中
で
一
番
気
に
入
っ
た
陶
芸
家
を
訪
ね

ま
し
た
」

突
然
の
申
し
出
だ
っ
た
が
、
鈴
木
秀
男
氏
は

会
う
こ
と
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。「
陶
芸
家
と
し

て
も
、
人
間
と
し
て
も
、
魅
力
の
あ
る
方
。
そ

の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
」
と

小
野
さ
ん
。
弟
子
は
と
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
た

め
、
な
ん
と
か
地
元
の
工
房
に
も
ぐ
り
込
ん
で

益
子
に
と
ど
ま
り
、
彼
の
工
房
に
通
い
詰
め
た

と
い
う
。
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
は
、
現
在
に
至

る
ま
で
の
、
彼
女
の
凛
と
し
た
力
強
い
生
き
方

と
重
な
る
。

「新しい工房が2月に完成するんです」と小野さん

ろくろから下ろしたばかりの
小野さんの作品。丸みを帯びた
フォルムが温かみを感じさせる

高さ1.5m、胴回り4m以上と
いう益子駅前の「五尺大瓶」。
地元の作家、大塚昌三さんの
作品

移住
ふるさと

栃
木
県
益
子
町
　
小
野
悦
子
さ
ん

陶
芸
を
通
じ
て

自
然
と
向
き
合
う
生
活

華
や
か
な
経
歴
か
ら

陶
芸
の
世
界
へ

益
子
町
の
持
つ
独
特
の
包
容
力
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ま
た
、
同
時
期
に
就
職
し
た
工
房
で
ハ
ー
ド

ワ
ー
ク
を
こ
な
す
日
々
が
続
い
た
。
こ
こ
で
陶

芸
の
基
礎
を
学
ん
だ
が
、「
一
人
前
に
な
ら
な
い

う
ち
に
後
輩
を
教
え
る
立
場
に
立
つ
シ
ス
テ
ム

に
疑
問
を
感
じ
て
」
１
年
足
ら
ず
で
辞
め
た
と

い
う
。

だ
が
、
そ
の
経
験
を
無
駄
に
せ
ず
、
鈴
木
氏

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
指
導
所
の
試
験
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
今
度
は
、
見
事
合
格
す
る
。

「
地
元
の
工
房
に
就
職
し
た
事
実
や
、
１
年
間

町
で
暮
ら
し
た
実
績
か
ら
、『
本
気
で
移
住
す
る

意
志
が
あ
る
』
と
評
価
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」

指
導
所
に
は
、
16
〜
30
歳
く
ら
い
ま
で
の
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
た
。
半
数
強
が
地
元
の
窯
元

の
後
継
者
、
残
り
が
県
外
か
ら
来
た
陶
芸
志
望

者
と
い
う
ク
ラ
ス
構
成
。
１
年
目
は
伝
習
生
と

し
て
ろ
く
ろ
回
し
。
研
究
生
に
な
る
２
年
目
は
、

ろ
く
ろ
・
釉
薬
・
石
膏
型
の
三
つ
か
ら
専
門
授

業
が
選
択
で
き
る
。
小
野
さ
ん
は
ろ
く
ろ
を
選

択
し
た
が
、
結
局
、
ほ
か
の
二
つ
も
基
礎
的
な

こ
と
は
覚
え
た
。

「
自
発
性
を
重
ん
じ
て
い
る
の
で
、
本
人
の
や

る
気
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
覚
え
ら
れ
る
ん
で
す
。

窯
元
の
後
継
者
の
方
は
卒
業
後
も
ご
家
族
か
ら

学
べ
る
で
し
ょ
う
が
、
私
の
よ
う
な
窯
業
と
無

関
係
の
者
は
、
指
導
所
に
い
る
間
に
貪
欲
に
勉

強
し
な
い
と
」

そ
し
て
06
年
春
、
無
事
に
卒
業
。
し
か
し
、

学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
２
年
生
の
夏
か
ら
空
き

家
に
な
っ
た
工
房
を
居
抜
き
で
借
り
て
い
た
。

「
益
子
焼
協
同
組
合
に
材
料
の
土
を
買
い
に
行

っ
た
と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
空
き
家
の
貼
り
紙
を

見
つ
け
た
ん
で
す
。
家
賃
も
安
か
っ
た
し
」

卒
業
前
か
ら
工
房
を
借
り
て
い
た
と
い
う
の

が
、
い
か
に
も
積
極
性
と
行
動
力
を
兼
ね
備
え

た
小
野
さ
ん
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。
現
在
も
、

そ
の
工
房
で
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
陶
芸
で
食
べ
て
い
く
の
は
正
直

い
っ
て
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
で
も
、
鈴
木
氏
の

生
き
方
を
見
習
っ
て
「
生
活
を
楽
し
ま
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
」
と
明
る
い
表
情
で
語
る
。

「
器
は
土
で
で
き
て
い
る
の
で
、
自
然
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
自
然
界
は
い
ろ
ん
な
生

き
物
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

人
間
も
含
め
て
皆
『
生
か
さ
れ
て
い
る
』。
私
は

陶
芸
作
家
に
な
り
た
い
と
い
う
よ
り
は
、
田
舎

で
自
然
を
学
び
な
が
ら
、
生
活
を
少
し
ず
つ
手

作
り
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
。
だ
か
ら
今
、
と
て
も
幸
せ
で
す
よ
」

小野さんの後輩にあたる、
栃木県窯業技術支援セン
ターの伝習生たち

土練りをする小野さん。
手慣れた手付きで練る
姿に、今まで培った技
術が垣間見える

ろくろを回す小野さんの
横顔は、集中した様子な
がら、リラックスした表
情でもあるのが印象的

＜栃木県窯業技術支援センターの概要＞
センター長　阿久津正敏
所在地　栃木県芳賀郡益子町

益子695
TEL 0285（72）5221
【伝習生募集要項】
募集人員　10名以内
応募資格　下記①～④の要
件を満たす者
①義務教育修了者で満 40歳未
満の者
②入所時には県内に居住している者
③県内で窯業業務に従事している、または将来
県内で窯業業務に従事しようとする者
④心身が健康な者
入所方法　一次選考（書類審査）

二次選考（小論文および面接）

陶
芸
修
行
、

そ
し
て
田
舎
暮
ら
し
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２
０
０
６
年
11
月
25
日
、
長
野
県
飯
田
市
に

あ
る
「
小
野
子
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
で
収
穫

祭
が
開
か
れ
た
。
コ
テ
ー
ジ
の
利
用
者
や
次
年

度
の
利
用
希
望
者
、
地
域
の
住
民
を
交
え
、
自

慢
の
野
菜
や
料
理
を
持
ち
寄
り
、
餅
つ
き
や
鍋

料
理
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
農
園
は
、
02
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
。

過
疎
化
に
悩
む
住
民
が
地
域
の
将
来
を
模
索
す

る
な
か
で
、
都
市
の
人
た
ち
と
交
流
で
き
る
施

設
と
し
て
発
案
。
５
人
の
住
民
の
共
同
出
資
に

加
え
、
国
及
び
市
の
補
助
で
開
設
さ
れ
た
。
地

元
の
人
た
ち
が
利
用
者
と
積
極
的
に
関
わ
り
、

運
営
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

園
内
に
は
、
菜
園
付
の
５
棟
の
コ
テ
ー
ジ
が

あ
る
。
面
積
は
一
戸
あ
た
り
約
２
０
０
㎡
。
そ

れ
ぞ
れ
に
「
一
郎
」「
次
郎
」
…
…
「
五
郎
」
と

名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
年
間
の
利
用
料
は
35
万

円
。
初
年
度
に
交
流
費
と
し
て
10
万
円
を
支
払

う
。
最
長
５
年
ま
で
延
長
可
能
だ
。

「
最
初
は
別
荘
を
探
し
て
い
ま
し
た
」
と
語
る

の
は
、「
三
郎
」
を
利
用
し
て
い
る
下
司
し
も
じ

孝
雄
さ

ん(

65
歳)

。
名
古
屋
市
在
住
で
、
毎
週
車
で
２
時

間
か
け
て
通
っ
て
い
る
。
別
荘
や
古
民
家
を
求

め
て
２
年
近
く
探
し
回
っ
た
が
、
結
局
「
田
舎

暮
ら
し
の
拠
点
は
、
買
う
よ
り
借
り
る
ほ
う
が

い
い
」
と
い
う
結
論
に
達
し
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
を
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
見
晴
ら
し
の
い
い
高
台
に
あ
る
、
こ
の
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
周
辺
に
は
い

ろ
い
ろ
温
泉
も
あ
る
し
、
大
好
き
な
渓
流
釣
り

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

一
方
、「
五
郎
」
を
利
用
し
て
い
る
中
西
晃
さ

ん(

53
歳)

、
早
苗
さ
ん(

52
歳)

夫
妻
は
、
開
設
当

初
か
ら
の
利
用
者
。
大
阪
府
堺
市
か
ら
３
時
間

以
上
か
け
て
通
っ
て
い
る
。
コ
テ
ー
ジ
前
の
菜

園
に
は
、
見
事
な
カ
ブ
や
オ
レ
ン
ジ
色
の
カ
リ

フ
ラ
ワ
ー
が
育
っ
て
い
た
。
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移住
ふるさと

長
野
県
飯
田
市
　
小
野
子

お

の

ご

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を

移
住
の
ス
テ
ッ
プ
に

11月の収穫祭では、住民と利用者が一緒に「かんぱーい！」

名
古
屋
か
ら
２
時
間
、

大
阪
か
ら
３
時
間

車
で
通
っ
て
農
作
業

野
菜
の
交
換
、
漬
物
伝
授
…

地
元
の
人
と
の
交
流
は
欠
か
せ
な
い



「
週
末
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
こ
へ
来
て
野
菜
づ
く
り
の
お
も
し
ろ
さ

を
知
り
ま
し
た
。
定
年
ま
で
あ
と
３
年
。
で
き

れ
ば
将
来
は
こ
っ
ち
で
暮
ら
し
た
い
で
す
ね
」

と
晃
さ
ん
。
早
苗
さ
ん
は
、
コ
テ
ー
ジ
の
縁
側

で
、
せ
っ
せ
と
野
沢
菜
を
漬
け
て
い
た
。

「
柿
の
皮
や
昆
布
を
入
れ
る
や
り
方
を
、
地
元

の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野
沢
菜
の

容
器
は
コ
テ
ー
ジ
に
置
い
て
い
ま
す
。
地
元
の

気
候
で
な
い
と
お
い
し
く
漬
か
り
ま
せ
ん
か
ら
」

こ
ん
な
風
に
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
を
図
り

な
が
ら
週
末
農
業
が
愉
し
め
る
の
も
、
ク
ラ
イ
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ン
ガ
ル
テ
ン
の
魅
力
だ
。

ち
な
み
に
、
利
用
者
の
選
考
基
準
に
、
①
地

域
住
民
と
の
交
流
会
に
参
加
す
る
こ
と
、
②
月

に
一
度
は
利
用
す
る
こ
と
、
③
畑
に
生
え
た
草

は
取
る
こ
と
、
が
あ
る
。
で
き
な
い
場
合
は
、

住
民
に
有
料
で
依
頼
す
る
こ
と
（
今
ま
で
に
頼

ん
だ
人
は
い
な
い
）
な
ど
の
条
件
が
あ
る
。
地

元
の
人
と
交
流
す
る
機
会
を
「
利
用
条
件
」
と

い
う
形
で
設
け
る
こ
と
は
、
小
野
子
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
な
ら
で
は
。
こ
れ
が
利
用
者
と
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
手
助
け
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

収
穫
祭
で
は
、
会
場
の
設
営
や
料
理
の
下
準

備
は
全
員
参
加
。
作
業
の
息
も
ぴ
っ
た
り
で
、

だ
れ
が
住
民
で
、
だ
れ
が
利
用
者
な
の
か
、
一

見
よ
く
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
。

そ
こ
が
こ
の
農
園
の
い
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
事
務
局
の
長
沼
和
宏
さ
ん
。

「
で
き
た
野
菜
を
交
換
し
た
り
、
栽
培
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
漬
物
の
漬
け
方
を
教
え
た
り
。
あ
く
ま

で
も
住
民
は
干
渉
す
る
の
で
は
な
く
、
声
を
か

け
ら
れ
た
ら
そ
れ
に
応
え
る
。
そ
ん
な
ち
ょ
う

ど
い
い
距
離
感
を
心
が
け
て
い
る
ん
で
す
」

こ
の
日
の
参
加
者
の
な
か
に
は
、
こ
ん
な
声

も
あ
っ
た
。「
コ
テ
ー
ジ
の
抽
選
に
外
れ
た
の
で
、

今
は
畑
だ
け
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
地
元
に
ア

パ
ー
ト
を
借
り
て
、
毎
週
通
っ
て
い
る
。
来
年

こ
そ
コ
テ
ー
ジ
を
利
用
し
た
い
」
と
、
名
古
屋

在
住
の
三
宅
英
夫
さ
ん(

62
歳)

と
八
重
子
さ
ん
夫

妻
。
こ
の
よ
う
に
距
離
を
い
と
わ
ず
週
末
農
業

を
し
た
い
人
や
、
予
約
待
ち
の
人
が
増
え
た
こ

と
も
あ
り
、
来
春
ま
で
に
総
工
費
４
千
万
円
を

か
け
て
新
た
に
コ
テ
ー
ジ
５
棟
が
新
設
さ
れ
る
。

週
末
農
業
を
愉
し
む
に
せ
よ
、
本
格
的
な
移

住
の
足
が
か
り
に
す
る
に
せ
よ
、
田
舎
暮
ら
し

に
は
地
元
の
人
の
協
力
と
交
流
は
欠
か
せ
な
い
。

い
き
な
り
移
住
す
る
の
と
は
違
い
、
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
は
〝
気
楽
な
貸
農
園
感
覚
で
利
用
す

る
う
ち
に
地
元
に
自
然
に
と
け
込
め
る
〞
の
も

魅
力
。
週
末
の
田
舎
暮
ら
し
や
移
住
の
第
一
歩

と
し
て
、
と
て
も
貴
重
で
有
効
な
場
所
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

・1区画ずつ整備され、それぞれの区画には田畑などの農園と、「ラウベ」
と呼ばれる宿泊施設がセットになっている。利用者は制限なくいつで
も宿泊できる 
・１区画の面積は、約10～500㎡。ラウベ１棟の平均建築面積は、約
50㎡ 

・ラウベの間取りは、木造平屋（一部ロフト付）、テラス・キッチン・バ
ス・水洗トイレ付が標準タイプ。光熱水道が完備され、通常、別途
費用がかかる 

 
70,000円～600,000円 
 
・基本的に管理・運営している団体（または市町村の農業課など）に
利用申請書を提出する。4月開始のところが多いので、募集は1～3
月ごろ、通常年１回（例外もあり）。随時、見学会や説明会を開催し
ているところもある 
・利用資格を設けているところもある。また、落選してもキャンセル待ち
を受け付けている場合がある 
・利用期間は1年単位で、契約更新による利用期間は最長5年という
ところが多い。利用料金の支払方法や契約更新については、各団
体によって異なるので、詳細は問い合わせを 

 
ほとんどの場合、可能 
 
全体の7割強 
 
http://www.maff.go.jp/nouson/chiiki/simin_noen/risutos.htm

申し込み方法 

利用料金（年間） 

※農林水産省ホームページ参照 

内容 

市町村外在住者の利用 
 
指導員の設置比率 
 
全国市民農園リスト 

クラインガルテン(滞在型市民農園） 

ク ラ イ ン ガ ル テ ン と っ て お き メ モ

クラインガルテンとは
クラインガルテンとは、19世紀初頭からヨーロッパ諸国を中心に広まった農地
の貸借制度のこと。ドイツ語で「小さな庭」を意味し、日本では「ラウベ」と呼
ばれる小屋（宿泊施設）がついた農園（滞在型市民農園）を指す。近年はこのタ
イプの農園が全国各地に登場し、新しい田舎暮らしのスタイルとして注目されて
いる。

移住のステップに最適
農作業の初心者のために農作物の栽培指導を行う指導員を配置するなど、バッ
クアップ体制が整っている農園が多い。このような細かなケアが農作業への不安
を取り除き、楽しんで農作業が続けられる要因になっている。
また、多くのクラインガルテンでは夕涼み会、収穫祭、クリスマス会など、一
年をとおして多彩なイベントを催している。そのほか、味噌、こんにゃくなど、
昔ながらの加工食品、地場産業品の制作が体験できる和紙・陶芸教室など、さま
ざまな講習会も行われている。こうした地元の人々とふれあいの場が、移住した
いという気持ちを加速させるのだろう。

「野沢菜の漬け方を覚えました」と
大阪から通っている中西さん夫妻

「
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
」
と
の

声
に
応
え
、
来
春
５
棟
増
設

飯田市の関連情報を31頁に掲載

＜小野子クラインガルテンの概要＞
所在地：長野県飯田市上久堅小野子
TEL：0265（29）7723
URL：http://www.ne.jp/asahi/onogo/klein/
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データで見る新規就農 

研修の面から見た新規就農 
　資金的余裕がなく、一刻も早く農業で生計を立てようとするのなら農業研修は不可欠です。では、どこで
どんな研修を受けたのか。全国農業会議所が行った新規就農者へのアンケート調査結果（平成13年度実施・
回答413人）から研修受講の実態を紹介します。 

　農業研修の受講率を見てみると、全体の64％の人が何らかの
研修を受けています。近年就農した人ほど研修受講率が高く、年
齢的には40歳以下の若い人ほど研修を受けています（図表1参
照）。 

　また、研修先を見ると、一般農家の割合が58％と高く、農業
生産法人と合わせると約7割の人が民間部門での研修を受けて
います（図表2参照）。 

　一方、市町村や市町村公社、農協、県の農業大学校を一つのカ
テゴリーとして見た場合、近年ほど一般農家の割合が低下し、か
わって、農業生産法人やそれら農業関連機関の割合が高まってい
ます。研修先の多様化が進んでいる表れといえるでしょう。年齢
別では中高年層ほど一般農家や農業生産法人での研修割合が低
くなっています（図表3参照）。 

　農業研修の中身を見てみましょう。ほとんどの人が受講したのが、
「栽培・飼養技術（実務）」（95％）。次いで「機械操作（実務）」（66
％）となっているように、理論よりも実践性を重視している傾向に
あります（図表4参照）。 

　次は、研修期間の長さについてです。実際の研修期間は平均
17.1カ月となっていて、必要と考える研修期間17.8カ月と大き
な開きはみられません。作目別にも大きな差はなく、おおむね農業
では1年から2年の研修期間が必要とされています（図表5参照）。 

　最後に、研修によって就農に必要な知識や技術を習得できたか
どうかですが、「学べた」（15％）と「おおむね学べた」（56％）
を合わせると、全体の7割が肯定的に評価しています（図表6参照）。 

図表2　農業研修の研修先 図表1　農業研修の受講率 

図表4　農業研修の内容 図表3　各指標別に見た研修先 

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％） 

0 20 40 60 80 100 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（％） 

一般農家 
58.10%

栽培・飼養技術（実務） 
栽培・飼養技術（理論） 

機械操作（実務） 
機械操作（理論） 

農産物加工（実務） 
農産物加工（理論） 
農畜産物販売（実務） 
農畜産物販売（理論） 
経営管理（実務） 
経営管理（理論） 

農業についての理念・考え方 
その他 

就
農
経
過
年 

就
農
時
年
齢 

17.1 17.8 1.04  
5.3 11.8 2.23  
13.0 17.1 1.32  
25.5 22.6 0.89  
44.7 24.8 0.55  
20.1 19.5 0.97  
18.3 18.3 1.00  
16.3 16.0 0.98  
15.1 15.5 1.03  
16.0 22.0 1.38  
21.0 24.0 1.14  
28.9 24.9 0.86 

 
1年未満 
1～2年未満 
2～3年未満 
3年以上 
水稲 

露地野菜 
施設野菜 
花き・花木 
工芸作目 
果樹 
酪農 

一般農家 

55.4 18.9 22.9 8

11.627.9 755.8

12.9

6.314.616.762.5

58.2 10.7 23 8.2

7.7259.657.7

53.1 21.9 25

14.19.463.5

1・2年目 
3・4年目 
5年目以上 

1・2年目 

3・4年目 

5年目以上 

29歳以下 

30～39歳以下 

40～49歳以下 

50歳以上 

29歳以下 
30～39歳以下 
40～49歳以下 

50歳以上 

都市的地域 
平地農業地域 
中間農業地域 
山間農業地域 

全体 

農業生産法人 
10.20%

市町村農業公社 
6.30% 
 
 
 

農協 
3.10%

農業大学校  
10.50%

その他 
9.80%

市町村 
0.0

63.9

94.6

40
65.8

13.1
10.8

4.2
24.6

7.3
16.5

23.8
44.2

2.3

78.7
68.9

50.9

75.0
72.2

54.7
47.9

66.3
63.9

58.9
69.7

n=256

n=262

学べた 
14.50%

おおむね学べた 
55.70%

あまり 
学べなかった 
26.70%

学べなかった 
3.10%

就農経過年 

就農時年齢 

農業地域類型 

注：研修先の農業関連機関は、市町村、市町村農業公社、農協、農業大学校を一
つにくくったもの     

農業生産法人 農業関連機関 
 

その他 

就農1年目の 
中心作目 

研修期間 

全体 

区分 B/A必要な研修期間（B） 
平均値（月数） 

実際の研修期間（A） 

図表6　農業研修による全体的な知識の習得状況 図表5　実際の研修期間と必要な研修期間 
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大
学
卒
業
後
す
ぐ
の
１
９
８
５
年
、
熊
本

県
南
阿
蘇
村
（
旧
長
陽
村
）
で
農
地
を

借
り
入
れ
、
農
業
に
新
規
参
入
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
・
観
光
農
園
を

軸
に
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
97
年
に
は
有
限
会

社
に
法
人
化
し
ま
し
た
。
木
之
内
農
園
グ
ル
ー

プ
の
経
営
農
地
面
積
は
現
在
、
16
謔
で
す
。

木
之
内
農
園
は
、
稲
作
、
露
地
野
菜
、
イ
チ

ゴ
施
設
栽
培
・
観
光
農
園
、
農
産
加
工
、
た
ま

ご
拾
い
牧
場
と
い
っ
た
多
角
経
営
で
す
。
そ
れ

ま
で
経
営
内
で
行
っ
て
き
た
新
規
就
農
希
望
者

の
研
修
事
業
を
独
立
さ
せ
、
03
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
阿
蘇
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
同
じ
年
に
、
農
業
法
人
間
・
連

携
大
型
園
芸
農
場
の
㈱
花
の
海
（
16
謔
）
を
山

口
県
に
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
ブ
ラ
ン
ド

農
業
事
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ｂ
Ａ
Ｃ
）
専
務
理
事

の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
中
国
・
山
東
省
に
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
が
作
っ
た
大
規
模
農
場
・
朝
日
緑
源

の
農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
て
い
ま
す
。

農
業
が
好
き
で
、
と
い
う
よ
り
は
、
自
分
の

仕
事
と
し
て
大
好
き
な
大
地
の
上
で
農
作
物
を

育
て
た
い
と
思
い
新
規
参
入
し
ま
し
た
。
農
家

以
外
の
出
身
の
仲
間
た
ち
が
集
ま
り
、
経
営
の

形
態
も
有
限
会
社
に
し
て
、
経
営
規
模
拡
大
、

複
合
経
営
、
多
角
経
営
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し

た
。
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
新
規
就
農
希
望

者
の
た
め
の
農
業
研
修
事
業
を
手
が
け
て
、
何

人
も
の
仲
間
た
ち
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
研

修
事
業
は
い
ま
、
農
業
法
人
・
農
家
８
経
営
が

つ
く
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
も
と
で
、
農
業
を
担

う
新
た
な
人
材
が
育
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
た
ち

が
経
営
の
所
得
だ
け
で
生
活
を
成
り
た
た
せ
る

た
め
に
は
、
産
業
と
し
て
の
農
業
「
事
業
農
業
」

を
展
開
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結
果
が
、
い

ま
の
木
之
内
農
園
グ
ル
ー
プ
の
姿
で
す
。

●

農
業
だ
け
の
所
得
で
経
営
を
成
り
た
た
せ

る
に
は
む
ず
か
し
い
時
代
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

農
業
経
営
は
販
売
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
が

カ
ギ
を
に
ぎ
り
ま
す
が
、
販
売
競
争
の
な
か
で

他
の
経
営
の
売
上
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
経
営
の
売
上
が
伸
び
悩
む
と
い
っ
た
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
農
業
は
資

本
の
回
転
率
が
低
い
た
め
、
経
営
に
は
む
ず
か

し
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

新
規
参
入
し
て
20
年
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
５
年
が
も
う
一
つ
の
勝
負
ど
こ
ろ
で
す
。

規
模
拡
大
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
借
地
が
多

い
た
め
、
栽
培
管
理
作
業
に
ロ
ス
が
で
て
い
ま

す
。
経
営
農
地
を
ま
と
め
て
、
経
営
基
盤
を
強

く
し
た
い
。
ま
た
、
農
業
経
営
の
中
間
管
理
職

を
育
て
る
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

分
散
し
て
い
る
社
員
の
力
の
集
約
を
考
え
た
い
。

適
材
適
所
の
人
の
配
置
が
大
事
だ
か
ら
で
す
。

生
産
基
盤
・
経
営
基
盤
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、

今
年
か
ら
も
う
一
度
現
場
に
立
っ
て
陣
頭
指
揮

を
と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
将
来
の
農
業
を
担
っ
て
い
く

人
材
を
も
っ
と
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
研
修
事
業
を
強
化
し
ま
す
。

若
い
人
た
ち
の
間
で
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
私
の
長
男
も
農
業
を
、
そ
れ
も
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プロフィール
木之内均（きのうち・ひとし）
1961年神奈川県川崎市生まれ。67年東京都町田市に転居。80年九州東海大学
農学部入学。ハワイ留学（50日）、南米留学（１年）。大学卒業後、85年熊本
県南阿蘇村（当時・長陽村）に農業新規参入。97年木之内農園を有限会社に。
現在に至る。妻さゆみさん、子ども男３人、女１人の６人家族。

これからの農業
人材育成と中長期的

視野がカギ
熊本県南阿蘇村 有限会社木之内農園

代表取締役　木之内 均さん
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No.5  2007  春号 

畜
産
を
や
り
た
い
と
い
い
始
め
ま
し
た
。
本
人

の
思
う
よ
う
な
農
業
経
営
を
さ
せ
て
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
農
業
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
20
歳
代
の

若
者
や
団
塊
の
人
々
は
、
純
粋
に
植
物
を
育
て

た
い
、
作
物
作
り
を
し
た
い
と
い
う
人
た
ち
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
と

っ
て
、
中
山
間
地
の
村
で
農
業
を
、
そ
れ
も
半

分
兼
業
と
い
っ
た
か
た
ち
で
始
め
る
の
も
一
つ

の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
有
利
な
条
件
と
環
境

が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
政
策
と
し
て
の
中

山
間
地
域
の
活
性
化
対
策
で
、
中
山
間
地
域
に

新
規
参
入
す
る
若
者
た
ち
の
農
業
確
立
を
支
援

す
る
政
策
が
必
要
で
す
。

20
年
前
に
比
べ
、
自
然
・
環
境
へ
の
関
心
と

意
識
が
格
段
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
農
業
へ
の

関
心
が
高
ま
る
な
か
で
、
本
当
の
意
味
で
の
農

業
を
論
じ
て
い
け
る
時
代
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

産
業
、
経
営
、
そ
し
て
法
人
と
し
て
の
農
業

を
論
じ
な
が
ら
、
産
業
政
策
と
し
て
の
農
業
政

策
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
産
業
政
策

と
地
域
政
策
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

食
糧
問
題
を
論
ず
る
と
同
時
に
、
産
業
と
し
て

の
農
業
を
し
っ
か
り
と
確
立
す
べ
き
で
す
。

●

農
業
の
魅
力
は
、「
作
る
喜
び
」
に
あ
り
ま

す
。
農
作
物
の
販
売
価
格
が
高
く
つ
い

て
も
、
よ
く
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
お
も
し

ろ
く
な
い
。
多
少
安
く
て
も
、
よ
く
で
き
た
と

き
は
心
が
晴
れ
晴
れ
し
ま
す
。
農
業
生
産
は
自

然
の
な
か
で
す
る
の
で
す
か
ら
、
農
作
物
を
作

る
こ
と
に
は
同
じ
気
候
や
土
の
状
態
な
ど
、
同

じ
条
件
は
二
度
と
起
こ
り
え
な
い
。
自
然
の
な

か
で
自
然
を
感
じ
る
感
覚
を
と
ぎ
す
ま
し
、
自

然
の
力
を
利
用
し
な
が
ら
、
も
の
を
作
る
、
だ

か
ら
、
楽
し
く
て
、
喜
び
が
あ
る
の
で
す
。

い
ま
、
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
若
い
人
た

ち
は
、
私
た
ち
の
と
き
と
く
ら
べ
、
厳
し
い
と

こ
ろ
に
打
ち
あ
た
っ
た
と
き
に
、
あ
き
ら
め
が

早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
た
い
な
い
、
も
う

一
踏
ん
張
り
す
れ
ば
、
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

農
業
を
も
の
に
す
る
に
は
、
３
〜
５
年
か
か
り

ま
す
。
本
当
に
よ
か
っ
た
か
判
断
す
る
に
は
、

10
年
か
か
り
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
を
幸
せ
と
感

じ
る
精
神
が
あ
れ
ば
可
能
で
す
。
一
般
経
済
で

の
価
値
判
断
と
ち
が
っ
て
、
５
〜
10
年
の
ス
パ

ン
で
見
る
目
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

独
立
し
て
農
業
を
す
る
人
も
、
法
人
に
就
職

し
て
農
業
に
就
く
人
も
、
自
立
心
は
同
じ
。
法

人
に
就
職
す
る
人
は
、
自
分
の
飯
は
自
分
で
稼

ぐ
く
ら
い
の
気
概
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
自
立
し

た
自
分
が
自
然
と
向
き
あ
っ
て
、
自
分
を
試
す
、

も
の
を
作
る
、
喜
び
を
体
で
感
じ
る
。
そ
ん
な

気
概
を
も
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
農
業
の
新
し
い

道
を
切
り
ひ
ら
く
仲
間
た
ち
を
歓
迎
し
ま
す
。

イチゴ・ハウスで木之内農園の仲間たち、研修生たちと。左から２人目・妻さゆみさん、３人目・木之内均さん
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速
水
林
業
に
訪
ね
て
来
ら
れ
た
方
に
は
、

先
代
が
何
十
年
も
前
に
植
え
た
イ
チ
ョ

ウ
の
木
々
が
見
え
る
こ
の
テ
ラ
ス
に
ま
ず
、
ご

案
内
し
ま
す
。
四
季
を
と
お
し
て
景
観
を
楽
し

め
ま
す
が
、
イ
チ
ョ
ウ
の
落
ち
葉
で
地
面
が
一

面
、
金
色
に
な
る
こ
の
時
期
が
、
と
り
わ
け
美

し
い
。
こ
の
季
節
だ
け
は
「
落
ち
葉
の
上
を
車

で
通
る
な
」
と
、
職
員
に
い
っ
て
あ
る
ほ
ど
で

す
。
イ
チ
ョ
ウ
の
向
こ
う
が
大
多
賀
山
林
。
う

ち
で
所
有
し
て
い
る
森
で
す
。
こ
の
地
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
こ
と
、
実
験
的
な
こ
と
を

発
信
し
て
き
ま
し
た
。

●

日
本
の
林
業
は
い
ま
、
お
か
し
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
の
木
材
輸
入
自
由
化

に
よ
っ
て
輸
入
材
の
シ
ェ
ア
が
序
々
に
増
加
す

る
一
方
で
、
国
産
材
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
国
産
材
の
シ
ェ
ア
は
市

場
の
２
割
を
切
り
、
価
格
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分

で
す
。
以
前
の
国
産
材
の
値
段
が
あ
ま
り
に
も

高
か
っ
た
の
で
理
解
で
き
な
く
は
な
い
で
す
が
、

下
が
り
す
ぎ
で
す
ね
。
林
業
を
事
実
上
放
棄
す

る
林
家
が
増
え
、
林
業
に
携
わ
る
人
も
大
幅
に

減
少
し
ま
し
た
。
手
入
れ
が
さ
れ
ず
に
荒
れ
る

一
方
の
森
林
が
増
加
し
て
い
ま
す
。「
森
林
が
国

土
を
守
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
に
立
っ
た
と

き
、
こ
れ
ほ
ど
杞
憂
す
べ
き
状
況
は
な
い
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

林
業
の
事
業
体
は
再
び
体
力
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
と
い
う
理
由
で
公
共
の
事
業
に
頼
っ
て
ば
か

り
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
回
復
は
見
込
め

な
い
。
新
た
な
事
業
を
運
営
し
て
い
る
事
業
体

も
増
え
ま
し
た
が
、
本
当
の
意
味
で
体
力
を
回

復
す
る
に
は
、
林
業
あ
る
い
は
、
そ
こ
か
ら
波

及
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
経
営
が
成
り
立
つ
よ

う
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
む
ず
か
し

い
問
題
で
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
我
々
は
前
に

進
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●

改
革
を
図
ろ
う
と
す
る
と
き
に
大
切
な
こ

と
は
、
徹
底
的
に
い
ま
ま
で
の
や
り
方

を
疑
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
の
作
業

や
工
程
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
、

基
本
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
林
業
の
作
業
の
一
つ
に
、
木
の
成

長
を
妨
げ
な
い
よ
う
下
草
を
刈
る
「
下
刈
り
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
か
な
り
の

労
働
力
を
必
要
と
す
る
ん
で
す
ね
。
植
林
を
し

た
と
き
は
そ
の
山
全
体
の
下
草
を
刈
っ
て
い
く

わ
け
で
す
か
ら
。
そ
こ
で
、
疑
い
ま
す
。「
そ
も
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そ
も
下
刈
り
は
本
当
に
必
要
だ
っ
た
の
か
。
惰

性
で
や
っ
て
き
た
だ
け
で
は
な
い
の
か
。
下
刈

り
を
し
な
く
て
す
む
方
法
は
な
い
の
か
。
あ
る

い
は
、
下
草
が
あ
っ
て
も
木
が
ま
っ
す
ぐ
育
つ

方
法
は
な
い
の
か
」
と
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
ど
ん
ど
ん
無

駄
が
省
か
れ
て
い
く
。
効
率
化
を
推
し
進
め
れ

ば
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。

こ
れ
と
同
様
に
、
生
産
性
の
向
上
で
い
う
と
、

こ
れ
か
ら
の
林
業
に
不
可
欠
な
の
が
林
業
作
業

道
の
整
備
で
す
。
大
型
の
高
性
能
機
械
を
使
っ

た
効
率
的
な
木
材
搬
出
は
、
欠
か
せ
な
い
点
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
速
水
林
業
の
や
り
方
で
す
が
、

高
品
質
な
木
材
の
生
産
を
目
標
に
据
え
て
い
ま

す
。
輸
入
材
と
競
合
す
る
一
般
材
よ
り
は
、
優

良
材
の
ほ
う
が
優
位
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
で
も
「
コ
ス
ト
を
ど
こ
ま
で

下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
重

要
で
し
ょ
う
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
必
要
な
の

は
？
　
そ
う
、
先
ほ
ど
い
っ
た
徹
底
し
た
効
率

化
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く
連
動
さ
せ
な
が
ら
舵
取

り
を
し
て
い
く
「
経
営
」
的
な
視
点
を
養
わ
な

け
れ
ば
、
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
輸
入
材
と
や
り
あ
っ
て
い
く
以
上
、

国
内
だ
け
に
視
点
を
あ
て
て
い
て
は
だ
め
だ
と

思
い
ま
し
た
。
速
水
林
業
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
認
証
（
適

正
な
森
林
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
国
際
認

証
）
を
取
得
し
た
の
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
視
点
で
経
営
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。。

●

私
は
い
ま
も
毎
日
「
何
か
新
し
い
こ
と
を

や
ろ
う
」
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。

こ
の
前
、
仕
事
で
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
た
と
き
に

も
一
つ
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
い
ま
し
た
。

林
業
の
作
業
の
な
か
で
、
な
か
な
か
効
率
化

が
図
れ
な
い
こ
と
の
一
つ
に
植
林
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
急
峻
な
斜
面
を
登
っ
て
い
く
の
で
、
機

械
は
入
れ
ま
せ
ん
。
人
間
が
背
中
に
苗
木
を
し

ょ
い
ま
す
が
、
い
ま
育
て
て
い
る
苗
は
土
が
つ

い
た
ま
ま
で
な
い
と
い
け
な
い
た
め
重
い
。
1

回
に
持
っ
て
い
け
る
苗
木
の
量
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。

一
方
、
ア
フ
リ
カ
の
農
村
で
は
ま
だ
ほ
と
ん

ど
機
械
化
が
進
ん
で
い
な
く
て
動
物
に
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
と
く
に

山
岳
地
帯
で
は
ロ
バ
の
背
中
に
た
く
さ
ん
荷
物

を
運
ば
せ
て
い
た
…
。
も
う
お
わ
か
り
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
す
。
そ
の
風
景
を
見
て

ひ
ら
め
い
た
ん
で
す
よ
。「
苗
木
を
ロ
バ
に
運
ば

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
…
」
と
。

こ
の
ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
い
た
と
き
は
、
我

な
が
ら
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
い
ま
、
ロ
バ

を
調
達
で
き
な
い
か
知
人
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

1
〜
2
頭
な
ら
す
ぐ
に
で
も
何
と
か
な
る
で
し

ょ
う
。
試
し
に
や
っ
て
み
ま
す
よ
。
日
本
の
山

林
を
、
ロ
バ
が
苗
木
を
載
せ
て
闊
歩
す
る
。
考

え
た
だ
け
で
も
楽
し
み
で
は
な
い
で
す
か
？

速
水
林
業
で
は
、
確
か
に
い
ち
早
く
大
型
の

機
械
を
導
入
し
て
そ
の
性
能
や
効
果
を
検
証
し
、

広
め
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
目

的
は
効
率
化
で
あ
っ
て
機
械
化
で
は
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
ロ
バ
だ
っ
て
い
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
は

こ
う
い
っ
た
発
想
の
転
換
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

大多賀山林のイチョウ並木。金色のじゅうたんを敷き詰めたような見事な景観
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多
く
の
漁
業
現
場
で
は
、
い
ま
、
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

す
。
私
自
身
、
親
父
が
漁
師
で
し
た
が
跡
を
継

ぐ
気
は
も
と
も
と
な
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
結
果
的
に
こ
の
道
を
選
び
ま
し
た
が
、
子
ど

も
に
跡
継
ぎ
を
期
待
す
る
こ
と
自
体
、
む
ず
か

し
い
時
代
。
少
子
化
の
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、

漁
村
の
過
疎
化
も
考
え
る
と
後
継
者
不
足
は
か

な
り
深
刻
な
問
題
で
す
。

そ
の
一
方
、
漁
師
に
憧
れ
を
も
っ
て
転
職
し

て
く
る
新
規
漁
業
就
業
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る

の
は
期
待
が
も
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
し
、

一
人
前
に
な
る
前
に
辞
め
て
し
ま
う
人
が
多
い

と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
漁
師
の
道
を
リ
タ
イ

ア
す
る
か
し
な
い
か
の
鍵
を
握
る
の
は
、
漁
師

と
い
う
仕
事
に
魅
力
を
見
出
せ
る
か
ど
う
か
。

私
が
所
属
す
る
鴨
川
市
漁
業
協
同
組
合
定
置

部
は
房
総
沖
で
定
置
網
漁
を
行
っ
て
お
り
、
乗

組
員
は
平
均
年
齢
41
歳
。
20
代
が
３
割
以
上
と

か
な
り
若
い
チ
ー
ム
で
す
。
鴨
川
は
サ
ー
フ
ィ

ン
の
メ
ッ
カ
で
す
か
ら
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
き
っ

か
け
に
漁
師
を
目
指
し
て
船
に
乗
り
込
ん
で
く

る
若
者
も
い
ま
す
が
、
私
は
彼
ら
に
海
で
楽
し

め
る
も
の
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
を
教
え
た
い
。
だ
か
ら
、
暇
を
み
て
は
釣
り

や
潜
り
に
連
れ
て
い
っ
て
、
海
の
お
も
し
ろ
さ

を
体
験
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
春
は
ワ

カ
メ
、
夏
は
ア
ワ
ビ
、
と
漁
業
権
を
取
っ
て
四

季
折
々
の
楽
し
み
方
を
知
る
と
、
み
ん
な
夢
中

に
な
っ
て
潜
り
に
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

サ
ー
フ
ィ
ン
に
し
て
も
「
な
ぜ
、
こ
の
浜
は

い
い
波
が
立
つ
の
か
分
か
る
？
」
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
説
明
し
て
あ
げ
る
と
、
広
い
視
野
で
海

と
い
う
も
の
を
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
漁
師
の
仕
事
自
体
も
お
も
し
ろ

く
な
っ
て
、
辞
め
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。

成
長
の
仕
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
当
然
、
仕
事

の
能
力
に
つ
い
て
も
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
、
私
は
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
に
同
じ

こ
と
は
さ
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
差
別
で
は
な
く
、

で
き
る
人
た
ち
が
し
っ
か
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
で
き
な
い
人
た
ち
の
指
導
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

く
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
仕
事
上
で
の
競
争
心

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
馴
れ
合
い
で
仕
事
を
す

る
と
、
失
敗
や
ぶ
つ
か
り
が
少
な
く
な
る
分
、

覚
え
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
成
長
が
遅
く
な

り
ま
す
か
ら
ね
。
い
い
意
味
で
ラ
イ
バ
ル
心
を

持
つ
こ
と
は
、
お
互
い
の
能
力
を
高
め
て
い
く

た
め
に
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

●

次
世
代
育
成
と
同
時
に
課
題
と
な
る
の
が
、

次
の
時
代
に
残
せ
る
漁
場
づ
く
り
で
す
。

例
え
ば
、
今
年
は
サ
バ
が
20
年
ぶ
り
の
大
豊

漁
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
単
純
に
喜
ぶ
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
で
サ
バ
が
根
こ
そ
ぎ

捕
ら
れ
れ
ば
、
サ
バ
が
回
ら
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
追
い
か
け
て
い
る
魚
も
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
駆
使
す

れ
ば
漁
獲
量
を
増
や
す
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う

が
、
捕
る
量
を
調
整
し
な
が
ら
、
う
ま
く
魚
を

回
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

網
の
形
や
大
き
さ
を
変
え
て
、
小
魚
は
逃
が
し

プロフィール
坂本年壱（さかもと・としかず）
1967年、千葉県鴨川市生まれ。高校卒業後、鴨川市漁業
協同組合に就職。1986年より４年間、定置網の製造メー
カー（株）ホクモウに出向し、実験漁場で定置網漁師と
しての経験を積む。1994年、27歳のときに、船団で漁
獲作業の指揮や監督にあたる漁労長となり現在に至る。

威勢のいい海の男たちを掛け声一つでまとめる坂本漁労長

t h e
v

i
s

io

n
ofto

p
r

u
n

n

e r “いかに捕るか”から
“いかに継いでいくか”へ

千葉県 鴨川市漁業協同組合定置部漁労長 坂本 年壱さん
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て
大
き
な
魚
だ
け
捕
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
生

態
系
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
魚
を
う
ま
く
管
理

す
る
こ
と
が
漁
業
界
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
考
え

だ
と
、
必
ず
終
わ
り
が
来
ま
す
。
山
や
川
も
含

め
て
漁
場
を
取
り
巻
く
環
境
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
後
世
に
残
せ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
本
釣
り
で
生
計
を
立
て

ら
れ
る
く
ら
い
豊
か
な
海
に
戻
す
の
が
、
理
想

で
し
ょ
う
け
ど
ね
。

そ
う
な
る
と
漁
獲
量
に
左
右
さ
れ
な
い
収
入

の
確
保
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
な

か
な
か
む
ず
か
し
い
で
す
が
、
同
じ
種
類
、
同

じ
量
の
魚
で
も
、
自
分
た
ち
で
付
加
価
値
を
高

め
る
努
力
を
す
る
こ
と
で
実
現
可
能
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
漁
獲
量
を
上
げ
る
よ
り
も
魚
価

を
上
げ
る
。
漁
具
や
魚
の
保
存
に
使
う
氷
、
活

魚
の
運
搬
方
法
な
ど
工
夫
次
第
で
品
質
は
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
質
が
上
が
れ
ば
自
ず
と

魚
価
も
上
が
っ
て
く
る
。

衛
生
管
理
一
つ
を
取
っ
て
も
そ
う
で
す
。
き

ち
ん
と
衛
生
管
理
し
た
も
の
を
提
供
す
る
の
が

生
産
者
と
し
て
最
低
限
の
務
め
。
必
要
な
設
備

が
あ
れ
ば
漁
協
に
導
入
し
て
く
れ
る
よ
う
、
私

は
現
場
の
責
任
者
と
し
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
そ
ん
な
も
の
入
れ
た
っ
て
、
本
当
に
魚
価
に
つ

な
が
る
の
か
？
」
と
い
わ
れ
た
り
し
ま
す
が
、

一
度
で
も
消
費
者
に
何
か
が
あ
れ
ば
、
魚
価
は

す
ぐ
半
値
以
下
に
な
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
を

直
撃
し
ま
す
か
ら
ね
。
そ
う
考
え
る
と
、
先
の

見
え
な
い
投
資
が
必
要
な
と
き
も
あ
る
。

●

漁
師
の
仕
事
は
、
魚
を
捕
っ
て
売
る
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
魚
を
と
お
し

て
、
人
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
漁
師
の
仕

事
で
す
。
よ
く
、
漁
で
余
っ
た
魚
を
乗
組
員
同

士
で
分
け
る
の
で
す
が
、
家
に
も
っ
て
帰
ら
な

い
と
私
は
怒
り
ま
す
ね
。「
近
所
の
人
に
あ
げ
れ

ば
、
喜
ば
れ
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。

そ
れ
に
、
漁
師
自
身
が
魚
を
食
べ
る
楽
し
み

を
も
つ
の
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
魚
を
捕
り
な

が
ら
「
こ
れ
は
脂
が
の
っ
て
お
い
し
そ
う
だ
」

と
思
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
舌
が
肥
え
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
い
し
い
魚
が
見
分
け

ら
れ
れ
ば
、
料
理
人
に
も
自
信
を
も
っ
て
勧
め

ら
れ
る
。
料
理
人
の
信
頼
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ

こ
で
ま
た
人
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
。

ど
ん
な
職
業
で
も
、
技
術
を
磨
く
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
人
と
の
絆
が

つ
な
が
っ
て
い
く
職
業
で
あ
れ
ば
も
っ
と
楽
し

く
な
る
。

こ
れ
か
ら
の
漁
業
を
担
う
若
い
人
た
ち
に
は
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
が
捕
っ
て
い
る
魚
に
対
し
て
も
、
職
業
に

対
し
て
も
、
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
も
ら
い
た

い
。
漁
師
と
い
う
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
、

自
然
の
中
で
心
豊
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す
若

い
人
た
ち
が
増
え
れ
ば
、
先
輩
漁
師
に
と
っ
て

も
い
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

鴨川市漁業協同組合定置部の皆さん。若い力と熟練の技とのコラボレーションが相乗効果を生み出す
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農業 

か
れ
た
植
物
の
根
は
、
一
方
的
に
菌
根
菌
に

栄
養
分
を
横
取
り
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
逆

に
菌
根
菌
が
吸
収
し
た
土
の
中
の
養
分
や
水

分
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
樹
木

と
菌
根
菌
は
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
生
き
て

い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
や
お
店
で
は
、
シ
イ
タ
ケ
や
ブ

ナ
シ
メ
ジ
な
ど
一
年
を
通
し
て
様
々
な
キ
ノ

コ
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ

て
分
解
菌
で
す
。
お
が
く
ず
な
ど
を
使
っ
て

比
較
的
簡
単
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
マ
ツ
タ
ケ
な
ど
の
菌
根
菌
は
、
生
き

た
樹
木
の
根
が
必
要
で
あ
り
、
人
工
栽
培
は

大
変
困
難
で
す
が
、
そ
の
代
わ
り
季
節
を
感

じ
る
食
材
の
代
表
と
し
て
秋
の
食
卓
を
に
ぎ

わ
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

中
に
埋
も
れ
た
木
く
ず
や
落
ち
葉
な
ど
を
利

用
し
て
、
菌
糸
を
地
表
ま
で
伸
ば
し
て
キ
ノ

コ
を
作
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
ツ
タ
ケ
や
シ
ョ
ウ
ロ
な
ど
は
、

土
の
中
の
生
き
た
植
物
の
根
に
取
り
付
い
て
、

そ
こ
か
ら
栄
養
分
を
も
ら
っ
て
生
育
し
、
地

面
に
キ
ノ
コ
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
菌
根

菌
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
菌
根
菌
に
取
り
付

キ
ノ
コ
と
い
う
言
葉
は
「
木
の
子
」
と
も

書
け
ま
す
が
、
実
際
は
木
（
植
物
）
の
仲
間

で
は
な
く
、
カ
ビ
の
一
種
で
す
。
カ
ビ
は
糸

状
菌
と
も
い
い
、
糸
の
よ
う
な
細
長
い
菌
で

す
。
こ
れ
を
「
菌
糸
」
と
い
い
ま
す
。

キ
ノ
コ
は
、
枯
れ
た
木
の
幹
、
倒
れ
た
木

の
上
、
地
面
に
積
も
っ
た
落
ち
葉
の
上
な
ど
、

い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
様
々
な
種
類
の
も
の
が

出
て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
の
根
元
を
よ
く
見
て

く
だ
さ
い
。
白
色
や
黄
色
な
ど
淡
い
色
の

「
菌
糸
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
菌
糸
が
キ
ノ
コ
の
本
来
の
姿
で
、

キ
ノ
コ
は
そ
の
菌
糸
か
ら
作
ら
れ
る
の
で
す
。

菌
糸
は
、
木
や
落
ち
葉
の
表
面
や
中
に
広
が

り
、
そ
れ
ら
を
腐
ら
し
て
栄
養
分
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
は
分
解
菌
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
落
ち
葉
な
ど
が
積
も
っ
て
い
な
い

地
面
か
ら
直
接
キ
ノ
コ
が
出
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
キ
ノ
コ
は
ど
こ
か

ら
栄
養
分
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
や
ツ
エ
タ
ケ
は
土
の

分
解
菌
の
仲
間
は

落
ち
葉
な
ど
が
栄
養

マ
ツ
タ
ケ
な
ど
の

人
工
栽
培
難
し
い

菌
根
菌
の
仲
間
は

生
き
た
木
と
共
生
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農
業
に
就
く
に
は
？ 

田
舎
暮
ら
し 

ま
ず
は
農
業
体
験 
独
立
し
て
農
業
を
始
め
る 

農
業
法
人
に
就
職 

　
最
近
、
都
会
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
間
で
、
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
に
は
農
地
が
持
て
な
い
、
農
業
が
で
き
な
い
と
お
考
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
こ
れ
ま
で
農
業
を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
で
も
、
農
地
を
取
得
し
て

農
業
経
営
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
農
業
法
人
な
ど
に
就
職

し
て
農
業
を
始
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
農
作
業
そ
の
も
の
の
体
験
が
な
か
っ

た
り
、
農
地
を
実
際
に
買
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
条
件
は
何
か
、
空
き
家
な
ど
住
む
家
は

あ
る
の
か
、
求
人
募
集
を
し
て
い
る
農
業
法
人
な
ど
の
情
報
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

農
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
、
田
舎
暮
ら
し
な
ど
自
給
自
足
で
定
住
を
考
え
て
い
る
、

あ
る
い
は
実
際
に
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
方
も
、
情
報
集
め
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

就
農
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
た
め
に
、
ま
ず
は
全
国
・
都
道
府
県
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。 

就農までのフローチャート 

あなたの希望 

田舎暮らしを希望している（農業は自給程度にやりたい） 

対応方向 

自身の希望を踏まえ、定住
地を検討 

相談窓口 

都道府県庁の定住相談窓口
へ相談 

農業に関心はあるが、まったく経験もなく、まずは農作業を体験を
したい 

農業体験・イベント等に参
加する 

全国の新規就農相談センター
に問い合わせ 

農業に魅力を感じたり、将来農業をしてみたい。当面、いまの仕
事を続けながら、休日または夜間で農業の勉強・体験をしたい 

市民農園、滞在型市民農園
を借りる 市町村役場に問い合わせ 

学生で農業に関心が有る。将来、農業を仕事にするかどうかはわ
からないが、まずは農業を体験したい 

各地の就農準備校で農業
を学ぶ 就農準備校本部に問い合わせ 

農業を始めるための情報、農業を始めるために必要なことなど、
全般的なことを知りたい 

農業インターンシップ研修を
受ける 

全国新規就農相談センター、日本
農業法人協会へ問い合わせ 

全国・都道府県新規就農相談
センターに相談する 

将来、農業経営をしたい。しかし、技術や資金が乏しい。生活を
確保しながら技術を学び、夢を実現したい 

国・県・市町村段階の支援
措置利用の可能性を探る 

酪農ヘルパー全国協会に相談 
農業を始めるため、課題となる資金の確保、農地取得、技術習得、
住宅確保などを進め、就農したい 

酪農の場合、酪農ヘルパー
を検討 

求人・研修情報をホームペー
ジで検索する（注1） 
 
全国農業会議所等が開催する
新・農業人フェアや農業法人
合同会社説明会に参加 
 
全国・都道府県新規就農相談
センターに情報を問い合わせ 

将来、農業をしたい。しかし、若く、技術や資金に乏しい。まず農
業法人で研修、もしくは就職し、農業技術も学び、自分の適正も
確かめるなど、一歩ずつ前進したい 

就農相談窓口で相談しなが
ら就農をめざす 

農業法人に就職したい。また、独立は難しいが自分の持つ技術
等をいかしたい 

農業法人で研修を受ける 

就職について全般的なことを知りたい 

農業法人に就職する 

全国・都道府県新規就農相談
センター 農業法人への就職を紹介、あっせんしてほしい 

注1：求人・研修情報の検索（http://www.nca.or.jp/Be-farmer/） 

新しく農業を始めたい人 

自営で農業開始 

独立指向（自分で農業を始めたい） 

都道府県新規就農相談センター 
都道府県農業会議 

青年農業者等育成センター 

農地保有合理化法人 

市町村・市町村農業委員会 

農業法人等 
で研修 

就職指向（農業法人で農業を始めたい） 

農業法人に就職 

相談 

設置 
運営 

設置 

派
遣 

紹
介 

情報 
交換 

情報提供 相談 求職相談 求職相談 

インターネット等 全国農業会議所 

無料職業 
紹介所 

都道府県センター 

無料職業 
紹介所 

全国新規就農 
相談センター 

（全国農業会議所内） 

社団法人 
日本農業 
法人協会 

職業安定所 
ハローワーク 

合同会社説明会 
連携 

連携 

技
術
習
得 

就
農
準
備
校 

農
業
大
学
校 

農
業
法
人
・
先
進
農
家
な
ど 

( (

全国段階 

都道府県段階 

業
務
提
携 

就農イメージと対応方向 

独立 
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情報や基礎知識の収集 

●新規就農・希望者などの相談に 
　応じています 

都道府県青年農業者等育成センター 

都道府県新規就農相談センター 

指定法人 電話番号 

都道府県農業会議 

農業会議 電話番号 

①農業を始めるための情報を集めたり、就農相談のため
に全国・都道府県新規就農相談センターなどの相談
窓口を訪ねよう。また、こうした窓口が開設しているホ
ームページなどで情報を集めよう。 
②全国農業会議所主催の「新・農業人フェア」に参加し
よう。 
③農業を体験したり、基礎知識を身につけよう。 

技術やノウハウの修得 ・目指す農業経営に必要な技術やノウハウを身につけよう。 
 
・目指す農業経営に必要な資金、経
営安定までの生活資金を、融資の可
能性も含めて検討し、確保しよう。 
 
・経営開始の可能な農地、同時に営
農に適した住宅を確保しよう。 
 
・経営開始にあたって必要な機械や施
設を確保しよう。 

営農計画の作成 ・生産計画、販売計画、資金計画を
明確なプランにしよう。 

農地の取得 
・就農する市町村の農業委員会で農地
取得（貸借を含む）手続きをし、農
地法の許可を受けよう。 

就農 ・自分の農業経営確立への第一歩です。 

資金の確保 

農地・住宅の確保 

機械や施設の確保 目指す農業経営 
ビジョンの明確化 

体験・現場見学 

①どんな作物を栽培するか、作物・部門を考えよう。 
②作目は単一の専作経営か、複数以上の複合経営か、
経営のタイプを決めよう。 
③露地栽培か施設栽培か、通常栽培か有機栽培か、な
ど栽培方法の選択を考えよう。 
④農作業に従事できる労働力と作目・経営タイプ・栽培
方法や、経営規模などが適正か、考えよう。 
⑤選択作目や生活条件、都道府県、市町村の支援措置
等から就農候補地を検討しよう。 
⑥できるだけ現地を訪ね、自分の足で農地・住宅・研修先・
生活・農業経営環境などの関連情報を収集しよう。 注：実際にはいろいろなパターンやケースがあります。大まかなモデルケースとお考え下さい。 

就農までのみちすじ 

北海道農業会議 
青森県農業会議 
岩手県農業会議 
宮城県農業会議 
秋田県農業会議 
山形県農業会議 
福島県農業会議 
茨城県農業会議 
栃木県農業会議 
群馬県農業会議 
埼玉県農業会議 
千葉県農業会議 
東京都農業会議 
神奈川県農業会議 
山梨県農業会議 
岐阜県農業会議 
静岡県農業会議 
愛知県農業会議 
三重県農業会議 
新潟県農業会議 
富山県農業会議 
石川県農業会議 
福井県農業会議 
長野県農業会議 
滋賀県農業会議 
京都府農業会議 
大阪府農業会議 
兵庫県農業会議 
奈良県農業会議 
和歌山県農業会議 
鳥取県農業会議 
島根県農業会議 
岡山県農業会議 
広島県農業会議 
山口県農業会議 
徳島県農業会議 
香川県農業会議 
愛媛県農業会議 
高知県農業会議 
福岡県農業会議 
佐賀県農業会議 
長崎県農業会議 
熊本県農業会議 
大分県農業会議 
宮崎県農業会議 
鹿児島県農業会議 
沖縄県農業会議 

011（281）6761（直） 
017（774）8580（直） 
019（622）5825（直） 
022（275）9164（直） 
018（860）3540（直） 
023（622）8716（直） 
024（524）1201（直） 
029（301）1236（直） 
028（648）7270（代） 
027（280）6171（代） 
048（829）3481（直） 
043（222）1703（直） 
03（3370）7145（直） 
045（201）0895（直） 
055（228）6811（直） 
058（268）2527（代） 
054（255）7934（直） 
052（962）2841（直） 
059（259）0860（直） 
025（223）2186（直） 
076（441）8961（直） 
076（257）7066（代） 
0776（21）0010（代） 
026（234）6871（直） 
077（523）2439（直） 
075（441）3660（直） 
06（6941）2701（直） 
078（361）8110（直） 
0742（22）1101（代） 
073（428）4165（直） 
0857（26）8371（直） 
0852（22）4471（直） 
086（224）2111（代） 
082（545）4146（直） 
083（923）2102（直） 
088（621）3054（直） 
087（812）0810（直） 
089（921）4438（直） 
088（824）8555（直） 
092（641）7590（直） 
0952（23）7057（直） 
095（822）9647（直） 
096（384）3333（直） 
097（532）4385（直） 
0985（29）6333（直） 
099（286）5815（直） 
098（867）7385（直） 

（社）北海道農業担い手育成センター 
（社）青い森農林振興公社 
（社）岩手県農業公社 
（財）みやぎ農業担い手基金 
（社）秋田県農業公社 
（財）山形県農業振興機構 
（財）福島県農業振興公社 
（財）茨城県農林振興公社 
（財）栃木県農業振興公社 
（財）群馬県農業公社 
（社）埼玉県農林公社 
（社）千葉県農業開発公社 
（財）東京都農林水産振興財団 
（社）神奈川県農業公社 
（財）山梨県農業振興公社 
（社）岐阜県農畜産公社 
（社）静岡県農業振興公社 
（財）愛知県農業振興基金 
（財）三重県農林水産支援センター 
（社）新潟県農林公社 
（社）富山県農林水産公社 
（財）石川21世紀農業育成機構 
（社）ふくい農林水産支援センター 
（社）長野県農業担い手育成基金 
（財）滋賀県農林漁業後継者特別対策基金 
（社）京都府農業開発公社 
（財）大阪府みどり公社 
（社）兵庫みどり公社 
（財）奈良県農業振興公社 
（財）和歌山県農業公社 
（財）鳥取県農業担い手育成基金 
（財）しまね農業振興公社 
（財）岡山県農林漁業担い手育成財団 
（財）広島県農林振興センター 
（財）やまぐち農林振興公社 
（財）徳島県農業開発公社 
（財）香川県農業振興公社 
（財）えひめ農林漁業担い手育成公社 
（財）高知県農業公社 
（財）福岡県農業振興推進機構 
（財）佐賀県青年農業者育成センター 
（財）長崎県農林水産業担い手育成基金 
（財）熊本県農業後継者育成基金 
（社）大分県農業農村振興公社 
（財）宮崎県農業後継者育成基金協会 
（財）鹿児島県農業後継者育成基金協会 
（財）沖縄県農業後継者育成基金協会 

011（271）2255 
017（773）3131 
019（623）9390 
022（264）8238 
018（884）5512 
023（635）0589 
024（521）9848 
029（239）7131 
028（648）9511 
027（251）1220 
048（558）3555 
043（222）9136 
042（528）1357 
045（651）1703 
055（223）5747 
058（276）4601 
054（250）8991 
052（951）3626 
059（259）0855 
025（281）3480 
076（441）7396 
076（257）7141 
0776（21）5475 
026（236）2021 
077（523）5505 
075（417）6847 
06（6266）8916 
078（361）8116 
0742（23）6148 
073（433）5547 
0857（26）7276 
0852（32）2300 
086（226）7423 
082（541）6185 
083（924）8900 
088（621）3083 
087（831）3211 
089（945）1542 
088（823）8618 
092（716）8355 
0952（25）7106 
095（895）2935 
096（385）2679 
097（535）0400 
0985（26）8797 
099（213）7222 
098（866）2280

　農業を始めるための情報を集めたり、就
農相談のために、全国段階および都道府
県段階に「新規就農相談センター」とい
う相談窓口があります。 
 
全国新規就農相談センター 
〒105-0001  東京都港区虎ノ門1-25-5 
虎ノ門34MTビル5F　全国農業会議所内 
TEL. 03（3507）3088（相談用） 
FAX. 03（3507）3081 
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/
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行動を起こす 

いざ、森林作業へ 

経験を積む 

林業就職 活動フロー 

各都道府県林業労働力 
確保支援センター 

選考・採用試験 「緑の雇用」事業 

就業 

森林組合・ 
林業事業体への応募 

林業 
経験者 

林業就業支援講習 
（林業作業体験・山村生活経験等） 

◆全国森林組合連合会のホームページで、求
人情報をチェックする。 

◆全国森林組合連合会、都道府県林業労働
力確保支援センターに電話し、説明会など
の情報を問い合わせる。 
◆国や民間で開催する「就職フェア」の林業
コーナーで説明を聞く。 
◆各都道府県の林業労働力確保支援センター
に問い合わせる。 
◆全国各地の森林組合に問い合わせる。 
◆求人誌やハローワークなどの情報をチェック
する。 
＠都道府県林業労働力確保支援センターでは、
随時相談を受け付けている。 

成林 
伐採 

集材 
造材 

植え 
付け 

間伐 
枝打ち 

除伐 

下刈り 

林業に就くには？ 

◆各都道府県の林業労働力確保支援センター
に相談する。 
◆林業労働力確保支援全国センターや地方公
共団体などが行っている林業体験教室に参
加する。 

◆NPOやボランティア団体などが行っている市
民ボランティアに参加する。 

◆希望する地域が絞り込めたら直接森林組合
等に足を運んで話を聞く。 

◆採用してくれそうな経営体に、直接にアタック、
応募して選考を受ける。 

＠林業は、森林組合や民間企業に就職するの
が一般的。 

◆「緑の雇用」事業を利用し研修生になる。 
◆見習いとして、森林組合や民間会社に就職。 
＠「緑の雇用」事業は、国が行う林業本格就
業前の１年間の研修。平成 16 年度は約
2,000人が研修生に採用された。 

＠森林組合とは森林の所有者が組織する協同
組合のこと。 

＠就職後に研修を受けることができたり、研修
費用の補助が受けられる都道府県もある。 

◆基幹的な林業従事者として、地域に定着し
て造林・間伐などの業務を身につける。 
＠森林を育てるのは長い年月と莫大な費用がか
かるため、独立は困難。森林組合や民間企
業の中でステップアップしていく。 

ハローワーク 就業相談会 

大きく育てた木を切り、 
木材にする作業 

機械を使って行う作業 

苗木を１本ずつ 
丁寧に植え付ける 
作業 

苗木が十分に 
日の光を浴びられるよう 
周囲の雑草などを 
取り除く作業 

植えた木が育つのに 
邪魔になる木を切る作業 

林業の仕事 

情報収集 

※「緑の雇用」事業、「林業就業支援講習」は通年募集ではないため、詳しくは各都道府県の林業労働力確保支援セン 
　ターに問い合わせてください。 

下枝を切り落とす作業や、 
病虫害の発生を防ぐ作業 

木々が成長し、 
お互いが成長の邪魔に 
ならないよう本数を 
調整する作業 

直
接 
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その他にもいろいろある森林業務 

林野庁・フォレスター 
 
 
森林レンジャー 
 
森林インストラクター 
 
 
樹木医 

国有林の管理、森林施業の実施、立木の調査、森林倶楽部の運営など、木の育成から森林空間の活用までが仕事。国
有林を舞台にする林野庁所属の国家公務員 
 
国立公園の環境を守り、動植物などの調査をする仕事。環境省所属の国家公務員 
 
森林を利用する人に森林や林業に関する知識を広め、森林の案内や野外活動の指導を行う。農林水産大臣が認定する
資格制度で、応募資格は20歳以上。４科目の筆記試験と面接がある。(社)全国森林レクリエーション協会が窓口 
 
農林水産省が認定した公益法人などが認定する公的資格。それぞれの地方の樹木や樹林の保護について研究したり、
診断・治療を行う技術者。毎年６～７月に研修生が公募され、８月末ごろに選抜試験。応募資格として樹木医になるにふ
さわしい業務経験が通算して７年以上あることが求められる 

全国森林組合連合会 03（3294）9713 東京都千代田区内神田1-1-12コープビル 101-0047

●林業全般について情報を集める 

林業労働力確保支援全国センター 〒 所在地 電話番号 

(社)北海道造林協会 
(社)青い森農林振興公社 
(財)岩手県林業労働対策基金 
(財)みやぎ林業活性化基金 
(財)秋田県林業労働対策基金 
(財)山形県林業公社 
(社)福島県林業協会 
(社)茨城県林業協会 
(財)栃木県森林整備公社 
(財)群馬県森林・緑整備基金 
(社)埼玉県農林公社 
(社)千葉県農業開発公社 
(財)東京都農林水産振興財団 
(社)かながわ森林づくり公社 
(社)新潟県農林公社 
(社)富山県農林水産公社 
(財)石川県林業労働対策基金 
(財)福井県林業従事者確保育成基金 
(財)山梨県林業公社 
(財)長野県林業労働財団 
(社)岐阜県森林公社 
(社)静岡県山林協会 
(財)愛知県林業振興基金 
(財)三重県農林水産支援センター 
(財）びわ湖造林公社 
(財)京都府林業労働支援センター 
(社)大阪府木材連合会 
(財)兵庫県営林緑化労働基金 
(財)奈良県林業基金 
(社)わかやま森林と緑の公社 
(財)鳥取県林業担い手育成財団 
(社)島根県林業公社 
(財)岡山県林業振興基金 
(財)広島県農林振興センター 
(財)やまぐち森林担い手財団 
(財)徳島県林業労働力確保支援ｾﾝﾀｰ 
香川県森林組合連合会 
(財)えひめ農林漁業担い手育成公社 
(財)高知県山村林業振興基金 
(財)福岡県水源の森基金 
(財)佐賀県森林整備担い手育成基金 
(社)長崎県林業協会 
(財)熊本県林業従事者育成基金 
(財)大分県森林整備センター 
(社)宮崎県林業労働機械化センター 
(財)鹿児島県林業担い手育成基金 
(社)沖縄県林業協会 

北海道 
青森県 
岩手県 
宮城県 
秋田県 
山形県 
福島県 
茨城県 
栃木県 
群馬県 
埼玉県 
千葉県 
東京都 
神奈川県 
新潟県 
富山県 
石川県 
福井県 
山梨県 
長野県 
岐阜県 
静岡県 
愛知県 
三重県 
滋賀県 
京都府 
大阪府 
兵庫県 
奈良県 
和歌山県 
鳥取県 
島根県 
岡山県 
広島県 
山口県 
徳島県 
香川県 
愛媛県 
高知県 
福岡県 
佐賀県 
長崎県 
熊本県 
大分県 
宮崎県 
鹿児島県 
沖縄県 

011（200）1381 
017（732）5288 
019（653）0306 
022（225）5991 
018（864）0161 
023（623）3505 
024（521）3245 
029（225）5949 
028（643）5330 
027（360）6206 
0494（25）0291 
043（222）9136 
042（528）0643 
0465（85）1881 
025（285）7711 
076（441）6747 
076（237）0121 
0776（38）0345 
055（230）1400 
026（225）6080 
058（277）1063 
054（255）4485 
052（953）3608 
059（259）0855 
077（522）8349 
075（821）9277 
06（6538）7524 
078（361）8010 
0742（27）4860 
0739（83）2022 
0857（28）0121 
0852（32）0253 
086（225）9382 
082（541）6187 
083（932）5286 
088（622）8158 
087（861）4352 
089（934）6153 
0887（57）0366 
092（712）1443 
0952（25）7133 
095（861）5185 
096（340）1151 
097（546）3009 
0985（29）6008 
0995（54）3131 
098（888）0677

札幌市中央区北4条西5丁目（道林業会館6F) 
青森市新町2-4-1（青森県共同ビル6F） 
盛岡市中央通3-15-17 
仙台市青葉区上杉2-4-46 
秋田市川元山下町8-28（県森連会館3F) 
山形市緑町1-9-30（緑町会館6F) 
福島市中町5-18（県林業会館内） 
水戸市三の丸1-3-2（県林業会館内） 
宇都宮市栄町5-7 
北群馬郡榛東村大字新井2935 
秩父市日野田町1-1-44（埼玉県秩父農林振興センター内） 
千葉市中央区中央4-13-28 
立川市富士見町3-81 
足柄上郡開成町吉田島2489-2 
新潟市新光町15-2 
富山市舟橋北町4-19（県森林水産会館6F) 
金沢市東蚊爪町1-23-1 
福井市江端町20-1 
甲府市丸の内1-9-11（県民会館内) 
長野市大字中御所字岡田30-16（県林業センター内） 
岐阜市薮田南5-14-53（県民ふれあい会館9F) 
静岡市葵区追手町9-6（県庁西館9F) 
名古屋市中区丸の内3-5-16 
津市久居明神町2501-1 
大津市松本1-2-1（大津合同庁舎6F） 
京都市中京区西ノ京樋ノ口町123 
大阪市西区新町3-6-9 
神戸市中央区中山手通7-28-33 
奈良市高畑町1116-6（なら土連会館内） 
西牟婁郡上富田町生馬1504-1 
鳥取市湖山町西2-413 
松江市母衣町55-4（松江商工会議所ビル6F) 
岡山市岡南町2-5-10 
広島市中区大手町4-2-16 
山口市駅通り2-4-17（県林業会館内） 
徳島市かちどき橋1-41（県森連内） 
高松市中野町23-2 
松山市三番町4-4-1（県林業会館4F) 
香美郡土佐山田町大平80（森林総合センター内） 
福岡市中央区天神3-10-25（森連ビル内） 
佐賀市城内1-1-59（県庁林業課内） 
長崎市飽の浦町5-3 
熊本市水前寺6-5-19（県住宅供給公社ビル204号） 
大分市大字古国府字内山1337-15 
宮崎市宮田町13-16（県庁10号館） 
姶良郡蒲生町上久徳182-1 
那覇市字古波蔵112（雇用改善指導相談室） 

060-0004 
030-0801 
020-0021 
980-0011 
010-0931 
990-0044 
960-8043 
310-0011 
320-0024 
370-3503 
368-0034 
260-0013 
190-0013 
258-0021 
950-0965 
930-0096 
920-0209 
918-8567 
400-0031 
380-8567 
500-8384 
420-8601 
460-0002 
514-1101 
520-0807 
604-8424 
550-0013 
650-0004 
630-8301 
649-2103 
680-0947 
690-0886 
700-0866 
730-0051 
753-0048 
770-0939 
760-0008 
790-0003 
782-0078 
810-0001 
840-0041 
850-0063 
862-0950 
870-0844 
880-0804 
899-5302 
900-0024

●地域の林業について情報を集める 

都道府県林業労働力確保支援センター 都道府県 〒 所在地 電話番号 
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●（社）大日本水産会に設置されている「全国漁業就業者確保育成センタ
ー（沖合・遠洋部門）」などのホームページやパンフレットの情報をよく読み、
希望する漁業を絞り込もう。 

沿岸漁業の 
漁師になるには？ 

沖合漁業 遠洋漁業の 
漁師になるには？ 

Start　まず、情報を集めよう 

●全国漁業協同組合連合会に設置されている「全国漁業就業者確保育成
センター（沿岸部門）」に問い合わせ、漁業就業にあたり知っておきたい
漁業種類の説明や、実際の体験談などが掲載された、パンフレット等を入
手する。 

●希望する漁業種類 ･地域を検討する。 

Start　まず、情報を集めよう 

●全国漁業就業者確保育成センター（沿岸部門）に問い合わせ、各地の
育成センターや都道府県などが地元漁協と提携し行う、体験漁業や研修
生の募集の情報を入手する。 

●研修がない場合は、現地を訪ねて漁業体験をさせてくれそうな経営体を探
してみる。 
●実際の漁業を体験し、自らの適性をもう一度見直してみる。 
☆沿岸漁業の経営体は、地域や漁業法等により、数十人から個人経営まで
さまざま。また、その土地で暮らすことを前提によく話を聞き、見学させても
らおう。 

Step1　実際に体験してみる 

●漁業種類・地域が決まったら、全国漁業就業者確保育成センター（沿岸
部門）･各地の漁業就業者確保育成センターに問い合わせ、求人情報を
入手する。 

●日本船員福利雇用促進センターの「船員求人情報ネット」、情報誌、ハロ
ーワーク等でも求人情報を入手することができる。 
●もし希望する地域の求人情報が入手できない場合は、船主と直接交渉し
てもよい。 
☆その日から漁ができるわけではないので、新人・研修生と見なされる期間の
給与は安い。給与規定の有る経営体も多いが、個人経営では規定がな
い場合もある。 

Step2　漁師になる 

●将来独立を目指すなら、船舶免許・漁業無線等を取得する。 
●協同組合の組合員になる要件を満たす（組合の所属する地域内に住み、
年間90日から120日以上の漁業実績を積んだ後、理事会の承認が必要
となる）。 
●地域や漁業の種類によって、必要とされる知事の許可等を取得する。 
☆地域により資格取得のための研修会や取得費用の補助などを行っている
ので確認しよう。 
☆組合員になる条件も地域により異なるので、よく聞いて確認しよう。 

Step3　漁師のキャリアを積み、組合員 ･独立を目指す 

●船を持つには資金が要る。小さな船でも数百万円。中古船を安く譲り受け
る場合もあるが、整備などに多少の費用はかかる。 
●独立当時は、刺し網、採貝、一本釣りなど小型船の操業から始める。腕
次第では大きな船を持ち、人を育てることも夢ではない。 

Step4　独立。自分の船を持つ 

●「全国漁業就業者確保育成センター（沖合・遠洋部門）」に電話や
FAXで問い合わせる。また、ホームページをチェックする。 

●各都道府県のセンターに問い合わせる。 
●全国各地の船員職業安定所に問い合わせる。 
●就職情報誌などで求人情報をチェックする。 
☆まずは連絡。遠慮しないで何でも聞いてみよう。 

Step1　求人情報にあたる 

●じかに漁業会社や船主の話を聞く。 
●体験させてくれる漁業があれば、連絡してみる。 
●採用してくれそうな船主（経営者）に、直にアタック、応募して選考を受ける。 
☆航海日数は、沖合漁業で1～2日から40日間、遠洋漁業では10日～1
年半。船が暮らしの舞台となるので、よく話を聞こう。 

Step2　行動を起こす 

●漁業会社の乗組員としてスタート。甲板部、機関部の新人として働く。海
の上では、船が仕事場であり、また生活の場ともなる。まずは船上の暮ら
しに慣れよう。 
●船の上ではさまざまな年齢、職歴の人、外国の人が一緒に働く。自分の
仕事を覚え、チームワークを大切にしよう。 

☆漁業種により船の大きさや漁期、仕事内容は異なるが、できるだけ早く自
分の仕事のペースをつかもう。 

Step3　船に乗る 

●甲板部員の主な仕事は、漁労作業、船の運航の保全、見張りなど。甲
板長目指してキャリアを積もう。 

●機関部員はエンジンの操作、保守点検や修理を行う。操機長目指してキャ
リアを積もう。 
☆もちろん、どちらも漁労作業が仕事の中心。スタート時に船舶職員の資格
がなくても、本人のヤル気と乗船経験で、資格取得にチャレンジできる。 

Step4　船員のキャリアを積む 

●漁船の最高責任者は漁労長。尊敬を込めて大船頭（おおせんどう）とも
呼ばれ、船の漁獲、運航のすべてを取り仕切る憧れのポジションだ。最近
では船長が漁労長を兼ねることが多い。 
●漁船漁業のリーダーに求められるのは、乗組員を指揮するリーダーシップ。
大型船を動かす能力。装備されたコンピュータ機器を駆使する能力。もち
ろん、その上に漁獲を上げなければならない。最長1年半に及ぶ操業をま
っとうする力量が求められるのだ。 
☆漁労長＝船主というケースもあるが、船主は経営のトップ。沖合・遠洋漁
業の場合、漁労長は船主から漁業活動のすべてを任される現場のリーダー
だ。技術と力量をかわれてスカウトされることもあるが、自ら資金を貯めて独
立する人もいる。 

Step6　船のリーダーになる 

●甲板員なら航海士の資格（海技士・航海）を目指して勉強しよう。 
●機関員なら機関士の資格（海技士・機関）を目指して勉強しよう。 
●船長や機関長になるには三級海技士の資格が必要。水産高校などを経て
いない人も、3年以上の乗船履歴があれば受験できるので、自分の目指
す先を見極めて勉強しよう。 
☆船員と一口にいっても、船員には「船舶職員」と「船舶部員」がある。「船
舶職員」は資格が必要で、船長、機関長、通信長、航海士、機関士。
「船舶部員」は甲板部員、機関部員で、とくに資格の必要はない。将来、
船長を目指すなら、資格取得が必要だ。 

Step5　必要な資格を取る 

No.5  2007  春号 
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漁師には3タイプある 

漁場 
操業日数 
漁船 
 
漁獲物 
 
漁法 

沿岸漁業の漁場は基本的に日帰り出来る場所である。「目の前の海で捕る」という最も一般的な漁業だ。養殖漁業や素潜り漁などもここに含まれる 
日帰り。もちろん、早朝に出航して昼ごろ戻ってくる漁や、夕方出て翌朝帰ってくる漁、あるいは昼間に行う漁など、操業時間帯はさまざま 
ほとんどの沿岸漁業者は個人経営で、従業員は家族という場合が多い。船に乗るのは１～２名で外洋にも出ないから、当然、船は小さい。ちなみに日本
の漁師の85％は沿岸漁業者だ 
沿岸漁業で捕れる魚の種類の多さは、遠洋や沖合の比ではない。貝も採れるしエビもカニもタイもイカもサケもアジも、ほとんどすべての魚がターゲット
だ。四方を海に囲まれ、南北に長い日本は、それだけ海の幸に恵まれているのである 
定置網／中型まき網／養殖／小型底びき網／船びき／ごち網／一本釣り／イカ釣り／刺し網／流し網／採貝・採藻／かご／たこつぼ 

 

全国漁業就業者確保育成センター（沿岸部門） 
全国漁業就業者確保育成センター（沖合・遠洋部門） 

03（3294）9613 
03（3585）6682 

東京都千代田区内神田1-1-12コープビル全国漁業協同組合連合会内 
東京都港区赤坂1-9-13三会堂ビル8階社団法人大日本水産会内 

101-8503 
107-0052

●漁業全般について情報を集める 

全国漁業就業者確保育成センター 〒 所在地 電話番号 

北海道漁業就業者確保育成センター  
青森県沿岸漁業就業者確保育成センター 
青森県沖合・遠洋漁業就業者確保育成センター※ 
岩手県漁業就業者確保育成センター 
秋田県漁業就業者確保育成センター 
山形県漁業就業者確保育成センター 
福島県漁業就業者確保育成センター  
茨城県漁業就業者確保育成センター 
千葉県漁業就業者確保育成センター  
新潟県漁業就業者確保育成センター 
富山県漁業就業者確保育成センター 
石川県漁業就業者確保育成センター 
福井県漁業就業者確保育成センター  
静岡県漁業就業者確保育成センター 
愛知県漁業就業者確保育成センター 
三重県漁業就業者確保育成センター  
和歌山県漁業就業者確保育成センター  
鳥取県漁業就業者確保育成センター 
島根県漁業就業者確保育成センター 
山口県漁業就業者確保育成センター  
香川県漁業就業者確保育成センター 
高知県漁業就業者確保育成センター 
徳島県漁業就業者確保育成センター   
福岡県漁業就業者確保育成センター 
長崎県漁業就業者確保育成センター 
熊本県漁業就業者確保育成センター 
大分県漁業就業者確保育成センター 
宮崎県漁業就業者確保育成センター 
鹿児島県漁業就業者確保育成センター  
沖縄県漁業就業者確保育成センター 

北海道  
東北 
 
 
 
 
  
関東 
  
北陸 
 
 
  
中部 
 
  
近畿  
中国 
 
  
四国 
  
 
九州 
 
 
 
 
  
沖縄 

011（271）5051  
017（734）9593 
0178（33）3314 
019（629）5817 
0185（27）3003 
0234（24）6161 
024（521）7377  
029（301）4070 
043（242）6811  
025（243）3681 
076（431）9595 
076（234）8818 
0776（24）1203  
054（221）2453 
0533（68）5196 
059（259）0850  
073（441）3000  
0857（26）7313 
0852（21）0001 
0832（31）2212  
087（832）3472 
088（821）4828 
088（621）2474   
092（643）3560 
095（824）3624 
096（356）8551 
097（532）6611 
0985（28）6111 
099（286）3426  
098（866）2300

札幌市中央区北3条西7丁目 水産ビル（社）北海道水産会内  
青森市長島1丁目1-1 青森県農林水産部水産振興課内 
八戸市白銀町字三島下95 八戸水産会館3F八戸漁業指導協会 
盛岡市内丸10-1 岩手県林業水産部水産振興課内 
男鹿市船川港台島字鵜ノ崎16番地 秋田県水産振興センター内 
酒田市山居町2丁目14-23 山形県庄内総合支庁水産課内 
福島市杉妻町2-16 福島県農林水産部水産課内  
水戸市笠原町978-6 茨城県農林水産部漁政課内 
千葉市中央区千葉港4-3 水産会館千葉県漁業協同組合連合会内  
新潟市万代島4-1 新潟県漁業協同組合連合会内 
富山市舟橋北町4-19 （社）富山県農林水産公社内 
金沢市北安江3丁目1-38 石川県漁連内 
福井市大手2丁目8-10 福井県漁業協同組合連合会内  
静岡市葵区追手町9-6 静岡県農業水産部水産振興室内 
蒲郡市三谷町若宮97 愛知県水産試験場企画普及室内 
津市久居明神町2501-1 （財）三重県農林水産支援センター（担い手支援グループ）  
和歌山市小松原通1-1 和歌山県農林水産部水産課内  
鳥取市東町1-220 鳥取県農林水産部水産振興局水産課内 
松江市御手船場町575 漁業協同組合JFしまね内 
下関市伊崎町1-4-24 山口県漁業協同組合内  
高松市番町4-1-10 香川県農林水産部水産課内 
高知市丸ノ内1-7-52 高知県水産経営指導課内 
徳島市万代町1丁目1番地 徳島県農林水産部水産課内  
福岡市博多区東公園7-7 福岡県水産振興課内 
長崎市江戸町2-13 長崎県水産振興課内 
熊本市田崎2丁目5-31 熊本県漁業協同組合連合会内 
大分市府内町3-5-7 大分県漁業協同組合内 
宮崎市港2-6 宮崎県漁業協同組合連合会内 
鹿児島市鴨池新町10-1 鹿児島県林務水産部水産振興課内  
那覇市泉崎1-2-2 沖縄県農林水産部水産課内 

060-0003  
030-8570 
031-0822 
020-8570 
010-0531 
998-0838 
960-8065  
310-8555 
260-0026  
950-0078 
930-0096 
920-0022 
910-0005  
420-8601 
443-0021 
514-1101  
640-8585  
680-8570 
690-0007 
750-0065  
760-8570 
780-0850 
770-8570  
812-8577 
850-8570 
860-0053 
870-0021 
880-0858 
890-8577  
900-8570

●地域の漁業について情報を集める 

都道府県漁業就業者確保育成センター 地域 〒 所在地 電話番号 

日帰りの沿岸漁業 

漁場 
操業日数 
 
漁船 
 
漁獲物 

日本近海の沖合がほとんどだが、範囲は広い。港から数時間程度の近場もあれば、漁によってはロシア水域の一部にまで及ぶ 
漁場までの距離や漁法、捕る魚によって、かなり幅がある。沖合のまき網漁は１～２日、イカ釣り漁が４～５日。いろいろな魚を捕る底びき網漁だと、日帰
り操業の場合もあれば２週間程度の漁もある。千差万別、という感じだ 
主な漁業は、大中型まき網漁／沖合底びき網漁／沖合イカ釣り漁／近海マグロ漁／近海カツオ漁／サンマ棒受網漁。比較的近場で操業する船は、
人も食料も多くは積まないので、20～30トンくらい。けれど何十日も外洋の荒波にもまれる船は、120～140トンになる 
アジ、サバ、イワシなど大衆魚が中心。遠洋の場合は冷凍して運んでくるのに対し、こちらは生の氷蔵が主流。鮮度も値段も高い。また、底びき網漁で
は、捕れる魚の種類もぐんと増える。エビ、タコ、ズワイガニまで捕れる 

少し遠出する沖合漁業 

漁場 
 
操業日数 
 
漁船 
 
漁獲物 

赤道直下の太平洋からインド洋、ニュージーランドやアルゼンチン近海の南太平洋、更には北大西洋からアフリカ近海まで、まさに世界の海が仕事場。
世界の港に寄港する 
漁場に到着するまで10日～１か月かかる（最近は、船だけ先に行かせて漁師は飛行機で移動することもある）。一度日本を出ると、短くても１カ月、長いと
１年半は戻って来ない。もちろん定期的に近くの港に寄り、休養する時間もある 
主な漁業は、遠洋マグロ漁／遠洋カツオ漁／大型イカ釣り漁。長い航海をして大量の魚を積み込むため、船は非常に大きい。遠洋マグロ船で200～
500トン、遠洋カツオ船が400～500トン。イカ釣り船は139～500トン 
遠洋漁業で狙うのは、「長い日数をかけて捕りに出かけても採算の合う魚」ということになり、刺身需要の多いマグロとカツオが２本柱になっている。ま
た、イカ漁も行われている 

地球の裏側まで行く遠洋漁業 

※印は沖合・遠洋についてのみのお問い合せ先です。 
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ

ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
地
方
で
企
業
等
へ
の

就
職
、
農
林
漁
業
へ
の
就
業
、
田
舎
暮
ら
し

（
定
住
）
を
希
望
す
る
人
た
ち
に
、
主
に
主
要

都
市
で
関
連
情
報
を
提
供
す
る
窓
口
を
都
道

府
県
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
。

身
近
に
あ
る
こ
う
し
た
窓
口
を
積
極
的
に

活
用
し
て
、
情
報
を
収
集
し
よ
う
。

農
業
・
林
業
・
漁
業
の
就
業
関
連
情
報
、

地
元
企
業
の
求
人
情
報
の
分
類
に
分
け
て
、

窓
口
ご
と
に
提
供
で
き
る
情
報
に
●
印
を
つ

け
て
い
る
。

◆

最
近
、「
自
然
や
生
き
物
が
好
き
」「
田
舎

に
住
み
た
い
」
と
い
っ
た
人
と
と
も
に
、「
農

林
水
産
業
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ
る
」

な
ど
と
い
う
若
者
が
増
え
、
農
林
水
産
業
が

職
業
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る

と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
I

タ
ー
ン
・
J
タ
ー
ン
・
U
タ
ー
ン
し
て
、
地

方
の
企
業
で
働
き
た
い
と
い
う
人
も
増
え
て

き
た
。

こ
れ
ら
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
今
後

は
２
０
０
７
年
以
降
『
団
塊
の
世
代
』
約
７

０
０
万
人
が
大
量
に
定
年
に
達
す
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
２
０
０
７
年
問
題
」
を
迎
え
た

り
、
国
民
の
食
の
安
全
や
環
境
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
か
ら
、
田
舎
暮
ら
し
な
ど
都
市

か
ら
農
山
漁
村
へ
の
定
住
を
求
め
る
傾
向
も

強
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
05
年
３
月
に
国
土
交
通
省
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
都
市
住
民
が
都
会
な

ど
で
の
就
業
を
続
け
、
生
活
の
か
な
り
の
部

分
を
農
山
漁
村
で
過
ご
す
「
二
地
域
居
住
」

と
い
う
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
ニ
ー
ズ

が
年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
う
結
果
も
出
て

い
る
。

地
域
に
定
住
し
就
業
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

同
時
に
農
山
漁
村
に
住
み
、
暮
ら
す
こ
と
を

意
味
す
る
。
つ
ま
り
地
域
社
会
の
一
員
と
な

り
、
例
え
ば
農
業
に
就
け
ば
、
農
業
用
水
な

ど
の
利
用
・
管
理
に
と
も
な
う
共
同
作
業
が

あ
り
、
定
住
す
れ
ば
地
域
の
伝
統
行
事
や
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
習
慣
に
も
参
加
・
協
力
す
る

な
ど
、
隣
人
と
触
れ
合
い
、
情
報
交
換
す
る

こ
と
で
地
域
社
会
に
と
け
込
む
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
現
代
都
会
人
が
、
過
去
に
置
き
忘

れ
、
最
も
苦
手
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
内

に
何
で
も
相
談
で
き
る
人
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
事
に
な
る
し
、
地
元
住
民
と
も
積
極
的

に
付
き
合
う
こ
と
も
重
要
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
多
く
の
人

た
ち
が
I
タ
ー
ン
・
J
タ
ー
ン
・
U
タ
ー
ン

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
住
民
は
「
こ
こ

ろ
の
時
代
」
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

農
山
漁
村
で
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
、
農
山

漁
村
側
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
や

地
域
文
化
活
動
な
ど
の
新
た
な
担
い
手
を
得

て
活
性
化
し
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
げ

る
こ
と
で
新
た
な
時
代
に
あ
っ
た
社
会
を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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I
・
J
・
U
タ
ー
ン
ガ
イ
ド

所在地 

不二ビル8階 （財）都市農山漁村交流活性化機構内 
有楽町電気ビル 南館1F 

都道府県会館15階 
大阪駅前第1ビル 
都道府県会館7階 
大阪駅前第一ビル9階 
南海東京ビル1階 いわて銀河プラザ内 
大阪駅前第一ビル9階 岩手県大阪事務所内 
岩手県庁2階 
都道府県会館12階 
都道府県会館7階 
大阪駅前第1ビル9階 
虎ノ門三井ビル やまがたプラザゆとり都内 
大阪駅前第1ビル8階 
ふくしま会館内 
セントラルビル3階 
セントラルビル3階 
都道府県会館13階 山梨県東京事務所内 
大阪駅前第3ビル21階 山梨県大阪事務所内 
東京富山会館ビル5階 
近畿富山会館3階 
都道府県会館14階 
住友生命御堂筋ビル2階 
中日ビル4階 石川県名古屋事務所内 
都道府県会館10階 

都道府県会館12階 
表参道・新潟館ネスパス2階 
県庁労働雇用課内 
都道府県会館13階 静岡県東京事務所内  
アスト3階 
京都テルサ西館3階　 
神戸クリスタルタワー12階 
都道府県会館12階 
都道府県会館10階 
大阪駅前第3ビル22階 
福島ビル1階 にほんばし島根館内 
島根ビル2階 島根県大阪事務所内 
ごうぎん広島ビル3階 島根県広島事務所内 
毎日西部会館1階 島根県九州事務所内 
都道府県会館10階 岡山県東京事務所内 
岡山県産業ビル4階 岡山県大阪事務所内 
虎ノ門琴平タワー22階 広島県東京事務所内 
大阪駅前第1ビル8階 広島県大阪情報センター内 

日本橋プラザビル1階 おいでませ山口館 
阪神産経桜橋ビル2階 山口県大阪事務所内 
都道府県会館14階 徳島県東京事務所内 
徳島ビル4階 徳島県大阪事務所内 
都道府県会館9階 
大阪駅前第1ビル7階 
都道府県会館11階 
肥後橋センタービル1階 
都道府県会館11階 
大阪駅前第1ビル9階 
都道府県会館14階 

大阪駅前第3ビル21階 
新西銀座ビル8階 
大阪駅前第3ビル21階 
福岡天神センタービル10階 
都道府県会館15階 
大阪駅前第1ビル9階 宮崎県大阪事務所内 
千代田ビル9階 かごしま遊楽館 
千代田ビル9階 かごしま遊楽館 
大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内 
大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内 

6 博多ビル8階 鹿児島県福岡事務所内 
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ふるさとプラザ東京 
ふるさと情報プラザ 
 
北海道IJU（移住）情報センター 
北海道大阪事務所 
青森県東京事務所 
青森県大阪情報センター 
岩手県Uターンセンター 
いわてＵターンセンター 
（財） ふるさといわて定住財団 
宮城県東京事務所内東京情報センター 
Aターンプラザ秋田 
秋田県大阪事務所 
山形県Uターン情報センター 
山形県大阪事務所 
ふるさと福島就職情報センター 
とちぎ雇用情報センター 
ぐんまUターンコーナー 
ふるさと山梨就職相談室 
ふるさと山梨就職情報コーナー 
富山県東京Uターン情報センター 
富山県大阪Uターン情報センター 
石川県UＩターンサポートセンター 
石川県大阪Uターン相談室 
石川県名古屋Uターン相談室 
福井県東京事務所 
福井県大阪事務所 
長野県東京Iターン相談室 
にいがたUターン情報センター 
岐阜県労働雇用課 
静岡Ｕターン就職情報センター 
おしごと広場みえ 
京の田舎暮らし・ふるさとセンター 
ひょうご・しごと情報広場　若者しごと倶楽部 
きのくにUターンセンター 
ふるさと鳥取Uターンコーナー（東京） 
ふるさと鳥取Uターンコーナー（大阪） 
東京ふるさと定住・雇用情報コーナー 
大阪ふるさと定住・雇用情報コーナー 
広島ふるさと定住・雇用情報コーナー 
九州ふるさと定住・雇用情報コーナー 
ふるさと岡山就職相談コーナー 
ふるさと岡山就職相談コーナー 
東京ふるさと就職情報コーナー 
大阪ふるさと就職情報コーナー 
ひろしま夢ぷらざ田舎ぐらし相談センター 
ふるさと山口・東京Uターン相談コーナー 
ふるさと山口・大阪Uターン相談コーナー 
徳島県Uターンコーナー（東京） 
徳島県Uターンコーナー（大阪） 
香川県東京人材Uターン・コーナー 
香川県大阪人材Uターン・コーナー 
愛媛県東京事務所 
愛媛県大阪事務所 
佐賀県東京事務所 
佐賀県大阪事務所 
長崎県東京事務所 
長崎県大阪事務所 
長崎県地域振興部地域政策課 
熊本県Ｕターン就職情報コーナー 
熊本県大阪事務所 
銀座おおいた情報館Ｕターンコーナー 
大分県大阪事務所 
大分県福岡事務所 
ふるさと宮崎就職相談窓口（東京） 
ふるさと宮崎就職相談窓口（大阪） 
鹿児島県かごしま遊楽館 
ふるさと人材相談室（東京） 
鹿児島県新規就農大阪相談所 
鹿児島県ふるさと人材相談室大阪事務所 
鹿児島県新規就農福岡相談所 

全国 
 
 

北海道 
 

青森県 
 

岩手県 
 
 

宮城県 
秋田県 
 

山形県 
 

福島県 
栃木県 
群馬県 
山梨県 
 

富山県 
 

石川県 
 
 

福井県 
 

長野県 
新潟県 
岐阜県 
静岡県 
三重県 
京都府 
兵庫県 
和歌山県 
鳥取県 
 

島根県 
 
 
 

岡山県 
 

広島県 
 
 

山口県 
 

徳島県 
 

香川県 
 

愛媛県 
 

佐賀県 
 

長崎県 
 
 

熊本県 
 

大分県 
 
 

宮崎県 
 

鹿児島県 
 

03-3548-2310 
03-3284-0855 

 
03-5212-9210 
06-6344-4151 
03-5212-9113 
06-6341-2184 
03-3524-8284 
06-6341-3258 
019-653-8976 
03-5212-9048 
03-5251-9115 
06-6341-7897 
03-3504-2717 
06-6341-6816 
03-3834-6230 
03-5201-3892 
03-3231-4836 
03-5213-2890 
06-6344-5961 
03-3816-1655 
06-6445-2811 
03-5212-9016 
06-6363-3077 
052-261-6067 
03-5212-9074 
06-6231-1024 
03-5212-9187 
03-5771-7713 
058-271-4135 
03-5212-9035 
059-222-3309 
075-682-6624 
078-366-3731 
03-5212-9057 
03-5215-5117 
06-6455-0233 
0120-60-2357 
0120-70-2357 
082-541-2410 
093-521-7208 
03-5212-9081 
06-6261-3206 
03-3580-0851 
06-6345-5821 
082-544-1122 
03-3231-1863 
06-6341-0755 
03-5212-9022 
06-6251-3273 
03-5212-9100 
06-6342-4855 
03-5212-9071 
06-6441-2829 
03-5212-9073 
06-6344-8031 
03-5212-9025 
06-6341-0012 
095-895-2243 
03-3572-5022 
06-6344-3883 
03-6228-8770 
06-6345-0071 
092-721-0041 
03-5212-9007 
06-6345-7631 
03-3506-9177 
03-3506-9177 
06-6341-5618 
06-6341-5618 
092-441-2852

 
 
 
 ●   ● ● 
 ●     ● ● 
 ●    ● 
 ●       ● 
 ●   ● ● 
     ● 
 ● ●  ● ● 
    ● ● 
    ● ● 
     ● 
 ● ● ● ● ● 
 ●     
     ● 
     ● 
 ● ●   ● 
 ● ●  ● ● 
 ●     
     ● 
     ● 
 ● ● ●  ● 
 ● ● ●  ● 
     ● 
 ● ● ● ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ● ●  ● ● 
 ● ● ● ● ● 
     ● 
     ● 
     ● 
 ●   ● 
     ● 
 ● ● ● ● ● 
    ● ● 
 ● ●   ● ● 
    ● ● 
    ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ● ● ● ● ● 
     ● 
     ● 
    ●  
 ● ● ● ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ●    ● 
 ● ●    
 ●    ● 
 ●    ● 
     ● 
     ● 
 ●   ● ● 
 ●    ● 
     ● 
      ● 
    ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ●     
 ● ● ● ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ● ● ● ● ● 
 ●    ● 
 ● ●    
    ● ● 
 ●     
    ● ● 
 ●    

●道府県 I・J・Uターン就職情報等提供・相談窓口 

団体名 地域 電話番号 
農業 
就業 
情報 

林業 
就業 
情報 

漁業 
就業 
情報 

定住 
情報 

地元企 
業求人 
情報 

東京都中央区八重洲1-5-3 不
東京都千代田区有楽町1-7-1 有
  
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-3-1-900 大
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-3-1-900 大
東京都中央区銀座5-15-1 南
大阪市北区梅田1-3-1-900 大
盛岡市内丸10-1 岩
東京都千代田区平河町2-6-3 都
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-3-1-900 大
東京都千代田区霞ケ関3-8-1 虎
大阪市北区梅田1-3-1-800 大
東京都台東区上野2-12-14 ふ
東京都中央区京橋1-1-5 セ
東京都中央区京橋1-1-5 セ
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-1-3-2100 大
東京都文京区白山5-1-3 東
大阪市西区靭本町1-9-15 近
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区西天満4-14-3 住
名古屋市中区栄4-1-1 中
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市中央区瓦町2-2-14 
東京都千代田区平河町2-6-3 都
東京都渋谷区神宮前4-11-7 表
岐阜市薮田南2-1-1 県
東京都千代田区平河町2-6-3 都
津市羽所町700 ア
京都市南区東九条下殿田町70 京
神戸市中央区東川崎町1-1-3 神
東京都千代田区平河町2-6-3 都
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-1-3-2200 大
東京都中央区日本橋室町1-5-3 福
大阪市北区西天満3-13-18 島
広島市中区立町1-23 ご
北九州市小倉北区紺屋町13-1 毎
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市中央区備後町3-2-13 岡
東京都港区虎ノ門1-2-8 虎
大阪市北区梅田1-3-1-800 大
広島市中区本通8-28  
東京都中央区日本橋2-3-4 日
大阪市北区梅田2-4-13 阪
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市中央区南船場3-9-10 徳
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-3-1-700 大
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市西区江戸堀1-9-1 肥
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-3-1-900 大
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-3-1-800  
長崎市江戸町2-13 
東京都中央区銀座5-3-16  
大阪市北区梅田1-1-3-2100 大
東京都中央区銀座2-2-2 新
大阪市北区梅田1-1-3-2100 大
福岡市中央区天神2-14-8 福
東京都千代田区平河町2-6-3 都
大阪市北区梅田1-3-1-900 大
東京都千代田区有楽町1-6-4 千
東京都千代田区有楽町1-6-4 千
大阪市北区梅田1-3-1-900 大
大阪市北区梅田1-3-1-900 大
福岡市博多区博多駅中央街8-36 博

全国のグリーツーリズム（ふるさと体験）情報提供 
全国の自治体観光パンフレット等の提供 
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住所 

東京交通会館1階 
北海道東京事務所内 
北陸銀行ビル１階 
ダイヤ八重洲口ビル１階 
東京交通会館1階 
青森県会館１階 
南海東京ビルディング１階 
都道府県会館7階 
東池ビル1・2階 
出光ナガホリビル1階 
七十七ビル3階　ふるさと回帰支援センター内 
セントラルビル3階 
セントラルビル3階 

東京交通会館2階 

東京交通会館地下1階 
東宝ツインタワービル1階 
東京交通会館B1階 
福島ビル1階 
日本橋プラザビル1階 
新橋マリンビル1・2階 
カネシンビル1階 
 
新宿サザンテラス内 
千代田ビル1～3・9階 
東京交通会館3階 

越前・若狭の特撰館「ふくい南青山２９１」 

応募方法：ハガキに、氏名、年齢、郵便番号、住所、電話番号、本誌
の感想等をご記入の上、「iju info プレゼント係」（〒105-0001 東京都
港区虎ノ門1-25-5 虎ノ門34MTビル5F　全国農業会議所）までお送
りください。締切は3月16日（当日消印有効）。当選者の発表は、プレゼ
ントの発送をもってかえさせていただきます。 
 

　和歌山ならではの特産品がなんと500アイテム！　特に本場の梅
干を約50種類揃え、全て試食できます。他にも醤油の発祥地に
伝わる手作りの醤油や、黒潮の恵みが詰まった新鮮なさんまを使っ
たさんま寿司も人気です。最近注目されている紀州備長炭製品も
ありますよ！　また世界遺産の高野・熊野地方をはじめ、県内各地
の観光情報も盛りだくさん！　和歌山に興味のある方は、ぜひお気
軽にお立ち寄りください。 
●営業時間　10：00～19：00（日・祝祭日、～17：00） 
●休日　年末年始 
●URL　http://www.kishukan.com/

わかやま喜集館 

農林漁業就業・ふるさと情報 

サポーター 

　いま、東京で一番のホットスポット表参道の近くにある「ふくい南
青山２９１」は、まさに福井のセレクトショップ。おしゃれな街にふさ
わしい外観と落ち着いた店内が自慢です。高感度な人たちが集う
南青山の地域特性を活かし、福井の本物、確かさを発信しています。
全国２位の長寿県を支える旬の味や伝統工芸品、越前の漆器・
焼物・和紙などを展示・販売。ゆっくりとお買い物を楽しんでいた
だけます。また、観光や福井県へのUターンを始め、福井で暮らす
情報をご紹介していますので、お気軽にお立ち寄りください。 
●営業時間　11：00～19：00　  ●休日　年末年始（12/31～1/6） 
●URL　http://www.ma291.jp

ココにあり！ 
ふるさとの逸品 

読者 

プレゼン
ト 

コーナー
 

　香川・愛媛せとうち旬彩館１
階特産品ショップには、香川
のさぬきうどんやだし醤油、オ
リーブ製品、愛媛のじゃこ天や
タルト、みかん製品など両県の
人気特産品がいっぱい。イベ
ントコーナーでは実演販売や
試食販売を随時開催していま
す。２階レストラン「かおりひめ」
では、さぬきうどんや鯛めしを
はじめ香川・愛媛の食材を使
った郷土料理、せとうち料理が
ご賞味いただけます。 
　読者プレゼントとして、香川・小豆島の「そら豆醤油」と
愛媛・宇和島の「みかん（皮むき）ストレートジュース・みか
んくらぶNo.1」１本ずつをセットで５名の方にプレゼントしま
す。ふるってご応募ください。 
 
 

 
港区新橋２-１９-１０　新橋マリンビル１-２Ｆ 
JR「新橋駅」銀座口より徒歩１分 
東京メトロ銀座線「新橋駅」２番出口すぐ 
休日/年始のみ（但し、観光交流コーナーは年
末年始） 
ＵＲＬ/http://www.setouchi-shunsaikan.com 
 

【１F】特産品ショップ １０：００～２０：００　蕁０３（３５７４）７７９２　 
【２F】郷土・せとうち料理 かおりひめ（香媛） 
１１：００～２３：００　蕁０３（５５３７）２６８４ 
【２F】観光交流コーナー　１０：００～１８：３０　蕁０３（３５７４）２０２８ 

 

せとうちの旬を東京で！ 
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むらからまちから館 
（社）北海道観光連盟　東京案内所 
まるごと北海道物産本舗雷門店 
北海道フーディスト八重洲店 
北海道どさんこプラザ 
あおもり北彩館東京店 
いわて銀河プラザ 
秋田県東京事務所産業情報課 
宮城ふるさとプラザ「コ・コ・みやぎ」 
青森・岩手・秋田　きた東北発見プラザjengo 
ふくしまふるさと情報センター 
とちぎ観光センター 
群馬観光物産プラザ 
ふくい南青山２９１ 
長野県東京観光情報センター 
表参道・新潟館ネスパス 
いきいき富山館 
加賀・能登・金沢江戸本店 
わかやま喜集館 
にほんばし島根館 
おいでませ山口館 
香川・愛媛せとうち旬彩館 
コウチ・マーケット 
熊本県東京事務所　銀座熊本館 
新宿みやざき館「KONNE」 
かごしま遊楽館 
（財）沖縄観光コンベンションビューロー東京事務所 

全国 
北海道 
 
 
 

青森県 
岩手県 
秋田県 
宮城県 

青森・岩手・秋田 
福島県 
栃木県 
群馬県 
福井県 
長野県 
新潟県 
富山県 
石川県 
和歌山県 
島根県 
山口県 

香川・愛媛県 
高知県 
熊本県 
宮崎県 
鹿児島県 
沖縄県 

03(5208)1521 
03(5251)1151 
03(3842)0510 
03(3275)0770 
03(5224)3800 
03(3237)8371 
03(3524)8282 
03(5212)9115 
03(5956)3511 
06(6241)7144 
03(3543)0333 
03(5201)3891 
03(3231)4836 
03(5778)0291 
03(3214)5651 
03(5771)7711 
03(3231)5032 
03(3500)3883 
03(3216)8000 
03(5201)3310 
03(3231)1863 
03(3574)2028 
03(5565)1295 
03(3572)5022 
03(5333)7764 
03(3506)9177 
03(5220)5311

 ● ● 
 ● 
  ● ● 
  ● ● 
  ● ● 
 ● ● 
 ● ●   
 ●    
    ● ● ● 
 ● ● ● 
 ● 
 ● 
 ●    
 ● ● 
 ● ● 
 ● ● ● 
 ● ●   
 ● ●   
 ● ● 
 ● ● 
  ● ●  
 ● ● ● 
  ●  
 ● ● 
 ● ● ● 
 ● ● ● 
 ● 

団体名 地域 電話番号 
観光 
情報 

地元産品 
展示・販売 飲食 

東京都千代田区有楽町2-10-1 東
東京都千代田区永田町2-17-17 北
東京都台東区雷門2-12-10 北
東京都中央区八重洲2-2-1 ダ
東京都千代田区有楽町2-10-1 東
東京都千代田区富士見2-3-11 青
東京都中央区銀座5-15-1 南
東京都千代田区平河町2-6-3 都
東京都豊島区東池袋1-2-2 東
大阪府大阪市中央区南船場3-4-26 出
東京都中央区銀座4-14-11 七
東京都中央区京橋1-1-5  セ
東京都中央区京橋1-1-5 セ
東京都港区南青山5-4-41 
東京都千代田区有楽町2-10-1 東
東京都渋谷区神宮前4-11-7  
東京都千代田区有楽町2-10-1 東
東京都千代田区有楽町1-5-2 東
東京都千代田区有楽町2-10-1 東
東京都中央区日本橋室町1-5-3 福
東京都中央区日本橋2-3-4 日
東京都港区新橋2-19-10 新
東京都中央区築地４-１０-５ カ
東京都中央区銀座5-3-16  
東京都渋谷区代々木2-2-1 新
東京都千代田区有楽町1-6-4 千
東京都千代田区有楽町2-10-1 東

　新宿みやざき館「KONNE」（KONNEは宮崎の方言で来んね
＝いらっしゃいの意味）は、宮崎県の魅力を丸ごと紹介するアンテ
ナショップです。県産農畜産物の加工品等食料品が600アイテム、
焼酎類が170アイテムあり、軽食コーナーでは、冷や汁定食や南
蛮定食等の郷土料理が味わえます。 
●営業時間　11：00～21：00 
●休日　年末年始（12/31～1/2） 
●URL　http://www.konne.jp/

新宿みやざき館「KONNE」 

　ゆったりとお買い物いただける広い店内には、素材に、味に、
安全にこだわった、北海道の本物の味をおよそ１０００品目取り揃え
ております。また、イートインコーナーでは、ランチやスイーツの他、
お酒とおつまみも取り揃えており、お気軽に北海道の味をお楽しみ
いただけますので、ぜひ一度お立ち寄りください。 
●営業時間　10：00～20：00 
●休日　年末年始 
●URL　http://www.foodist.co.jp

北海道フーディスト八重洲店 
　北海道どさんこプラザは、年間２００万人のお客さまが来店する都
内でも人気のお店です。店内に並ぶ商品は、北海道の自然の恵
みをたくさん受けた農・水産品や乳製品、お菓子などのお馴染み
の商品の他、北海道の企業が開発する新商品も多数販売してお
ります。お客さまと北海道の食との出会いのお手伝いや、故郷の
味を懐かしんでいただける店を目指してスタッフ一同頑張っておりま
すので、皆様のお越しをお待ちしております。 
●営業時間　10：00～19：30 
●休日　年末年始 
●URL　http://www.dosankoplaza.com

北海道どさんこプラザ 

　世界的観光地である東京浅草雷門前に、平成１６年７月にオープ
ン。北海道の物産を約１０００種類、常設にて販売。品目は菓子、水
産加工品はもちろんですが、乳製品、ジンギスカンや農産物も充実。
イートインコーナーでは人気のソフトクリームや海鮮弁当を販売。浅
草にお立ち寄りの際には、雷門北陸銀行浅草支店１階を目印に、
ご来店お待ちしております。 
● 営業時間　10：00～20：00 
● 休日　年中無休 
● ＵＲＬ　http://www.marugotohokkaido.com/

まるごと北海道物産本舗雷門店 

展示のみ 
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本誌は全国農業会議所もしくは全国新規就農相談センターに情報提供に関する登録を頂いた
方に送付しております。

※全国農業会議所とは？
全国農業会議所は、市町村に設置されている農業委員会、都道府県の農業会議と併せて構成される農業委
員会系統組織のナショナルセンターです。３段階とも「農業委員会等に関する法律」で定められた組織で、
公職選挙法を準用した農業者の代表である農業委員を基礎として構成されています。
３段階の組織を通じて、農業者や地域の声を結集し、農地・構造・経営対策を積極的に推進することで、
農業・農村の発展と農業者の経営確立、さらに社会・経済の発展をめざしています。
農業委員会系統組織は1987年度から農業内外からの新規就農希望者の相談活動に取り組んできました。
その就農相談の窓口として、農林水産省の支援を受け、全国農業会議所内に全国新規就農相談センター、
都道府県農業会議内に都道府県新規就農相談センター（都道府県青年農業者等育成センターと共同窓口）を
設置しています。

次号予告

2007 初夏号（2007年4月下旬発行）

特集記事

東海・甲信地方の
I JUライフ

農林漁業就業・ふるさと情報 

送付のご案内（無料）
「iju info」は季刊誌（年４回発行）です。
1月末、4月末、7月末、10月末に発行いたします。
本誌は、お申し込み頂いた方に無料で送付いたします。
送付を希望される方は、本誌のWEBサイトからお申し込みください。
URL http://web-iju.info/
携帯 http://web-iju.info/i/

また、FAXもしくは郵送でのお申し込みも受け付けています。
郵便番号、住所、氏名、電話番号をご記入のうえ、下記まで送付ください。
ご登録頂いた個人情報は、「iju info」の送付以外には使用いたしません。
また、個人情報保護法に基づき、発行所である全国農業会議所が定める個人情報保護規程
により適正に運用いたします。

【iju info】に関するお問い合わせ
全国農業会議所　iju info メディアチーム
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-25-5 虎ノ門34MTビル
TEL. 03（5251）3907 FAX. 03（5156）0363
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紙面刷新！ 

月600円、年7,200円 

■購読の申込みは市町村農業委 
　員会へお気軽に連絡ください。 
■発行所 
　全国農業会議所 
　〒105-0001 
　東京都港区虎ノ門1-25-5 
　虎ノ門34MTビル 
　電話　03-5251-3910 

　http://www.nca.or.jp/shinbun

（消費税込） 

週刊 

特徴のある週刊新聞 解説に力点をおいたニュース報道と企画編集 

時代に鋭く斬り込む 農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに 

経営に役立つ 経営者マインドと実務情報 

喜びや悩みを共感できる 読者の心に訴える 

深みと味がある 単なる情報で終わらない 

読みやすく親しみやすい 老若男女が楽しく読める 

1
2
3
4
5
6

農業者の視点でお届けします 

金曜日発行 

こ
の
国
の 

　
　
農

　
　
農
と
食
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伝

　
　
　
　
伝
え
ま
す
。 

こ
の
国
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農
と
食
を 

　
　
　
　
伝
え
ま
す
。 

ホームページ 

全国農業新聞は農業者の 
公的代表機関である 

農業委員会系組織が発行する 
週刊の農業総合専門紙です。 

お問い合わせ:全国新規就農相談センター 

主催：全国農業会議所・全国新規就農相談センター・（社）日本農業法人協会・研修農場ネットワーク   後援：農林水産省・厚生労働省 

TEL（03）-3507-3088
http://www.nca.or.jp/Be-farmer/

2007年開催情報 

●入場無料　●入退場自由　●服装自由　●履歴書不要　●家族・友人連れ歓迎 

●農業法人等合同会社説明会 

●新規就農セミナー 

●新規就農相談会 

●農業インターンシップ 

農業法人への就職希望者のために、従業員を 
募集している農業法人経営者と面談できる 
ブースを設置します。 

農業法人への就職、新規に農業を始めるための 
ガイダンス、新規就農者、農業法人就職者に 
よる事例発表などを行います。 

都道府県ごとのブース、受け入れ希望市町村 
ごとのブースなどを設置し、農業を始める 
ための個別相談に応じます。 

農業法人で就業体験を希望する人（学生・社会人） 
のためのブースを設置し、相談に応じます。 

●田舎暮らし相談会 
田舎暮らしを希望する人のためのブースを 
設置し、相談に応じます。 

●チャレンジ！ファームスクール 
合宿形式による農作業実習の概要について 
説明します。07年度生徒募集中。 

新・農業人フェア 新・農業人フェア 
’07

/池袋サンシャイン 　東京　2/10（土） /梅田スカイビル 　大阪　3/10（土） 

時間共通10:30～16:00

A2、A3ホール 10Fアウラホール 

生 産 す る 仕 事って 、カッコ イイ！！ 
ものづくり 

2/10　同時開催 文化会館7階会議室13：30～16：30

田舎に農地をお持ちの方のために農地管理に 
ついてのセミナー、個別相談を行います。 

田舎の農地管理セミナー 
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サラリーマン時代には 
味わえなかった 
快感があります。 

漁師を目指すあなたのために 
「漁師の仕事をもっと知ってもらいたい」 
全国漁業就業者確保育成センターでは 
各種サポートをおこなっております 

 

●お問い合わせ先 

●業務内容 

http://www.zengyoren.or.jp/ 
syugyo/mobi/index.php
←携帯サイトへはこちらのQRコードよりどうぞ 

STEP 1 情報収集をする 

ホームページ、漁業就業者確保育成センター、イ
ジュウ・インフォ等で漁業についての情報を入手
する。 

STEP 2 自分が希望する 
漁業種類・地域を考える 

生活のサイクル・仕事内容・収入等は、漁業種類
や地域により大きく異なるので、自分にあった漁
業種類・地域を検討する。 

STEP 3 フェアに参加し、 
研修を受ける 

漁業就業支援フェアに参加し、最大６ヶ月間の研
修を通じて漁業の知識・技術を習得すると共に、
漁村での生活に慣れ、地域社会にとけ込む。 

STEP 4 漁師になる 

漁師 への道 

http://www.zengyoren.or.jp/syugyo/index.php

03-3294-9613TEL

03-3294-3347FAX

全国漁業就業者確保育成センターは、水産庁補助事業により運営しております。 

〒101-8503　東京都千代田区内神田1-1-12　コープビル7Ｆ 

全国漁業就業者確保育成センター 

http://www.fishworld.or.jp/fisherman/ryoushi/ 
 

03-3585-6682TEL 03-3582-2337FAX

〒107-0052　東京都港区赤坂1-9-13　三会堂ビル8階 
【沖合・遠洋部門　（社）大日本水産会内】 

【沿岸部門　ＪＦ全漁連内】 

求人、体験漁業情報の提供 電話、面談での漁業就業相談 

漁業就業支援フェアの開催 研修の実施 

携帯サイト 

研修を終了し漁業に
就業する。船舶免許・
漁業無線等の資格
取得を目指し、また漁
協の正組合員になる
べく日々 努力をする。 
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